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第一章　日々の暮らし　その１







　召しよう喚かんしてから数日、やっとモフモフ地じ獄ごくから解放され、普ふ通つうに？　生活できるようになった琥こ珀はくが、町へ出てみたいと言うので付き合うことにした。

　宿の外へ出て大通りを歩く。とりあえず市場の方に行ってみるか。いろんな人がいるからな。

　市場には屋台とか茣ご蓙ざにいろいろな物を並べて売っている人たちがいた。食べ物から雑貨、衣類から骨こつ董とう品ひんまで様々な物が売られている。何か掘ほり出だし物ものはないか、品物を見ながら人ひと混ごみの中を歩いて行く。

《なかなか賑にぎわってますね》

《一応、この町の中心だからね。安く物を手に入れたかったら、みんなここに来るから》

　琥珀と僕ぼくは他人には聞こえない声で話し合う。召しよう喚かん獣じゆうと召喚者である僕らは、心の中で意思の疎そ通つうができるのだ。これはかなり助かっている。街中で虎とらと話してたら、頭がおかしい奴やつに思われてしまうからな。

　子供の姿とはいえ琥珀は虎である。やっぱりそれなりに目立つ。だけどみんな遠巻きに眺ながめるだけで、「珍めずらしい物を見た」ぐらいの態度であり、過か剰じよう反応することはなかった。たまーに、子供や女の子たちが頭を撫なでに来るくらいである。

　他人の目があるところでは、虎の子供のフリをすることになっているので、琥珀が「ガウガウ」と返すと、女の子たちは喜んでさらに頭を撫でてくる。これには琥珀もかなりげんなりしていた。うちの女じよ性せい陣じんからせっかく解放されたのに災難だな……。

　しかし人が多いな……。はぐれないようにしないと。まあ、琥珀とはぐれても念話で意思の疎通ができるし、すぐに見つかるから大だい丈じよう夫ぶか。

　それでも人混みの中をちょこちょこと僕についてくる琥珀は大変そうだった。蹴けられでもしたらかわいそうなので、抱だき上あげて腕うでに抱かかえる。初めは遠えん慮りよしていた琥珀だったが、やがて大人しくなった。

　そのまま歩いていたら、ふと、抱かれていた琥珀が顔を上げ、右手の人混みの方へ顔を向ける。

《？　主あるじ、あそこにおられるのは八や重え殿どのでは？》

《え？》

　唐とう突とつに発せられた念話に、琥珀の視線を追ってみると、通りの端はし、通行人の邪じや魔まにならないところに八重がしゃがみこんでいた。八重の前には泣きじゃくる四歳さいくらいの女の子がいて、彼かの女じよはその子を一いつ生しよう懸けん命めいなだめようとしているみたいだった。

「なにしてんの？　八重」

「冬とう夜や殿？　琥珀も一いつ緒しよでござるか」

　僕らの顔を見るなり、どこかホッとした顔を見せる八重。なんだ？　八重がこんな顔をするなんて珍しいな。

「……この子は？」

「それが、どうも迷子らしいんでござるよ」

　迷子か。この人混みじゃはぐれもするよな。僕は辺りを見回しながらそう思った。これでは親おや御ごさんを捜すのも大変だぞ。

「ねえ君、名前は？」

「うぐっ、ふぇぇ……おかあさぁん……」

　ダメだ。名前どころじゃないらしい。泣なき止やまないと何も聞けそうにないなあ。

「先さき程ほどから拙せつ者しやも名前とかどこから来たのかとか聞いたんでござるが、まったく答えてくれないんでござるよ」

　困った顔をして八重がため息をつく。ふむ、なんとか情報を聞き出さないとな。

　僕は抱えていた琥珀を女の子の目の前に持ってきた。女の子は一いつ瞬しゆんビクッとしてから、また顔を歪ゆがめ、泣き出しそうになる。僕は心の中で琥珀に命令した。

『お前の名前は何という？』

　琥珀が女の子に語りかける。今にも泣き出しそうだった女の子は、目をぱちくりさせて目の前の喋しやべる虎の子供を見た。ぱちぱちと瞬まばたきを繰くり返かえし、キョトンとした顔をしている。

『お前の名前は？』

「…………リム……」

『そうか、リムと言うのだな』

　琥珀の問いにこくんと女の子は小さく頷うなずく。よし、琥珀誘ゆう導どう成功。そりゃ虎の子が話し始めたら唖あ然ぜんとするよな。さて、ちょっと調べてみるか。

「【サーチ：リムの家族】」

　無属性魔ま法ほう【サーチ】を発動させる。半径五十メートル以内に対象があればわかるはずだ。………反応なし。近くにはいないのか？

「どうでござる？」

「ダメ。少なくとも五十メートル圏けん内ないにはいない」

　うーん、どうするか。【サーチ】を発動させながら連れて歩くか？　【サーチ】は検けん索さく範はん囲いが狭せまいのが難点だな。

　あれ……ちょっと待てよ。僕は普通に人を見るだけでそれが「リムの家族」だと判断できない。ひょっとしてこの検索じゃ引っかからないのは当たり前なのか？　引っかからないのか、本当にいないのか、そこらへんの判断ができないのもこの魔法の難点だな。判断基準がわからん。

　毒のときは検索できたよな。僕はあれが毒だとわからなかったと思うけど、舐なめたら死にかけて、毒だ、ってわかるはずだから引っかかったのか？　バニラのときも、匂においを嗅かげばバニラだ、と判断できるから引っかかった……そんな感じなんだろうか。

　確かに人間だと本人でも「違ちがいます」と嘘うそをつかれたら判断できないもんな。

　もうちょっと情報を仕入れてみるか。

『ここへは誰だれと来た？』

「……おかあさん」

『お前の母……おかあさんはどんな色の服を着ていた？』

「えっとぅ……緑の服」

　琥珀に質問させて、リムからリムのお母さんの情報を次々と引き出す。茶色の長い髪かみ、緑の服、銀の腕うで輪わ、青い目、太ってない。よし、一応僕の中でイメージできた。この条件に当てはまる人がいたら外見から「リムのお母さん」かもしれないと判断できる。もう一度。

「【サーチ：リムのお母さん】」

　……反応なし。ダメかあ。

「どうでござった？」

　八重の問いかけに首を横に振ふる。やはり検索範囲が狭いのがネックだな。スマホのマップアプリくらい範囲が広ければ助かるんだけど。【サーチ】のアプリとか誰か開発してくれないもんかね。




　……………………ちょっと待てよ。




　マップアプリと【サーチ】。ひょっとして……試ためしてみるか。僕はスマホを取り出す。

「【エンチャント：サーチ】」

【サーチ】の魔法をスマホの「マップアプリ」に【エンチャント】する。僕の指先から放たれた光がスマホの画面へと消えていく。さて、どうだ？

　マップアプリを起動させ、自分周辺の地図を映し出す。市場どころかリフレット全部を検索画面範囲におさめ、「リムのお母さん」と入力すると、画面上に一本のピンが落ち、それの場所を指し示した。

「よし！　成功！」

　突とつ然ぜん叫さけんだ僕に、琥珀を抱きしめたリムがまた一瞬ビクッとしたが、泣き出す様子はなかった。

　僕は立ち上がり、リムの頭を軽く撫でる。

「お母さんのところへ行こうか」










「おかぁさぁん！」

「リム！」

　数時間ぶりに再会した親子が抱き合あう光景を見ながら、なんともいえない安あん堵どした気持ちになる。リムの母親がいたのは町の警備隊の詰つめ所しよ。交番のようなところだ。初めっから「迷子です」と連れてくれば済んだ話だったわけだ。まあ、思いがけない収しゆう穫かくがあったからいいか。

　僕と八重は頭を下げる母親と、手を振るリムに別れを告げてそこを離はなれた。

「八重、ちょっと試してみたいことがあるんだけどいいかな？」

「？　かまわないでござるが……？」

　そのまま八重を連れてアエルさんの喫きつ茶さ店てん「パレント」へ入り、注文してから八重にいろいろと尋たずねた。

　尋ねたのは八重の家のこと。外観から部屋の作り、道場の内装と事細かに聞いていく。犬を飼っていること、庭に桜の木があること、柱に兄との背くらべの傷があることなど。

　一通り聞き終わった僕は、マップアプリに「八重の家」と検索をかける。すると大陸の東、イーシェンの一部に一本のピンが落ちた。

　拡大していく。イーシェンのオエド。その東……ハシバ、か。

「八重の実家があるところってオエドのハシバってとこ？　近くに神社がある」

「そうでござるが……なんでそこまでわかるのでござるか？」

　びっくりした顔で僕を見る八重。よし、どうやら成功したらしい。このサーチアプリは世界規模で物を探せる。使えるな。

　今までは人とか動物はマップで表示されなかったけど、これで可能になったわけだ。検索する対象を詳くわしく知らないと絞しぼり込めないけど。

　僕が八重に説明をすると、試しに兄を検索して欲ほしいと言われた。八重の兄の特とく徴ちようを聞いたが、頬ほおに傷きず痕あとがあるらしく、検索するのは楽だった。

「道場にいるね。細かく動き回っているから、試合中なのかな」

「兄上らしいでござるな」

　手て渡わたされたスマホを眺めながら、八重が微笑ほほえむ。

「兄上は普ふ段だんは穏おだやかなのでござるが、こと、剣けんのことになるともう夢中になって仕方ないのでござる。本当に剣が好きで、食事を忘れるほどでござった」

　楽しそうに兄のことを語る八重。懐なつかしむような眼まな差ざしで、画面の中で動くピンを見ていた。

「八重はお兄さんのこと大好きなんだね」

「……そうでござるな。強くて優やさしくて、人の好よい兄上が拙者は大好きでござる」

　見ていればわかる。八重がお兄さんをどれだけ大事に思っているかが。

「そう言えば、どことなく冬夜殿は兄上に似てるでござるよ。穏やかなところとか、人の好いところとか」

「大好きな兄上に似てるとは光栄だね」

　苦く笑しようしながらグラスの水を飲む。僕はお兄さんのように剣が強いわけでもないけど。性格が、ということなんだろうな。

「そうでござるな、大好きな……」

　と、そこで八重のつぶやきが止まる。顔を上げた僕と目が合うと、顔を真っ赤にして急に慌あわてはじめた。

「ちっ、違うでござるよ!?　拙者は、冬夜殿と兄上が似てるということを言いたかったのであって、大好きということが似てるとか、そういうわけではなく、嫌きらいではないでござるが、そのっ、……兄上は家族、そう、家族でござる！　家族のような好き……好きぃ!?　だっ、だから、違うんでござるよ!?」

　一気にまくしたてる八重。なんでこんなに慌ててるのか、わけわからん。お兄さんが好きなのはいいことだと思うが。

「お待たせしましたー」

　そこにたくさんの軽食（ほとんど八重が頼たのんだ）が運ばれてくると、八重は真っ赤な顔のまま、僕に視線を合わせずに無言でがつがつとそれを食べ始めた。相変わらずよく食うな……。

　お兄さんが好き、とか言っちゃったのが恥はずかしかったのかもしれないな。ま、ブラコン疑ぎ惑わくは僕の胸にしまっておこう。








◇　◇　◇









　八重と宿「銀ぎん月げつ」に戻もどってきてから、自分の部屋で少し試してみることにした。

　アプリに魔法を付ふ与よすることができた。他にもできるかもしれない。

　例えば離れた場所に五感を飛ばすことができる無属性魔法【ロングセンス】。これをカメラアプリに付与すれば。

「【エンチャント：ロングセンス】」

　とりあえずやってみた。すると、僕の視界に映ったものが、カメラアプリの画面に映し出されていた。【ロングセンス】を使う感覚で、視覚を飛ばす。部屋の壁かべを突つき抜ぬけて、二部屋先のリンゼの部屋の中が見えた。リンゼはいない。留守のようだ。そういやエルゼと買い物に行くとか言ってたな。

　スマホの画面を見ると同じくリンゼの部屋の中が映っている。変な感じだ。頭の中の視界が上画面と下画面に分かれて見える。リアルな目の視界と、【ロングセンス】での視界。

　この状態でスマホのシャッターを押おす……と。撮とれた。成功だ。写真にはリンゼの部屋が映っている。

　これで長ちよう距きよ離り撮さつ影えいが出来るようになったわけだ。しかも密閉された部屋だって入り込んで撮さつ影えいできる。おそらくこれを利用すれば同じように動画でもできるな、たぶん。

　と、ドアが開く音が聞こえたので目線を上げると、部屋の中にリンゼがいた。あ、帰ってきたのか。エルゼも帰ってきたのかな。

　そんなことを考えてたら、リンゼが上着を脱ぬぎ、ブラウスのボタンを外し始めた。眩まぶしく白い肌はだが僕の目に飛び込んでくる。うおうッ!?

　いかん！　うっかりしていたが、間ま違ちがいなくこれって覗のぞきじゃないか！　慌てて【ロングセンス】を解除する。

　危なかった……。もうちょっとで見えるところ……あれ？　……惜おしかった……か？

　いや！　いやいや！　もしバレたら信しん頼らいを失ってしまうところだ。それはいかん！　一度失った信頼を取とり戻すのは大変だぞ。僕の判断は間違ってはいない！　……はず。いや、あのまま見ていても、バレなかったとは思うけど……。思うけど……くっ。

「……冬夜さん。いいですか？」

「は、はぁい!?　な、なんですか!?」

　懊おう悩のうし始めた僕の耳に、扉とびらを叩たたく音と、先程まで目にしていた少女の声が聞こえてきた。慌ててスマホを懐ふところに隠かくす。やがて扉が開いて着き替がえたリンゼが顔を覗かせた。

「……？　どうかしました？」

「いやっ!?　なんでもないけど！　そ、それよりにゃにか用？」

　噛かんだ。落ち着け自分！

「……今日、骨こつ董とう屋やでこれを見つけて買ってきたんです、けど……」

　リンゼが巻物のようなものを差し出してきた。木製の筒つつに羊皮紙のようなものが巻かれている。中身を見ると、わからない文字がびっしり書いてあった。

「これは？」

「たぶん魔法のスクロールです。ただ書いてある文字が古代魔法言語なので一部しか読めなくて……」

　なるほど。それで僕にか。僕はさっそくテーブルに載せてあったグラスを掴つかみ、財さい布ふから銀貨を出して【モデリング】で眼鏡めがねを作る。そして完成した眼鏡に、【エンチャント】で【リーディング】を付与すれば翻ほん訳やくメガネの完成だ。

　シャルロッテさんにあげたのとは古代精せい霊れい言語と古代魔法言語で違うものだが。言語の違いはさっぱりわかりません。

　完成したそれを彼女に手渡す。受け取ったリンゼが眼鏡をかけると、文学少女みたいでなかなか似合っていた。こういうリンゼも可愛かわいいな。

　眼鏡をかけた彼女は広げた魔法のスクロールに目を向けた。

「……！　すごい、ですね。話には聞いていましたけど、スラスラと読めます」

　リンゼはスクロールを目で追いながら驚きよう愕がくの声を漏もらした。

「何が書いてあるの？」

「古代魔法がひとつ。水属性の魔法みたいです……【バブルボム】……攻こう撃げき系の魔法でしょうか」

　リンゼは唸うなりながらスクロールを読み続ける。どうやらお役に立てたみたいだな。部屋を覗いた罪悪感があったけど、少しだけ償つぐなえた気がした。

　リンゼはすぐにでも試してみたいと言い出したが、これからでは時間もないし、明日また付き合うことにして、今日は諦あきらめてもらった。

　リンゼが部屋を出ていってから、すぐにスマホからリンゼの部屋を撮った画像を消した。証しよう拠こ隠いん滅めつをしとくにこしたことはない。出で歯ば亀かめ野や郎ろうの称しよう号ごうは欲しくないからな。

　しかし、あれだな……。【アポーツ】で窃せつ盗とう、【ロングセンス】で覗き、【ゲート】で家宅侵しん入にゆう。カメラアプリと【ロングセンス】で盗とう撮さつ……。どんどん犯罪者スキルが増えていってる気がするな……。
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　疑われる行動は慎つつしむことにしよう、と心に誓ちかった。










　次の日、リンゼと一緒に東の森へやって来た。ここには一度来ているから【ゲート】の魔法ですんなり来られるし、森の中に開けた場所があるから魔法の練習にはうってつけだ。もちろん火事になるから火属性の魔法はできないが。

　森の中を分け進み、開けた場所に出た。さっそくリンゼは昨日のスクロールを取り出し、翻訳メガネをかけて何度か熟読すると、銀の杖つえを構えて魔ま力りよくを集中し始めた。

「【水よ来たれ、衝しよう撃げきの泡ほう沫まつ、バブルボム】」

　リンゼが構えた銀の杖の周りに、小さな水の塊かたまりが集まり出すが、すぐに弾はじけて地面に落ちた。失敗だな、たぶん。

　彼女はもう一度杖を構えて、魔力を集中させる。

「【水よ来たれ、衝撃の泡沫、バブルボム】」

　また杖の周りに水の玉が生まれ、そしてさっきと同じように弾けて落ちる。また失敗か。まあ、古代魔法ってくらいだ、そう簡単に会え得とくできるものではないんだろう。

　リンゼはスクロールをもう一度読み直して、また杖を構える。そしてまた失敗。

　そのあと何回も発動させようとしたが、全部杖から少し離れると、小さく弾けて地面に落ちてしまった。失敗の連続。

　十回を超こえたあたりで、リンゼはふらっとよろめいて、膝ひざをついて倒たおれてしまった。慌てて駆かけ寄より彼女を抱き起おこす。

「リンゼ!?　大丈夫か!?」

「……だ、いじょうぶです……ただの魔力、切れです、から……。しばらく安静に、していれば……治ります……」

　目をぼうっとさせて、力無くリンゼが答える。これが魔力切れの状態か。って、このままにしておくわけにもいかないな。

「……あ？　と、冬夜、さん……!?」

　意識が朦もう朧ろうとしているリンゼを横よこ抱だきにして【ゲート】を開く。腕の中のリンゼはどこか痛いのか、身体からだを硬こう直ちよくさせて、顔を赤くさせていたが、少しの間我が慢まんしてもらおう。

「銀月」の裏庭に出て中に入り、階段を上がって、リンゼの部屋の扉を開ける。そして部屋の隅すみに取り付けられているベッドにそっとリンゼを寝ねかせた。まだ顔が赤いが大丈夫だろうか。額に手を当てて熱を測る。

「……は、はうっ……！」

「熱はないね。待ってて、いまエルゼを呼んでくるから」

　隣となりの部屋のエルゼを呼び出し、リンゼの装備を外してもらった。僕が身体を触さわって外すわけにはいかないからな。

　とりあえずエルゼにあとは任せて、僕はリンゼの部屋を出た。魔力切れになるまで練習するなんて、真ま面じ目めというか一生懸命というか。シャルロッテさんといい、魔ま法ほう使つかいってのはこう、真まっ直すぐな気質の人が多いのかな。一いち途ずということなんだろうけど。










　次の日、リンゼはすっかり良くなっていた。魔力切れは安静にして休息を取れば一日ほどで回復するらしい。

「……昨日はっ、ごっ、ご迷めい惑わくをかけて、すいませんでしたっ！」

　昨日のことをリンゼに平ひら謝あやまりされたが、何も謝ってもらうようなことはされてないと思うけど？

　今日もまた東の森へ行き、昨日と同じように魔法の練習をする。

　リンゼは失敗してはやり直し、失敗してはやり直す。僕はそれをずっと横で眺めていたが、リンゼが九回めの失敗をしたときに練習をやめさせた。これ以上したら、昨日と同じようにまた倒れてしまう。

「ちょっと休きゆう憩けいしよう、リンゼ」

「……はい」

　持ってきていた冷たいお茶が入った水すい筒とうをリンゼに渡わたす。

「なにか掴めそう？」

「……いえ、なにも。魔法の発動にはその魔法の知識、が大きく左右されますから、やっぱり見たこともない魔法は難しい、です……」

　なるほど。どんな魔法か見たこともないから、明確なイメージが掴めてないんだな。

　そのあと一時間ほど休憩したが、魔力はそれほど回復せず、二回ほど失敗したところでリンゼがふらついたのでその日はそれで切り上げた。










　その次の日も次の日もリンゼは練習を続けた。毎日魔力が切れるギリギリまで。一時間も練習すればリンゼの魔力は尽つきてしまうので、あとはずっと休息になってしまう。正直、あまり効率がいいとは思えなかった。

「それにしてもリンゼは頑がん張ばるね。何回も失敗してるのに、諦めようとしないもんな」

「……私、は不器用ですから……同じことを何回も何回も繰り返して……やっと魔法を覚えることが、できるんです。いままでもそうでした。だから、なんてことはありません」

　そう言ってリンゼは笑う。強いな、この子は。継けい続ぞくは力。諦めないことが何よりも自分の成長に大事なことだとちゃんとわかっている。

　だけど、やはり効率が悪いのは確かだ。もっと何回も練習できればな……。うーん……シャルロッテさんに相談してみるか。この国一の魔法使いらしいし。

　魔力が切れる前に練習をやめ、リンゼと宿に戻ったあと、僕はユミナと共に【ゲート】でお城のシャルロッテさんのところへ跳とんだ。ユミナがいないと城の中を歩くのも大変なんだよね……。完全に不ふ審しん者しやだからな……。

　城の中にある研究塔とうにシャルロッテさんはいたが、なぜか目の下に隈くまをつくっていた。最近あまり寝てないらしい。それでも僕の相談に乗ってくれて、解決策を示してくれたが。後日、シャルロッテさんへの研究協力を約束させられたけど……。










　次の日、またリンゼと共に東の森に来た。今日も同じ練習を繰り返し、失敗が続く。やがてこれ以上は魔力が尽きるというところで、リンゼは自ら練習を切り上げた。ここからが僕の出番だ。

「リンゼ、こっちに来て」

「？　……なんですか？」

　目の前に来たリンゼの両手をぎゅっと握にぎる。

「ふ、ふあっ!?　なっ、なんでしゅか!?」

「落ち着いて。リラックスして」

「り、りらっくす!?」

「あー……力を抜いて下さい」

　慌てふためくリンゼをなだめ、魔力を集中させて、シャルロッテさんにその存在と効果を教えてもらった無属性魔法を発動させる。僕の両手がぼんやりと光ひかり輝かがやく。

「【トランスファー】」

「えっ!?」

　僕の手からぼんやりとした光がリンゼに移行して、それを受け取ったリンゼが驚おどろきの声をあげる。どうやら成功したようだな。

「魔力が……回復してます。そんな……一瞬で？」

　無属性魔法【トランスファー】。他人に自らの魔力を譲じよう渡とする魔法だ。この無属性魔法は何人か使い手がいるらしく、シャルロッテさんに魔法を教えた師し匠しようもこの魔法を使えたらしい。

　ぶっ倒れるまで魔法を使い、その後魔力を回復させられ、またぶっ倒れるまで魔法を使うという修しゆ業ぎようをさせられたんだそうだ。鬼おにだな、その人。

　しかし僕も同じことをリンゼにする。シャルロッテさんの師匠のように、強制ではないけれど。

　今初めて気がついたが、リンゼが全回復する量の魔力を譲渡したけど、それでも琥珀の存在維い持じに使う魔力量より低い。つまり自然回復の範はん囲い内ないということだ。リンゼの魔力量は決して低いわけじゃないそうだ。どんだけあるんだよ、僕の魔力量……。

　ともかく、これでリンゼは魔力切れを気にすること無く、魔法の練習ができる。

「【水よ来たれ、衝撃の泡沫、バブルボム】」

　それから何時間もぶっ通しでリンゼは魔法を練習し続けた。すごい集中力だ。しかし、このままでは魔力は大丈夫でも今度は体力が持たない。

　とりあえず休息を取らせる。

「やっぱり難しい、です……。どうしても、この魔法の概がい要ようが掴めなくて……」

「そっかあ……」

　やっぱり難しいんだな、古代魔法ってのは。まあ、使っている奴らがほぼいない魔法なんだから、見本がない。自分自身のイメージを固めないことには進みようがないのかな。

「……せめて、バブルボムって意味がわかれば少しは……」

「……………………はい？」

　リンゼの言葉に間の抜けた声を出してしまった。え？　どういうこと？

「バブルボムの意味？」

「？　はい。魔法の固有名には、意味があるそうです。例えば【ファイアストーム】の【ファイア】は火を……」

「いやいやいやいや、そうじゃなくて」

　あれ？　英語……とかって翻訳されてないのか？　意味とか関係なくダイレクトに伝わってる？

　リンゼにスクロールを借りて、【リーディング】で読んでみる。…………カタカナで「バブルボム」って読めるね。そうか、そういうことか……。

【ファイアボール】って言葉を知ってても意味まではわからないということか。【ファイアボール】【ファイアアロー】【ファイアストーム】などから「ファイア」が火を表す言葉だということぐらいはわかっているみたいだが。

　え、じゃあみんな意味もわからない魔法名を叫さけんでいたわけ？　変な話だ……わけがわからん。他の人だって英語の単語使ったりしてなかったか？　アイス＝氷とか言ってたよ、確か。神様、翻訳機能がおかしいです。

　……バブルとボムだけおかしいのかしら。どっちも日本じゃ日常会話ではほとんど使わないしな……。

「？　どうしました？」

「あ、いや……『バブル』ってのは泡あわ、『ボム』ってのは爆ばく弾だんのことだよ」

「爆弾？」

「あー、爆ばく発はつする物のこと、かな。リンゼが使う【エクスプロージョン】の魔法のようなものだよ」

　僕が説明するとリンゼはしばらく無言で考え込み、顔を上げると、また杖を構えて魔法を発動させ始めた。

「【水よ来たれ、衝撃の泡沫、バブルボム】」

　杖の周りに一個の水の塊……いやシャボン玉のような玉が現れ、ふわふわと漂ただよい始めた。

　玉の大きさは直径二十センチほど。リンゼの意思で移動させることができるらしく、しばらく宙を自由に漂わせていたが、やがてリンゼはその玉を一本の木めがけてぶつけた。

　瞬しゆん間かん、とてつもない衝しよう撃げき音おんが響ひびき渡り、ぶつけた木が粉々に吹ふっ飛とぶ。

　僕らはその光景を唖然として見ていたが、やがてリンゼが小さくつぶやいた。

「……できた……」

　これが古代魔法【バブルボム】か。とんでもない威い力りよくだな……。

　続けてリンゼはもう一度【バブルボム】の魔法を使う。今度は五、六個の玉が一いつ斉せいに現れ、一直線に林へ向かって飛んでいった。玉が木に触ふれるとたちまち爆発が連れん鎖さ的てきに起こり、一気に木々が薙なぎ倒される。

　本当にとんでもない威力だな……。リンゼが僕の方に駆けてきて、頭を下げる。

「冬夜さんのおかげで完成させることができました。ありがとうございます」

「いや、リンゼの努力が実を結んだんだよ。僕は少し手伝っただけで」

　あらためて礼を言われると照れる。それに何度も何度も諦めずに挑ちよう戦せんし続けたリンゼの方がすごいと思う。できることからひとつずつ、着実に成長していく努力家。それがこの子の本質なんだな。

　リンゼの新たな一面を知ることができてよかった。そんなことを思いながら「銀月」への【ゲート】を開いた。
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「うーん……まいったなあ……」

　エルゼが難しい顔をして悩なやんでいた。食堂のテーブルに座すわる彼女の目の前には、鈍にぶくメタリックカラーに輝かがやく愛用のガントレット。しかし、そのガントレットは拳こぶしの部分が破損してしまっていた。

　昨日戦った魔ま物もののせいだ。石の体を持つ魔物、ガーゴイル。

　正確には盗とう賊ぞくの一味に闇やみ属性の魔法を操あやつる者がいて、召喚されたのがそいつだった。

　石の悪あく魔まの姿をした、何体ものガーゴイルに囲まれ、僕らは苦戦した。なにしろ硬くて剣がきかない。魔法も効果が薄うすく、矢も通らない。唯ゆい一いつまともにダメージが通るのが、打だ撃げき系のエルゼだった。

　リンゼも途と中ちゆうから【エクスプロージョン】や【バブルボム】のような爆ばく裂れつ系でガーゴイルを破は壊かいしていき、隙すきをついた僕が【パラライズ】を使って術師を麻ま痺ひさせ、事無きを得た。捕つかまえた盗賊と魔法使いは王国騎き士し団だんへ突き出した。

　ギルドの依い頼らいは完かん了りようしたが、エルゼ愛用のガントレットがこの通りである。

「買かい換かえるしかないかあ……」

「そうしたら？　僕が【モデリング】で直してもいいけど、たぶん金属劣れつ化かまでは直せないから、また壊こわれると思うよ」

「これが今までで、一番しっくりきてたやつだったのになー」

　残念そうにエルゼが語る。ま、愛着があるものが壊れると悲しいよな。

「どうする？　『武ぶ器き屋や熊くま八はち』に新しいの買いに行く？」

「もう行ってきた。同じタイプのガントレットの仕入れは五日後だって」

　けっこうかかるな。まあ、ガントレットと一口に言っても、全身鎧よろいのガントレットとは違い、初めから殴なぐり合いを目的とした、重装甲のガントレットはもともと需じゆ要ようが少ない。

　エルゼのように拳や体術を武器に戦う、こっちの世界で「武ぶ闘とう士し」と呼ばれる人たちは、この国ではどっちかというと少数派らしい。逆に亜あ人じんの王国、ミスミドにはけっこういるそうだ。獣じゆう人じんたちは身体能力に優すぐれるそうだから、なんとなくわかる気がする。

「冬夜、王都に連れてってよ。五日も待ってられないわ！」

　せっかちだなあ。別にいいけど。リンゼと比べてエルゼは思いついたら即そく行動のタイプだ。石橋を叩いてから渡るリンゼに対して、石橋が壊れる前に駆け抜けるエルゼ。そんな感じ。

「王都なら『ベルクト』かな……。そういや『剛ごう力りきの籠こ手て』とかいう魔ま法ほう付ふ与よのガントレットがあったな」

「ベルクト」は、全属性の攻こう撃げき魔法軽減というトンデモ付与がされたこのコートを買った店だ。

「『剛力の籠手』？」

「たしか……なんでも筋力増加の付与がされているとかなんとか」

「なにそれ、気になる！」

　目をキラキラさせてエルゼが立ち上がり、僕の手をつかんで裏庭へ引っ張っていく。

「よし行こう！　すぐ行こう！　はい出発！」

「早っ!?　お金はあるの!?」

「さっきギルドから下ろしてきたから大丈夫！」

　本当に思いついたら即行動だな！　引きずられながら、この子はもうちょっと落ち着いた方がいい、と、頭の中で考えていた。










「いらっしゃいませ、『ベルクト』へようこそ」

　以前、僕が来店した時に接客してくれたお姉さんが、また出で迎むかえてくれた。以前と違い、身分証の提示を求められない。僕のことを覚えているのだろうか。だとしたらすごいな。

　横にいるエルゼも僕の連れだと判断されたのか、身分証の提示を求められなかった。その本人は予想外の高級店にキョロキョロと店内を見回している。口は閉じた方がいいぞ……。

「それで本日はどのようなご用件でしょうか？」

「えーっと、以前ここで見た『剛力の籠手』ってまだありますか？」

「申し訳ございません。その商品はすでに売れてしまいまして……」

　ありゃ、残念。隣のエルゼもええ～っと声をあげた。まあ、付与付きの防具なんか、僕のコートみたいに訳あり商品でもなけりゃ売れ残るわけないか。

「手てつ甲こうをお探しですか？」

「はい。戦せん闘とう打だ撃げき用のガントレットを探しているんですけど」

　それで殴るわけだから、武器の部類に入るかもしれないけど、種類的には防具だ。防具屋であるここに置いてあってもおかしくはない。というか当たり前だ。

「打撃用のガントレットですか。魔法効果が付与された物が何点かございますが」

「魔法効果が付与されたのがあるの？　それ見せてもらえる？」

「かしこまりました。ではこちらへどうぞ」

　そう言ってお姉さんは店の奥おくのコーナーへ僕らを連れて行く。僕のコートが置いてあったところだ。

　店員のお姉さんはそこに飾かざってあった二つのガントレットを手に取り、カウンターに並べた。

　ひとつはメタリックグリーンのカラーリングが施ほどこされた、流れるような流線形のフォルムが美しいガントレット。

　もうひとつは金と赤のカラーリングがされた、鋭えい角かく的てきなデザインのガントレットだった。

「こちらは飛来する矢などを逸そらす、風属性の魔ま法ほう付与がかけられています。残念ながら遠えん距きよ離りの魔法攻こう撃げきを逸らす効果まではありませんが、高い魔法防ぼう御ぎよを兼かね備そなえています」

　店員さんがメタリックグリーンのガントレットを取り上げ説明する。物理的な遠距離からの攻撃を逸らすのか。魔法攻撃まで逸らすのは無理らしいが、魔法防御力が高いのなら当たってもダメージは少なくてすむかな。

「そしてこちらは魔力を蓄ちく積せきすることにより、一いち撃げきの破は壊かい力りよくが増す効果が付与されております。魔力を蓄積するのに多少時間がかかりますが。同時に硬こう化かの付与も展開されるので、ガントレット自体が破壊してしまうようなことはありません」

　今度はもうひとつの金と赤のガントレットを手にして店員さんが説明をしてくれた。さっきのメタリックグリーンのやつとは反対で、攻撃重視の付与がされているのか。ゲームとかでいう「溜ため」の攻撃ができるということかな。

　防御を取るか、攻撃を取るか、か。難しい問題だな。僕ぼくなら守りを固めて確実に敵を倒すほうがいいから、メタリックグリーンの方だけど、エルゼは攻撃重視の金と赤の方を選びそうだ。

「両方もらうわ」

「え!?」

　その言葉に驚いて、二つのガントレットを見比べていた僕は、思わず横のエルゼに視線を向けた。

「両方買うの？」

「どっちも使えそうだし。右と左で片手ずつ、別々に装備すればいいじゃない」

「余ったもう一セットは？」

「予備として取っておくわよ、もちろん。今回みたいに壊れることがあるかもしれないし」

　確かに打撃用として使う限り、そういうこともあるだろう。しかし、予備の方はきき手とかが逆になるんじゃないかと言ったら、問題ないとのこと。

　そもそも左右片方だけのスタイルで戦うことはあまりしないんだそうだ。ボクシングでいうところのスイッチヒッターというやつか。

「かしこまりました。装備してみて違い和わ感かんがございましたらお申し付けください。調整いたします」

「ん、大だい丈じよう夫ぶ」

　エルゼは両方のガントレットを順番に装備して、感かん触しよくを確かめながらそう言った。

「それではこちらの緑の方が金貨十四枚、金と赤の方が金貨十七枚となっております」

　合計金貨三十一枚。三百十万円か。相変わらず高いな……いや、魔法付与がついてコレは安いのか……？　毎回金銭感覚がおかしくなる。

「…………冬夜」

「なに？」

「……金貨一枚貸して。持ち合わせが足りない」

「確かく認にんしとけよ……」

　僕は財布から金貨一枚を取り出してエルゼに手渡した。

　店員さんに白金貨三枚と金貨一枚を支し払はらい、会計を済ます。袋ふくろにガントレット二セットを入れてもらい、かさばるので僕が持った。男が荷物持ちってのはどの世界も変わらないな……。

「ありがとうございました。またのご来店をお待ちしております」

　店員さんに見送られながら「ベルクト」を出る。

「やっぱり王都ねー。いいものが揃そろってるわ。その分高かったけど」

　横を歩くエルゼはご機き嫌げんだった。まあ、目的の物を手に入れることができたんだから、少しくらい浮うかれるのも仕方ないか。

　しかし、ガントレット四つはさすがに重いな……。どこか路地裏に入ってさっさと【ゲート】で宿に帰るか。

「エルゼ、そこの路地から――」

　横のエルゼに話しかけようとすると、そこには誰もいなかった。

「あれ？」

　キョロキョロと辺りを探すと、ずっと後方の店の前にエルゼが立っていた。窓まど越ごしに何かをじっと見ている。なんだろう？

　僕は引き返して、エルゼの背中越しにそれを確認してみた。ははあ、これか。

　白いフリルがついた黒の上着。胸むな元もとには大きなリボンタイ。そしてレースをあしらった黒の三段フリルのミニスカート。

　いわゆるゴスロリ衣装に似てるが、ちょっと違ちがう気がするな。

　窓越しにじーっとその服を眺ながめ続けるエルゼ。

「……欲しいの？」

「へ？　はうあ!?　と、冬夜!?」

　声をかけた僕から後ずさり、真っ赤な顔をしてエルゼが叫ぶ。なんだ、その反応。

「あっ、あの、こっ、これはねっ！　そう、リンゼ！　リンゼに似合うかと思って！　あの子こういう服好きそうじゃない？　私と違ってさ！」

　まくしたてるようにエルゼが口を開く。へえ、妹思いのお姉さんだな。

「でもリンゼに似合うなら、エルゼにも似合うと思うけど」

「なっ……！」

　エルゼが顔を真っ赤にして、口をパクパクさせる。だからなによ、その反応。挙きよ動どう不ふ審しんだぞ。

「なに言ってるのよ、あたしとリンゼじゃ比べものにならないわよ……」

「そうかな？　どっちも可愛いんだし、双ふた子ごなんだからそんなことないだろ」

「かっ、かわっ……!?　って、なんの話よ！」

　ドスウッ！　と、エルゼの拳が脇わき腹ばらを抉えぐる。うぐうッ！　かなり痛いんですけど！

「いや……だから……エルゼもこの服を着たら似合うだろうなって……」

　脇腹を押さえ、痛みを堪こらえながらエルゼに説明する。あれ、脂あぶら汗あせが出てきましたよ？

「あたしなんかが着ても、似合うわけないじゃない……」

「そんなことないだろ」

「気を使わなくていいわよ。あたしのことはあたしが一番わかってるから」

「いや、だから……」

　なんでこんなに否定するかな？　僕の言葉を信じてないんだろうか。絶対似合うのに。なんかイラッとしてきたぞ。

「あたしはああいうのが似合う子とは違うタイプだし……」

「あーもう！　着てみればわかるじゃんか！　試着させてもらおう！」

「え!?　ちょ……！　冬夜!?」

　僕は頑かたくなに否定する彼かの女じよの手を引いて、強ごう引いんにその店に入った。店員のお姉さんに展示してあった服を持ってきてもらって、それと一いつ緒しよにエルゼを試着室へ押し込む。

「ちょ！　なにすんのよ!?」

「いいからいいから、ほら着替えて」

　試着室のカーテンを閉め、僕は店の隅に移動した。そこに置いてあったベルトやアクセサリーを眺めて時間を潰つぶす。しばらくすると、試着室のカーテンがおずおずと開いた。

「おおー」

　そこにはいつもと違ったエルゼがいた。

　ゴスロリ風の衣装が、長い銀ぎん髪ぱつのエルゼにとてもよく合っていた。ほら見ろ、僕の言った通りじゃないか。こんなに似合う女の子、めったにいないぞ。

「ほら、似合ってないでしょ。だから言ったじゃない……」

「はあ!?　なに言ってんの!?」

　自信無さげに俯うつむく彼女に、僕は呆あきれた声をあげてしまった。どこをどうしたらそういう結論に至るのか。まだ認めないか、この子は！

「めちゃくちゃ似合ってるじゃないか。ねえ、店員さん！」

「ええ、よくお似合いです。素す敵てきですわ、お客様」

　店員のお姉さんと口を揃えてエルゼを褒ほめる。試着室の中に鏡があるだろうに、自分の姿を見なかったのか、この子は。

「そ、そうかな……」

　頬を染めながら、スカートをつまみ上げ、くるりとその場でゆっくりと回る。うん、やっぱり似合ってる。可愛い。

　よし。僕は店員さんに声をかける。

「すいません、この服もらえますか？」

「え？」

　驚くエルゼをよそに店員さんに代金を払はらう。銀貨三枚か。けっこうするな……。

「ちょ、ちょっと冬夜!?　あたし買う気はないわよ!?」

「違うよ。僕が買うんだ。エルゼにプレゼントする」

　こんなに似合ってる服を、このまま買わずに帰れますか。みんなにも見てほしいしな。紙かみ袋ぶくろをもらい、エルゼに渡す。元から着ていた服を入れるためだ。

　店を出ると、照れて俯いていたエルゼが顔をあげて礼を言ってきた。

「ありがと……」

「よし、早く帰ってみんなにも見てもらおう！」

「え!?　ちょ、ちょっとそれは恥ずかしいかも……」

　着き飾かざったエルゼを連れて、僕は走り出した。










　みんなに新しい服を着たエルゼを見せると、全員似合っていると褒めてくれた。やっぱりそうだろ。僕の目に狂くるいはなかったわけだ。どうだい。

　ただ、その服が僕の買ってあげたものだとわかると、何な故ぜか全員が複雑そうな顔になってしまい、さらに何故か全員分の服を、今度僕が買うことになってしまった。

　……どうしてこうなった？
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　とある日。

「お父様からです。これを読んだら王宮の方へ来ていただきたいとのことです」

　先ほど「銀月」へ早馬で届いた手紙。それを見るなり、ユミナは僕にそう言ってきた。嫌いやな予感がするんだけど、無視するわけにはいかないよなあ。

「なんでまた？」

「例の事件解決の謝礼として、冬夜さんに爵しやく位いを授じゆ与よしたいと」

「「「爵位!?」」」

　エルゼたちが驚きの声を上げる。あー、やっぱりか。そういや、そんなこと言ってたもんなあ。

　一応、一国の姫ひめであるユミナの結けつ婚こん相手には、それなりの身分が必要になってくる。婚こん約やく者しや（仮）の僕のことを公式に発表する気はまだないらしいが、それまでにどうにかして体てい裁さいを整えたい、と、そんなところか。

「断ることってできるの？」

「断ってもいいそうですが、その場合、きちんと公式の場で理由を挙げて辞退していただきたいとのことです」

「「「辞退!?」」」

　またもや驚きの声をあげる三人。君らうるさい。

「結婚のことは置いとくとして、爵位まで辞退することはないでしょうが！　もったいない！」

　エルゼが実に正直な意見を言ってくる。でもさあ、爵位をもらうってことは貴族になるってことじゃないのか？　似合わないと思うよ、自分には。

「貴族になる、ということは、国に仕える、ということ。義務と責任を持って領地を治めなくてはなりません」

　膝の上に乗せた琥珀の頭を撫なでながら、リンゼが静かにつぶやく。うん、やっぱり面めん倒どうだ。断ることにしよう。

「それで、なんと言って断るつもりでござるか？」

「うーん、自分には冒ぼう険けん者しや稼か業ぎようが合っていますので、とか？」

　自分でも嘘うそくさいとは思うが、それぐらいしか思おもい浮かばなかった。親の仇かたきを探していますので、と言うのもいいかと思ったが、それはそれでややこしいことになりそうだ。

「それで構わないと思います。お父様も無む理り強じいはしてこないでしょうから」

「じゃあ、それでいこうか」

　それとエルゼたちにも王宮へ来てほしいらしい。授じゆ与よ式しきに出席しろということではなく、単に娘むすめが世話になっている相手に会って礼をしたい、とのこと。最初は恐おそれ多おおいと拒きよ否ひしていた三人だが、王様と知り合いになっておけば何かと便利なのは確かなので、最終的には折れた。

「琥珀はどうする？　ここで留守番してる？」

『私ですか？　主あるじがそうおっしゃるならここで……』

「「「「ダメ」」」」

　おおう、女じよ性せい陣じん全員に却きやつ下かされた。

「琥珀を置いて行くことなんてできないわ」

「かわいそう、です」

「この子も仲間でござろう？」

「琥珀ちゃんの面倒は私が見ますから、お願いです、冬夜さん」

　琥珀大人気。うぬう、羨うらやましいな。しかし自分自身、あのもふもふには敵かなわないと認めているので、連れていくことにした。

　さっそく【ゲート】を開き、王宮のユミナの部屋へ出る。

　ユミナの部屋と言ったが、寝しん室しつやくつろぐ部屋ではなく、何個かあるお客を迎むかえるための部屋だ。前もってユミナと【ゲート】を使うときは、この部屋へ出てもよいと王様から許可はもらっている。

　部屋を出ると、警備の騎き士したちから怪け訝げんそうな顔で見られたが、先導するユミナを見て騎士たちは態度を改めた。

　しばらく歩いて回かい廊ろうの奥にある部屋の扉をユミナが開けると、そこには国王陛下とレオン将軍、それとミスミド大使であるオリガさんがお茶を楽しんでいた。

「お父様！」

「おお、ユミナか」

　ユミナの姿を見た王様が椅い子すから立ち上がり、駆け寄ってきた娘をしっかりと抱だき締しめた。

「元気そうでなによりだ」

「冬夜さんの傍そばにいるのですから、元気が無いなんてことはありません」

　だから、そういうの恥はずかしいから……。ユミナの発言に一人赤面していると、王様に声をかけられた。

「久しぶりだな、冬夜殿どの」

「どうも」

「後ろの方々はお仲間かな？　そう硬くならんでいい、顔を上げてくれ」

　王様の声に振ふり返かえると、すでに三人とも土下座状態だった。君ら、スゥのときと同じ反応だな。ユミナのときはそんなことにならなかったのに。まあ、あのときはユミナを連れて帰って、呆れられていたからか……。

「冬夜さん」

　いつの間にかオリガさんがそばに来ていた。今日も狐きつねの耳と尻尾しつぽが眩まぶしい。もふもふしたら琥珀とどちらが気持ちいいかなどと、失礼な考えが脳のう裏りに浮かぶ。

「今回の件は本当に感謝しています。あなたはこの国の国王陛下の命の恩人であると同時に、我わがミスミド王国の恩人でもあります。いつか我が国くにに来ることがあれば、国をあげて歓かん迎げいしますよ」

　深々とオリガさんが頭を下げる。いや、国をあげてとかいいから。目立ちたくないんで。

「アルマは元気にしてますか？」

「ああ、元気ですよ。今日、冬夜さんが来るとわかっていれば、ここに連れてきたのですが」

　残念そうに笑うオリガさんの顔が、一いつ瞬しゆん固まる。どうかしたのかと目線の先を追うと、そこには僕らのあとについて来た琥珀がいた。

「……冬夜さん、その子は？」

「ああ、僕が飼っている虎とらの子で、琥珀っていいます。ほら琥珀、ご挨あい拶さつ」

『がう』

　あらかじめ打ち合わせしておいた通りに、琥珀は子供の虎のフリをする。喋しやべる虎なんてわかったらますます厄やつ介かいなことになりかねんからな。

　その琥珀を眺めながら、オリガさんは怪訝そうに首を傾かしげた。

「どうかしました？」

「あ、いや、我がミスミド王国では白い虎は神の使いとされ、神聖視されてるもので。白虎びやつこは神しん獣じゆう『白びやく帝てい』の眷けん属ぞくとも言われていますから」

　いや、眷属どころかご本人です……。そういやユミナも獣の王とか言ってたな……。琥珀を連れてミスミド王国に行っても大丈夫かね。

　と、いきなり背中に衝しよう撃げきが走る。将軍だ。この人は相手を叩たたかないとコミュニケーションを取れないのか？

「久しぶりだな、冬夜殿！　まさか姫ひめ様さまの婿むこにおさまるとは予想外だったぞ！　なかなかお前さんは見どころがある！　どうだ、儂わしが鍛きたえてやろうか？」

「まだ婿じゃないんで、遠えん慮りよしときます」

　この人に鍛えられたら、強くなる前に身体を壊しそうだ。挨あい拶さつ代がわりにバンバン叩いてくる人だからな。悪い人じゃないんだろうけど……。おや？

　将軍の腰こしに、赤しやく銅どう色いろのガントレットが吊つるされている。無骨で飾り気けの無いそれは、まるで歴戦の勇者のような雰ふん囲い気きを醸かもし出だしていた。

「将軍、それって……」

「ん？　ああ、このあと軍部での訓練があるんでな。儂は武闘士だからガントレットくらい……って知らんのか？　『火か焔えん拳けんレオン』の名を？」

　あいにくとまったく知りませぬ。これっぽっちも聞いたことがない。ところが将軍に対して無反応の僕とは違い、過か剰じように反応した者が横にいた。

「あっ、あたし知ってます！　炎ほのおを纏まとうその拳で、メリシア山脈に巣くう大盗賊団を、たった一人で壊かい滅めつさせた火焔拳の使い手！　その他にもストーンゴーレムとの死し闘とうとかいろいろ！」

「おう！　よく知ってるじゃないか！　お前さんも武闘士か。女で武闘士ってのは珍めずらしいな！」

　興奮するエルゼの腰に提げられた、流線形の左、鋭えい角かくな右と、左右非対称のガントレットを見て、将軍は嬉うれしそうに笑った。

「どうだ？　お前さん、このあとの訓練に参加せんか？」

「参加させていただけるので!?」

　満面の笑えみで頷うなずくエルゼ。同じ武闘士として学ぶことができるのが嬉しいのだろう。そんなエルゼたちを眺めていた僕に王様が声をかけてきた。

「ところで、冬夜殿、爵しやく位い授じゆ与よの件だが……」

「あー、ご厚こう意いは嬉しいのですが……」

　王様には悪いが、やはり断りの言葉を返す。今のところ貴族とかになる気はない。

「まあ、そう言うと思っていたがね。国王が命の恩人に対して、何も報むくいないというのも、イメージが悪いのでな。一応、『爵位を授与しようとした』という形が欲ほしいのだよ。むろん、本当に受けてくれるのなら、それにこしたことはないが」

　国王ともなると体面とか体裁とか、いろいろあるんだろうな。そんな王様に少し同情していると、突とつ然ぜんバンッ！　と扉とびらが開かれて、誰だれかが部屋に飛び込んできた。

「ここに冬夜さんが来ていると聞いたのですが！」

　誰かと思ったらシャルロッテさんだ。以前と様子が違いすぎてたので、一瞬わからなかった。翡ひ翠すい色の髪かみはボサボサになり、目の下にはこの前よりさらに隈くまができていた。足早にズンズンとこちらの方に歩いてくるが、僕があげた眼鏡めがね越しに見える目は赤く血走っている。こわあ！　なにこれ、こわあ！

　逃にがさないとばかりに、片手で僕のコートを掴つかみ、もう片方の手で数枚の銀貨が入った、何個かのグラスを差し出してきた。

「あのっ！　この眼鏡！　あと二つ三ついただけないでしょうか!?　こないだ【トランスファー】のこと教えてあげましたよね!?　ねえ！」

「え!?　いや、確かに助かりましたけど！　でも、なんでです!?」

　鬼き気き迫せまる感じのシャルロッテさんにかなり引きながらも、僕は疑問に思ったことを尋たずねる。

「なんで!?　解読が全然追いつかないからですよ！　一人でやるにも限界があります！　無理！　もう無理！　いくら解読しても解読しても、終わらないし！　どれだけあると思ってるんですか！　どれだけあると思ってるんですか！」

　なんで二回!?　逆ギレで僕にまくし立ててくるけど、あなたこの前、僕にそれをさせようとしたよね!?

　とにかく逆らうのも怖こわいので、僕は素す直なおにグラスと銀貨を受け取り、【モデリング】と【エンチャント】を発動させて、翻ほん訳やくメガネをさらに三個作った。

「ありがとうございます！」

　もう用はないとばかりにメガネを素す早ばやくひったくり、来たときと同じ速さで部屋を出て行こうとするシャルロッテさん。

「一応、それの管理はきちんとしておけよ、シャルロッテ。もし帝てい国こくにでも流れたら面倒なことになりかねんからな」

「了りよう解かいです！」

　王様に元気よく返事をしながら、風のように去っていく。なんなんだ、ありゃあ……。

「まったくシャルロッテにも困ったものだ。あの道具を手に入れてから、研究室にこもりっきりだし、そのうち本当に身体を壊すぞ。このままでは冬夜殿に【リカバリー】をかけてもらうことになりかねん」

　どうやら僕は意図せずに一人の引きこもりを生み出していたようだ。夢中になると、本当に周りのことが見えなくなってしまうタイプなんだなあ。

「今の……宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しのシャルロッテ様？」

　リンゼが扉の方を見ながらぼそりとつぶやく。まあ、気持ちはわかる。とても王国一の魔ま法ほう使つかいには見えないからなあ。

「魔法の話とかしたかった、です……残念」

「ああ、やめとけやめとけ。今のシャルロッテ殿にそんなこと言ったら、半日は古代精せい霊れい魔法の話を聞かされて、実験に付き合わされるぞ。落ち着くまで待つんだな」

　将軍が首を横に振る。確かにあの状態では話が通じそうにない。

「さて、後日の授与式の用意をせねばな。冬夜殿には当日着き替がえる服を選んで合わせてもらおう」

　パンパンと王様が手を打ち鳴らすと、奥の扉から二人のメイドさんが現れた。ううむ、面倒だなあ。

「リンゼと八重はどうする？　ここで待ってる？」

「私はお姉ちゃんの訓練を見学にいきます」

「拙せつ者しやもそうさせてもらうでござるよ」

　オッケー、ユミナ以外は訓練行きね。琥珀はユミナが預かってくれるらしいから、さっさと服を選んでくるか。

　僕は着替えをするためにメイドさんに案内されて、奥の部屋へと向かった。
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　――――家をもらった。

　自分でもよくわからんうちに、とにかく一軒けんの家をもらった。誰からって？　もちろん王様からだ。

　爵しやく位い授じゆ与よ式しきの日、謁えつ見けんの間では台本通りに事は進み、




「余の命の恩人であるそなたに爵位を授さずけよう」

「もったいないお言葉。しかし自分は冒険者稼業が合っていますので」

「そうか、ならば無理強いはすまい」




　と、ここまでは予定通りだったんだ。

「だが、このまま帰すのは余の命の恩人に対して失礼だと思う。そこで、謝礼金と冒ぼう険けんの拠きよ点てんとなる屋や敷しきを用意した。爵位の代わりに受け取ってくれ」

「は？」

　そう国王様が言うと、僕の方に銀盆を持った老紳しん士しが歩み寄ってきて、お金の入った袋と家やその他の目録を渡わたしてきた。王様の言葉に気をとられていたので、つい、そのまま受け取ってしまったのだ。

　袋の重さに我に返ったが、すでに紳士は銀盆を持って下がってしまい、返すタイミングを失ったところで、

「この度たびは大たい儀ぎであった。そなたのますますの活かつ躍やくを期待している」

　そう締められた。










「西区、パララン通り２Ａ……。外周区でも裕ゆう福ふくな層が住む区域ですね」

　目録を見ながらユミナがつぶやく。

　王都は城を中心にして、内周区と外周区に分かれている。内周区には王族や貴族、大商人などが住み、川を挟はさんでその外側に外周区が存在する。

　外周区にはいろんな人々が住み、さらに東区、南区、西区、と分かれていた（王都アレフィスは北にパレット湖があるため北区はない）。その西区、富ふ裕ゆう層そうが多く住むエリア。そこにある屋敷を一軒、王様からもらったのだ。

「で、どうするの？」

　今日も将軍に参加させてもらった訓練を終えて、水場で汗あせを流してきたエルゼが興きよう味み津しん々しんに尋ねてくるが、僕としてはこんなものをもらっても手に余る。

「やっぱり返すってのはダメかねえ」

「一度、下か賜しされたものを返すのは、とても失礼に当たり、ます。相手の面子メンツを潰す行こう為いです、から」

　まあ、そうか。もらっておいて「やっぱり気に入らないから返します」って言っているようなもんだからな。リンゼの言う通りか。受け取るしかないかー。

　城にある訓練場の片かた隅すみで、ゴロンと草むらに転がる。抜ぬけるような青空に雲が流れている。初めてこの世界に来たときもこんな空だったな。

「家だけじゃなく、お金も受け取ってしまったし……。どうすりゃいいんだろ、あんな大金」

「いくらもらったのでござるか？」

　寝ね転ころんだ僕を覗のぞき込む八重。

「……王金貨二十枚……」

「「「王金貨二十枚!?」」」

　エルゼ、リンゼ、八重の驚おどろく声が見事にハモる。そうだよなあ、普ふ通つう驚くよねえ。

　王金貨は白金貨のさらに上の貨か幣へいで、王金貨一枚＝白金貨十枚なんだそうだ。大きすぎてあまり普通の市場では使われない貨幣らしいが。

　元いた世界で言うなら王金貨一枚＝約一千万円。つまり全部で二億円だ。王様の命は二億円、プラス家。安いのか高いのかよくわからない。しかもこのお金、全部王様のポケットマネーだとか。何で稼かせいだのかは聞かなかったが。

　ひょっとしてこれって結ゆい納のう金きんなのか……？　もらった以上ユミナとの結婚はもう拒否できないとかじゃないよな……。だいたい結納金って新しん郎ろう側から新婦側に渡すものじゃなかったか？　いや、婿に入る場合ならこれでいいのか……？　もう、わけがわからない。

　とりあえず持ってるのも怖いんで、お金は公こう爵しやくに預けておいたが。

「家ももらったんだし、もう隠いん居きよとかして暮らしてもいいんじゃない？」

「それはそれでダメ人間まっしぐらな気がする……」

　嘆たん息そく交じりのエルゼに僕は上半身を起こして答える。お金があるから働かない。それってなんか違う気がする。お金があるにこしたことはないけどさ。

「とりあえず見に行ってみます？　ここから三十分ほどで行けますよ」

　ユミナの提案に反対する理由もなかったので、みんなでその家を見に行くことにした。










「え？　……ここ？」

　思わず僕はつぶやいてしまった。

　外周区の西区、見晴らしのいい高台にその屋敷は立っていた。白しろ塗ぬりの壁かべに赤い屋根。瀟しよう洒しやな造りの三階建ての洋館だ。それはいい。デザイン的には文句もないし、場所的にも住宅街から少し離はなれた閑かん静せいな場所ってのは気に入った。けれど……。

「デカすぎだろう、これは……」

　いや、オルトリンデ公爵家や、ソードレック子し爵しやく家に比べたらまだ小さい方だろう。だけど、それでも豪ごう邸ていと言っても差さし支つかえない大きさだ。

　もらった鍵かぎを使って門を開け、敷しき地ちに入る。芝しば生ふが植えられた広い庭と、いろんな花が咲さき乱みだれる花か壇だん、そして小さな噴ふん水すい付きの池が見えた。庭の向こうには離れと馬小屋まである。

　両開きの扉を開けて玄げん関かんホールに入ると、真っ赤な絨じゆう毯たんと二階へと続く階段が僕らを出迎えた。

「なかなかいい家ですね。気に入りました」

　僕らの中で唯一こういう環かん境きように慣れているユミナが、琥珀を抱かかえながらホールの中を平然と歩いていく。僕もそれについて行きながら、思わず正直な感想が口から漏もれた。

「こんな大きな家、掃そう除じするだけでも大変だぞ……五人で暮らすには広すぎる」

「「「え？」」」

　エルゼとリンゼ、それに八重が、驚いた顔をしてこちらを見ている。え、なんですか？

「あの……冬夜殿？　五人って、ひょっとして拙者たちもここで暮らしていいんでござるか？」

「？　ひょっとしてってなにさ。当たり前だろ？」

　何をいきなり。こんなに部屋があるんだから使わない手はないだろうに。そんな考えをしていた僕に、エルゼがおずおずと口を開く。

「でも、この家って王様がくれたわけで。ユミナと一緒に暮らすための家じゃないの？」

　あー、そういうことか。ユミナへの王様の援えん護ご射しや撃げきだったのか、この家は。厄介なものもらってしまったなあ。

　ユミナのことは嫌きらいじゃないけど、まだ結婚相手とまでは見られないんだよな。どっちかというと妹みたいな感じだし。

　そんな僕にリンゼが俯きながら小さな声で話しかけてきた。

「……好きな人同士が、一緒に暮らすための家なら、私たちが住むのはちょっと、どうかと……」

「好きな人って。四人とも同じくらい好きだし、家族みたいに思ってるよ、僕は。だから全員でここで暮らすのになんの問題も……」

　おや？　リンゼの顔が真っ赤だけど、どうしたんだろ？　ってエルゼも八重も赤い？

「あっ、あたし二階見てくるわね！」

「……わた、私もっ、やっ、屋根裏部屋の方を見て来ます……っ！」

「せせ、拙者もキッチン、がっ、気になるでこざるから！」

　蜘く蛛もの子を散らすように、みんな逃げ出した。なんでよ？

「なるほど。四人とも同じくらい好きで、家族のように、ですか。一歩前進、でしょうか」

　それを見ていたユミナが微笑ほほえみながら口を開く。

「私は冬夜さんのお嫁よめさんになって、一緒に人生を歩んでいきたいと思っています。けれど、独どく占せんするつもりはないので、これはこれでアリですね。ちょっとみなさんと話をしてきます。冬夜さんはリビングでお待ちください」

　え？　なに？　どういうことー？　僕と琥珀を置き去りにして、ユミナは階段を上がっていく。

　よくわからないが……とりあえず言われた通りリビングの方へ向かう。

　途と中ちゆう、お風ふ呂ろ場ばとか、応接室、食料庫、ワインセラーなんてものを見たが、見事になにもなかった。棚たなひとつない。

　そして一階の奥おく手前にある扉を開くと、そこがリビングだった。リビング広いな……当たり前だけど。ここも暖だん炉ろとカーテンぐらいしかないから尚なお更さらか。家具とかもいろいろ買かい揃えないといけないだろうなあ。それを見み越こしてお金をくれたのかな、王様は。

　壁一面の窓からはテラス越しに、広い庭と高台からの西区を眺ちよう望ぼうすることができる。

　窓からテラスを抜けて庭に出ると、気持ちのいい風が吹ふいていた。

『いい庭ですね。ここで昼ひる寝ねをしたら気持ちよさそうです』

　琥珀がゴロンと芝生に転がる。

「気に入った？」

『はい、とても』

　琥珀もこう言ってるし、ここに住むのも悪くないかな。いろいろ用意しなきゃいけないものが多すぎるけど。

「冬夜さん」

　呼びかけられて振り向むくと、ユミナに連れられて、みんなが立っていた。が、なぜか三人は視線を彷徨さまよわせ、僕の方を見ようとしない。なんでだ？　まだ少し顔が赤いけど……。

「あっ、あの、冬夜……。本当にあたしたちもここに住んでいいの？」

「？　もちろん」

「……あとで出ていけとか、その、ないですよ、ね？」

「言うわけない」

「ユミナ殿と、その……一緒の扱あつかいをしてくれるのでござるか？」

「当然」

　なにをいまさら。この世界に家族はいないけど、僕はみんなを家族同様だと思っている。それは本当だ。

　……だけどなんでみんなして、もじもじしてるの？　確かにこんな家に住むのは気おくれするかもしれないけど、もらった以上僕のものなんだから、遠慮なんかすることないのに。

　あ、あれか。家賃とか払わないで住むのが居い候そうろうみたいで恥ずかしいのか。そんなの気にしないでいいのに。

「ではみなさん、ここに一緒に住むということで。急ぐことはないので、さっきの話は気持ちが固まってから、と言うことにしましょう」
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「ええ」

「はい」

「わかったでござる」

　ユミナの言葉に他の三人が赤い顔をしたまま頷く。気持ちが固まってから？　一体なんの話だ？

「さっきの話って……なに？」

「「「「秘密」」」」

　またしてもユニゾンですか。そうですか。あれ、ひょっとしてこの家で一番立場が弱いのって僕か？

「それでは各自、自分の部屋を決めましょうか」

「あたし、二階の角の部屋がいいなー」

「わっ、私は三階奥おくの書しよ斎さいの隣となりがいいです」

「拙者は一階の庭に面した部屋を」

　わいわいと話を始める女性陣。あれ、なんか疎そ外がい感かん。まあ、部屋はたくさんあるからそれぞれ好きな部屋にすればいいと思うけど。だけど、全員個室にしてもまだまだ部屋が余るよな。

「うーん、この家を僕ぼくらだけで管理できるのか、それが不安だな……」

「無理でしょうね」

「さらりと言うね……」

　ユミナがあっさりと答えた。確かに掃除だけでも大変だからなあ。ギルドの仕事もあるし、庭の手入れとかまではやれないよな。

「なので、人を雇やといましょう。何人か心当たりがありますし」

　ユミナがそう言うなら任せるか。確かに人手は必要だし。王宮の伝つ手てがあれば、いい人材が見つかるかもしれないし。

　さて、じゃあ、引ひっ越こしの用意か。と、言っても荷物を【ゲート】でこっちに持って来るだけだけど。あと、家具とかいろいろ必要になってくるか。なんにもないからな、この家。

　それにリフレットで世話になった人達たちに挨拶とかしないと。

　使用人の募ぼ集しゆうとか都合を合わせて、三日後に引っ越すことに決まった。忙いそがしくなりそうだ。








◇　◇　◇









　僕らが王都へ引っ越す日がやってきた。「銀月」のミカさんやドランさん、「パレント」のアエルさん、「ファッションキングザナック」のザナックさん、「武器屋熊八」のバラルさん、その他にもお世話になった人達へ別れの挨拶をしてリフレットの町を旅立った。

　初めてこの世界に来て住んだ町。思い入れもいろいろある。来ようとすればいつでも【ゲート】で来られるけど、それでも感かん慨がい深ぶかい。

　ドランさんなんか、この町を将しよう棋ぎの町にしてやるとか言ってたな。王様も熱中しているものだから、意外とその狙ねらいはうまくいくかもしれない。

　ザナックさんには餞せん別べつとして、いろんな服のデザインをプリントした紙を渡した。そのうちナース服とか、セーラー服とかが出てくるかもしれない。……僕が勧すすめたんじゃないぞ、ザナックさんが食いついたんだ。

「パレント」のアエルさんにはお菓か子しのレシピと、それらを作るために便利な道具を【モデリング】でいくつか作ってあげた。アイスサーバー、丸やハートや星型の型かた抜ぬき、トルテカッターなどだ。新作ができたらまた食べにこよう。

　同じようにミカさんには穴あき包丁、ピーラー、果か汁じゆう絞しぼり、おろし金、そしていろいろな料理のレシピをあげた。これで「銀月」の食事はさらに破は壊かい力りよくを増すだろう。

　みんなと別れて王都に戻もどると、家の前に数台の馬車が停とまっていて、いくつかの家具を運び込んでいた。家具の搬はん入にゆうを指示していたユミナが、家の庭に現れた僕らに気がつくと足早に駆かけてくる。

「冬夜さん、ちょうどよかった。この家の執しつ事じに雇っていただきたい者がいま来ているのですが、会っていただけますか？」

「え？　今？」

　僕が驚いていると屋敷のテラスから全身黒の礼服で固めた、白い髪と髭ひげの老人が歩み寄って来た。あれ？　どっかで見たような……あ、この家をもらったとき、お金と目録を持って来た人だ。

「お初にお目に……いや、二度目でございましたな。ライムと申します。お見知り置きを」

　深々と頭を下げるライムさん。歳としは六十代後半といったところか。その割には動きが若々しい印象を与あたえる。

「じいやはお父様の世話係を長年務めてきた者です。執事には申し分ないですよ」

「え!?」

　それって王様の世話係だったってこと？　またとんでもないクラスの人を引っ張ってきたな！

「なんでまたそんな人が、うちなんかに……」

「いえ、このたび御お役やくを息子むすこに譲ゆずりまして。そこへ姫様からのお誘さそいがあったのでございます。残りの人生、弟の命の恩人に仕えるのも悪くないと思いまして」

「……弟？」

「レイムと申します。オルトリンデ公こう爵しやく殿でん下かに仕えております」

「ああ！　スゥのところのレイムさんか！」

　そうか、誰かに似ていると思ってたけど、レイムさんだ。王様兄弟に、これまた兄弟で仕えていたわけか。執事兄弟だ。

「いかがでしょう。雇ってもらえるでしょうか？」

「いや、こちらには不満はないんですけど……。いいんですか？　もっと待たい遇ぐうのいいところがあるんじゃ……」

「いえ、こちらでお世話になりたいのです。よろしくお願いいたします」

　再び頭を下げるライムさん。断る理由もないので、家の管理や使用人の監かん督とくをお願いすることにした。この家の管理業務を一手に任せることになる。

「それではさっそくですが、旦だん那な様さま」

「旦那様はやめて!?」

「いえ、雇われている以上、主従の関係はきちんとせねばなりません。それで旦那様、何名か雇用したい人材がいるのですが、会っていただけますでしょうか？」

　なんとか旦那様をやめさせようとしたが、無む駄だだった。ガンとして譲らない。執事のプロだ、この人。

　とにかく、その人たちを連れてくるとのことで、ライムさんは足早に屋敷を出て行った。行動が速いな……。

「いい執事が見つかったじゃない」

　エルゼが手荷物を持って屋敷の中へ入っていく。リンゼや八重も続き、ユミナは家具の搬入を指示し始めた。

　僕も自分の部屋に向かい、荷物を下ろしてから搬入を手伝うことにした。

　一応、僕の部屋は二階の一番広い部屋であるが、取り付けてあるベッドとクローゼット以外、まだなにもない。というか、ベッドはあるが布ふ団とんがない。タンスと机、椅子、あと本ほん棚だなが家具として、今日搬入されるはずである。もちろん布団も。

　あれ？　今いま更さら気が付いたけど、椅子とかタンスなら僕が【モデリング】で作れたんじゃなかったか？　わざわざ高いお金を払わなくても……。いや、そうなると全員分を作らされたかもしれない。それは勘かん弁べんだ。面倒だし。結果オーライということにしとこう。

　どれ、荷下ろしを手伝ってくるか。重い家具ばかりで困ってるだろう。うちは男手が僕しかいないからな。たまには頼たよりになるところを見せておかなくちゃ。

　と、思ったらエルゼが【ブースト】を使って、重い家具をひょいひょいと運んでいた。アレ？　僕、必要ない……？

　くっ、これは負けていられない。こうなったら男の意地だ。僕も同じく【ブースト】を使い、勢いのままに家具を運び始めた。

　家具の搬入が終わると、ひと休みとばかりにテラスに集まりお茶にすることに。

　とりあえず自分たちの部屋とリビング、キッチン、応接室などの主要な部屋には家具類るいを運び終えた。あとは持ってきた衣類や本などを整理するだけだ。

　エルゼと【ブースト】を使って争あらそうように家具を運んだが、軍配はエルゼに上がった。身体能力を数倍に跳はね上あげる無属性魔法【ブースト】だが、同じ魔法を使っている以上、結局は元々の身体能力がモノをいう。

　女子に負ける体力ってのも情けない話だな……もうちょっと鍛えようか……。明日から屋敷の外をランニングしよう。

　というか、身体能力ではエルゼに及およばず、魔法の知識と修練度ではリンゼに及ばず、剣けん術じゆつでは八重に及ばず、弓きゆう術じゆつと礼れい儀ぎ作法ではユミナに及ばない……いかん、なんか落ち込んできた。

「やっと落ち着いたわね」

「まだいろいろと買わないといけない細かい物があるでござるが……」

「……それは、少しずつ買って、揃そろえていきましょう」

「そうですね、今日はここまでで」

　確かにまだまだ細かい物が不足している。食器とか洗せん濯たく用具とか日用雑貨の類たぐいだ。他にお風ふ呂ろの桶おけとか……ああ、掃除道具も足りないか？　バケツとか雑ぞう巾きんとか、一個二個しか持って来てないはずだ。ゴミ箱とかもないか。買わなきゃいけないものがけっこうあるな。

　何が必要かみんなで話し合い、リストにしていく。あとでまとめて全部買ってこよう。そんな感じでみんなが意見を出しあっていると、門のほうからライムさんが数人の男女を連れてやってきた。

「旦那様、こちらが先ほど話した者たちでございます。身元もしっかりとした者たちですので、どうか雇っていただけませんでしょうか」

　やっぱり旦那様は馴な染じまない……。なんとか呼び方を変えさせることはできないものか。旦那様とか呼ばれると、ものすごく老ふけた気持ちになる。せめてあと十年くらいたたないと似合わないと思うんだが……。

「メイドギルドから参りました、ラピスと申します。よろしくお願いいたします」

「同じくメイドギルドから参りましたぁ、セシルと申します～。よろしくお願いします～」

　正統派のメイド服を着た二人が僕の前で頭を下げる。黒くろ髪かみのボブカットで真ま面じ目めそうな雰囲気の人がラピスさん、明るい茶ちや髪ぱつでほわほわした笑え顔がおの人がセシルさん。どっちも二は十た歳ち前後といったところか。二人ともメイド服に身を包つつみ、頭にはお決まりのホワイトブリムと呼ばれるカチューシャ。

　それにしてもメイドギルドなんてもんがあるのか……。なんでもメイドによる盗とう難なんや犯罪などがあるため、厳しい身元調査と教育を施ほどこした、ギルド公こう認にんのメイドは重宝されているらしい。

　彼かの女じよたちは家の掃除とか管理をライムさんの下でやってくれるという。

「庭師のフリオと申します。こっちは妻のクレアです」

「クレアです。調理師です」

　次に挨拶をしてきたのは二十代後半の夫ふう婦ふだった。

　人の好さそうなくすんだ金きん髪ぱつの青年と、これまた人の好さそうな赤毛の女性。似た者夫婦だな。どちらものんびりとしてそうだ。

　フリオさんはライムさんの友人の息子なんだそうだ。花の手入れから家庭菜園まで、庭の管理業務をしてもらう。奥さんのクレアさんは僕らの食事を作ってもらう専属のコックさんだ。

　なんでもいままでは王都のある貴族に仕えるコックの下で、見習い修しゆ業ぎようをしていたそうだ。今度、ミカさんにも渡したレシピ集を見せてみようか。

「トマスです。元・王国重歩兵をしとりました」

「ハックです。元・王国軽騎兵で」

　おお、重と軽。体形もそのまんまだ。どちらも五十代くらいか。二人とも最近王国騎き士し団だんを引退したそうで、ライムさんが声をかけたらしい。屋敷の門番と警備を交代でしてくれるそうだ。夜間も門の番をしてくれるそうなので、交代制になるのかな。

　だとすると二人では辛つらくないか？　あと一人二人雇うべきだろうか。ま、そこらへんはライムさんに任せよう。

　それにしてもトマスとハック……トムとハックか。子供の頃ころはイタズラ小こ僧ぞうだったに違ちがいない。

　特に不満もなかったので、雇用はライムさんの言う通りにした。

「トマスとハックは王都に自宅がありますので通いとなります。他の四人と私はここに住まわせていただきたいのですが、よろしいでしょうか？」

　ライムさんの申し入れを僕は受け入れた。部屋はたくさんあるし、なにも問題はない。

　フリオさんとクレアさんは夫婦なので、ひとつの部屋でいいとのことだったが、それならいっそのこと、と離れに住んでもらうことにした。離れと言っても僕の元いた世界では充じゆう分ぶんな一いつ軒けん家やだし。夫婦の時間は大切にしてもらいたい。

　それぞれに支し度たく金きんを渡し、必要なものを買い揃えるようにお願いする。それとは別のお金をラピスさんとクレアさんにさらに渡し、ラピスさんにはさっきリストにした雑貨を、クレアさんには食料や調理器具の買い出しを頼たのんだ。

　すぐに他のみんなは買い物に出たが、ライムさんは屋敷の点検をしたいと家の中へ入っていった。ここで働く以上、細かいところまで自分で確かく認にんしておきたいんだそうだ。まったく頭が下がる。

「なんかどんどん決まっていくなあ」

　まだ家に慣れてもいないのに、使用人が七人も増えた。お金とか大だい丈じよう夫ぶだろうか。王様にもらったお金があるから、しばらくは大丈夫だろうけど。

　まあ、気にしても仕方がない。

「じいやにまかせておけば問題ありませんよ。伊だ達てにお父様が子供の頃から仕えているわけじゃないですから」

「まさか王様のお世話係を雇うことになろうとはね」

「それだけ冬夜さんを見込んだということでしょう」

　当然、という顔で紅茶を飲むユミナ。それがまたプレッシャーなんですけど……。

「……でも私たちだけではどのみち管理できないですし……有能な執事さんがいてくれるのは正直ありがたい、です」

　テーブルの上に並べられたクッキーを、膝ひざの上で寝転ぶ琥珀に与えながらリンゼがつぶやく。確かにその通りだ。これからいろいろと世話になるんだろうな。

　ん？　門の方で馬車が停まった音がした。メイドのラピスさんたちが帰ってきたのかな？　荷物が多かったから馬車でも頼んだのか。

　そんなことを考えてたら、屋敷の奥からライムさんがこちらにやって来た。

「旦那様、オルトリンデ公爵殿下とスゥシィお嬢じよう様さまがいらっしゃいました」

「え、公爵様とスゥが？」

　この家初めての正式なお客様である。はて、なんの用だろう？
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　ライムさんが来客を告げてから、すぐに庭の方から公爵とスゥがテラスにやって来た。

「やあ、引っ越しお疲つかれ様さま。これからはご近所だからよろしくな」

　公爵が朗ほがらかに笑う。ご近所と言っても公爵家は王都の内周区、こっちは外周区で、けっこう離れているけど。まあ、確かに王都とリフレットに比べたらご近所かもしれんが。

「久しぶりですね、スゥ」

「こんにちはじゃ、ユミナ姉様」

　ユミナがスゥに挨拶する。そうか、この二人、従い姉と妹こだっけ。あらためて二人並んでいるのを見ると、どちらも金髪だし、やっぱり似てるなあ。性格はけっこう違うけど。

「ユミナ姉様が冬夜と婚こん約やくするとはのう。びっくりしたぞ」

「僕が一番びっくりしたんだよ……」

　そこは譲れない。未いまだに理解できない領域である。二人がテラスのテーブルにつくと、ライムさんが二人分のお茶を持ってやって来た。さすが一流執事。

「冬夜殿どのはスゥの婿にと考えていたのだがなあ。先を越された。ユミナも兄上も抜け目めがない」

「そんなことを考えていたのか、父上？　まあ、冬夜ならわらわも大だい歓かん迎げいじゃが。一いつ緒しよにいると楽しそうじゃしのう」

「おお、そうか。じゃあ、ユミナと一緒にスゥももらってくれんか、冬夜殿？」

「はい、そこまで。あんまり悪乗りしないでくださいよ、もう」

　公爵は冗じよう談だんのつもりかもしれないが、スゥがなんかキラキラした目でこっちを見てるのが若じやつ干かん気になる。これ以上ややこしいことになるのは御ご免めんこうむりたい。

「まあ、今日のところは引き下がろうか。それで今日は君たちにひとつ頼たのみがあるのだがね」

　今日のところはってどういうことだ。ジト目で睨にらんだ僕を無視して、公爵は話を進める。

「実はこのたび、ミスミド王国と同盟を結ぶことが決定した。ついては国王同士の会談の席を設けられればと思っているのだが……」

　亜あ人じんたちの国、獣じゆう人じんの王が治める南の王国ミスミド。狐きつねの獣人、オリガさんとアルマ姉妹の国だ。そうか、同盟を結ぶことになったのか。よかった。

「会談するにはどちらかの王が、どちらかの王都へ出向くのが一番なのだが、それは必ず危険が付きまとう。反対勢力の妨ぼう害がいや、旅の途中で魔ま獣じゆうに襲おそわれないとも限らない。そこで、だ」

「……冬夜さんの【ゲート】ですね？」

「さすがリンゼ嬢じよう、話が早い」

　ニヤリと公爵は笑ってお茶を飲み干した。そうか、確かに【ゲート】を使えば、安全に移動ができる。しかし……。

「あの魔法は一度行った場所にしか移動できませんよ？　まさか……」

　嫌いやな予感……というより、嫌な確信があった。

「そう。君にミスミドへ行ってもらいたい」

　やっぱりか……。わかるけど。すごくわかるけど。実際便利だしな。一度行ったところ限定、ってのがなければ、宅配便会社でも起こしたいところだ。

「ミスミドって行くのにどれくらいかかるんですか？」

「そうだな、馬車で六日……」

　お？　思ってたよりは短いか？

「で、ガウの大河に着くから、そこから河を渡ってミスミド王都までさらに四日といったところか。順調に行けば、だが」

　十日もかかるのか……。なにげにキツイなあ……。家をもらったばかりなのに旅に出て住めないって、どういうことだよ。

「この依い頼らいはギルドを通して、君たちに直接依頼という形で頼むことになる。当然報ほう酬しゆうも出るし、ギルドランクも上がる。悪い話ではないと思うが」

　手回しが早いなあ。まあ、仕事としては楽な部類かな。他国へちょっと旅行するようなもんだ。確かに悪い話ではない。それにミスミド王国がどんなところか見てみたいし。

「わかりました。引き受けます。みんないいかな？」

　みんなも頷いてくれた。反対意見はないようだ。

「ありがたい。ちょうど帰国するのでミスミドの王都までは大使が案内してくれるそうだ」

「オリガさんが帰国？　じゃあ妹のアルマも一緒に帰るんですか？」

「ああ。君たちには大使とその妹、それと護衛の騎き士しの一団に加わり、ミスミドへ行ってもらうことになる」

　なるほど。それは心強い。聞いた話だと、ミスミドはベルファストより自然が多く、密林地帯とかもあり、魔獣も多いらしい。南米とか東南アジアみたいなところなのだろうか。

　いったいどんなところなのだろう。まだ見ぬ亜人たちの国、ミスミド王国。僕たちはそこに行くのだ。

「しかし……大丈夫でござるかな……？」

「なにが？　八重？」

「向こうに【ゲート】を使えることを知られるのが、でござる。自分のところに誰だれにも知られずに侵しん入にゆうできる魔法でござるよ？　警けい戒かいどころか、危険人物として暗殺される恐れも……」

　おいおい、おっかないこと言わないでくれよ。

　けっこうオープンに使ってたよ、僕。今さらそんなこと言われても。

　でも、確かにそんな可能性もあるのか。そんな疑いを持たれてはたまったものじゃないが。

「いやいや、それは大丈夫だ。シャルロッテ殿に確認したが、【ゲート】に限らず、転移魔法には跳とべない場所があって、魔ま力りよく防ぼう御ぎよ……いわゆる結界と呼ばれるエリアには跳べないのだろう？　だったらそこまで警戒はしないと思うが」

　公爵が八重の不安をあっさりと覆くつがえす。

「そうなの？　冬夜？」

「……初めて知りました」

　僕の答えにエルゼは呆あきれたような目を向けてきた。いや、だって、【ゲート】を覚えたときは、本で詳くわしく効果を知ったわけじゃなかったしさ！

「どんな小さい魔力の結界でもそれで防げるらしいぞ。例えば、この王都を弱い結界で囲むだけで、君は王都から跳ぶことはできても、王都へは跳んでこられなくなる。ちなみに城のユミナの部屋以外には、すでにシャルロッテ殿による結界が張られているよ？」

　ありゃ、もう対策されてたのか。ああ見えても（失礼）、さすがに宮廷魔術師なだけはあるんだなあ。抜け目がない。

　まあ、ユミナの部屋だけとはいえ、城に侵入できることには変わりはないけど。一応それなりに信用されて……あ、それはユミナの魔ま眼がんのおかげか。

「……でも冬夜さんを結界の中へ送り込み、そちらで【ゲート】を開いて、大軍を引き入れることもできる……から、やはり知られないように、した方がいい、と思います」

「うむ……確かに。余計な疑念は持たせない方がいいか。ではシャルロッテ殿にあげた眼鏡めがねのように、【ゲート】の魔法を何かに付ふ与よしてもらうか」

　ああ、なるほど。例えば姿見などに付与して会談でそれを使い、その後、それを壊こわしてもらえば相手の不安も消えるかな。

　Ａという鏡とＢという鏡を行き来できる転移魔法が付与されている、と、それっぽい理由をつければ、大丈夫かもしれない。片方の鏡は現地到とう着ちやく後に【エンチャント】で付与して作らないといけないだろうが。

　これなら僕自身が転移魔法の使い手だと疑われることもあるまい。

「ではそれで行きましょうか。出発はいつになります？」

「そうだな……三日後ということにしとこう」

「わかりました」

　さて、いろいろと忙しくなりそうだ。長旅の準備をしないとな。

「いいのう、わらわもミスミドの王都に行ってみたかった」

　スゥが羨うらやましそうに指を咥くわえる。まさかついて行きたいとか言わないだろうな。これ以上トラブルを抱え込むのはゴメンだぞ。

「旅から帰ってきたらいつでも行けるようになるから、今度スゥも連れてくよ」

「ホントか！　やはり冬夜は頼りになるのう！」

　テーブルに身を乗り出し、満面の笑みを僕に向けてくるスゥ。こんなに喜んでくれているんだから、ちゃんと約束を守らないとな。

　僕らはそれからミスミド行きの細かい打ち合わせを、公爵と夕方まですることになった。







第二章　亜人の国へ







　ガタゴトと馬車が揺ゆれる。かなり広い屋根付きの、ワゴンタイプと言われる二頭馬車が三台連なって街かい道どうを進んで行く。

　一台目にはベルファストの護衛騎士、三台目にはミスミドの護衛兵士が五人ずつ。そして真ん中の二台目に、僕らとミスミド大使のオリガさん、そしてその妹のアルマが乗っていた。

　御ぎよ者しや台だいにはリンゼとエルゼが姉妹で座すわり、残りの僕らはといえば、客車の中で白熱した戦いを繰くり広ひろげていた。

「うぬぬ……これでござる！」

　八や重えが伏ふせられたカードをめくる。だがそれは、他に一つだけ表になっていたカードの数字とは別のものだった。

「残念。正解はこれとこれです」

　順番が回ってきたユミナは二枚のカードを連続でめくる。スペードの２とハートの２。当たったカードを場から手に入れる。

　トランプの遊びの一つ、神経衰すい弱じやくをしているユミナ、八重、アルマを横目に、僕とオリガさんは将棋を指していた。

　あまりにも馬車に揺られるだけの旅が暇ひまだったので、将棋と【ドローイング】でプリントした紙に【モデリング】で薄うすい木板を合成してトランプを作ったのだ。

　ポーカーとかは役を覚えないと遊べないので、簡単そうな神経衰弱を三人に教えてみた。しかし、記き憶おく力りよくの勝負となるとどうも八重は苦手らしく、先ほどから連敗している。

「また負けたでござる……」

「八重は神経衰弱は向いてないみたいだなあ」

　苦く笑しようしながら僕は目の前の駒こまを動かした。

「はい王手」

「あっ……！」

　オリガさんが盤ばん面めんを激しく睨む。無駄です。詰つんでます。

「こっちも負けですか……。冬とう夜やさんとは実力の差があり過ぎます」

　オリガさんが口を尖とがらせて不満を漏らす。いや、自分も弱い方なんですけどね。オリガさんはまだ覚えたばかりだからそりゃ僕が勝つよ。だけど何回かこなしたらすぐに僕より強くなりそうで怖こわいな。勝ち逃にげしとこう。

「八重、僕と代わろう。オリガさんと対戦してみたら？」

「そうでござるな。将棋なら『銀ぎん月げつ』でドラン殿に仕込まれたでござるし」

　仕込まれたというより、アレは無む理り矢や理り相手にされたという感じだったが。

「じゃあ今度は神経衰弱じゃない、別なのをやろうか」

　八重と入いれ替かわった僕は、お手製のトランプを切りながら、ピエロの絵が描かかれたカードを一枚足し、ユミナとアルマに新しい遊びを説明する。駆け引きが勝利の鍵を握にぎる、難解ゲーム「ババ抜ぬき」を。

『ふが……』

　客車の隅すみで琥こ珀はくが平和そうに寝ねていた。

　ルールを覚えた二人はすぐにババ抜きに夢中になり、八重とオリガさんは実力伯はく仲ちゆうらしく、盤面を睨み合あっていた。そんな感じで僕らは一路ミスミドへと揺られて行く。










「と、いうわけで長なが靴ぐつを履はいた猫ねこの獣人は貴族となり、幸せに暮らしましたとさ」

　話し終わると焚たき火びを囲んでいたみんなから拍はく手しゆが送られた。なんか照れるな。寝る前のちょっとしたお話のつもりで始めたのだが、ついノってしまった。

「面おも白しろかったです！　冬夜さん！」

　アルマが頭の上の耳をピコピコさせて、興奮しながら僕に感想を述べてくる。大きな尻尾しつぽも機き嫌げん良さそうに揺れていた。

「素す晴ばらしいお話でした、冬夜さん。しかし、この話はどこで？」

「あー、以前住んでいたところで吟ぎん遊ゆう詩人が教えてくれたんですよ」

　オリガさんの疑問を適当に流す。焚き火の周りにいたミスミドの兵士たちにも好評だったようだ。主人を助けて大だい活かつ躍やくする長靴を履いた猫の獣人。剣けんの達人にして優すぐれた知ち恵え者しや。

　今でも獣人を差別する者がいるこの世界で、こんなに獣人が活かつ躍やくする痛快な物語なんてあまりないのだろう。勝手に脚きやく色しよくした作品で申し訳ないが。

「他にも冬夜さんは、いろいろなお話を知っているんですよ」

「本当に!?　聞かせてください、冬夜さん！」

　隣となり合って座っていたユミナの言葉に、目を輝かがやかせて身を乗り出すアルマ。この二人仲良くなったなあ。同い年らしいし、話し易やすいのかな。

「今日はもうここまで。また明日ね」

　アルマのお願いを笑いながらやんわりと断る。と、そのとき焚き火の周りにいた一人の小こ柄がらなミスミド兵士が立ち上がり、みんなに黙だまるように自らの口の前に指を立てた。

　ぴくぴくとその兵士の頭の上の耳が動く。あれは……兎うさぎの耳か？　兎の獣人なのか、彼かれは。

「何者かが複数近づいています……。気配を消して少しずつ……明らかに我々を狙っています」

　その声に周りの兵士たちが静かに剣を抜き、辺りを警戒しながら動き出す。オリガさんとアルマを中心にして、護衛のフォーメーションに移行していく。馬車の方にいたベルファストの騎士たちも剣を抜き、警戒を強める。

「何者かな？」

「おそらく街道の盗とう賊ぞく団でしょう。数が多いと厄やつ介かいですな」

　僕の疑問にミスミド護衛兵士の隊長さんが答えてくれた。隊長さんは狼おおかみの獣人で双そう剣けん使いである。

《主あるじ、確かに何者かがこちらへ向かっています。友好的な者とはとても思えません。彼らの言う通り、十中八九盗賊の類でしょう》

　傍そばにいた琥珀が僕だけに聞こえる声でそう語りかけてきた。盗賊か。どれちょっと調べてみるか。

　スマホを取り出しマップアプリを起動。僕らを中心にした地図が映し出される。えっと……とりあえず、盗賊、で検けん索さくすると、地図上にピンが次々と落ちてきた。おおお、けっこういるな。

「北に八人、東に五人、南に八人、西に七人。計二十八人だな」

「わかるので!?」

　隊長さんが驚おどろいて僕の方を振ふり返かえる。けっこう数が多いな。勝てなくはないと思うけど、こちらも無傷というわけにはいかないかもしれない。

「……ちょっと試ためしてみるか」

　僕はこの間思いついた魔ま法ほうの使い方を試してみることにした。多分大丈夫だと思うんだが……。

「【エンチャント：マルチプル】」

　連続詠えい唱しよう省略、同時発動を可能にする無属性魔法【マルチプル】をマップアプリに付与。画面上の盗賊たちを指でタッチして次々とロックしていく。全部ロックするの面めん倒どうだな！　よし、終わり！

「【パラライズ】！」

　最後の魔法をマップ上のターゲットに発動させる。次の瞬しゆん間かん、周りの森から重なるように呻うめき声ごえが聞こえてきた。

「うぐっ！」

「ぬあっ！」

「ぎゃっ！」

「はう！」

「ああん！」

　様々な声が聞こえ、続けてバタバタと倒たおれる音が聞こえてきた。どうやら成功したらしい。

「な、なにをしたんです？」

「麻ま痺ひの魔法を使いました。多分倒れて動けなくなっていると思いますよ」

「全員ですか!?」

「二十八人で全員ならね」

　ターゲットになったのは、あくまでこの状じよう況きようで「盗賊」と僕が判断した奴やつらだけだ。逆に言えば、盗賊っぽい普ふ通つうの人がもしいたら、巻き込んでしまった可能性もある。さすがにこの状況でそれはないと思うけど。だから一応【パラライズ】にしたし。

　護衛の兵士や騎士たちが森の中に入り、倒れている奴らを引きずってきた。全部で二十八人。全員が盗賊団の証あかしなのか、手の甲こうに蜥蜴とかげの刺青いれずみをしていた。全員仲間であることは間ま違ちがいない。

「すごいですね……！　これだけの数を一いつ瞬しゆんで……」

　オリガさんが唖あ然ぜんとした表情でぼそりとつぶやく。

「誰だれ一人ひとり、魔ま法ほう防ぼう御ぎよの護符タリスマンとか持ってなかったのは助かりましたね。【パラライズ】は小さな魔法防御でも弾はじかれますから」

　盗賊たちが護符を持ってなくてよかった。

　だけどこのやり方はいろいろ問題点もあるな。今回は相手が激しく動いてなかったからよかったけど、移動速度があまりに速いとターゲットのロックがズレる可能性がある。あと、いちいちロックするのが面倒くさい。

「いや、助かりました。全く驚きましたな」

「いえ、最初にあの人が気付いてくれたからですよ。よくわかりましたね？」

「ああ、レインですか。あいつは兎の獣人ですからね。地じ獄ごく耳みみですよ」

　隊長さんが盗賊たちを引きずっている兎耳の少年を見て笑う。小柄でサラサラの赤毛、年ねん齢れいは僕と同じくらいだな。レインっていうのか。ちなみに狼の隊長さんはガルンさんと言うらしい。

「人間なら麻痺は一時間ぐらい続くと思いますけど、こいつらどうします？」

「そうですな、ここがミスミドなら面倒なことにならないように殺してしまうのが一番楽ですが、そういうわけにもいきませんか」

　ガルンさんがベルファスト側の護衛隊長を呼ぶ。全身鎧よろいをガチャガチャさせて、金髪の青年がやってきた。なかなかの男前である。

　リオン・ブリッツ。王国第一騎士団所属。歳は二十一。父親の名はレオン・ブリッツ……未だにこの人があのレオン将軍の息子とは信じられない。次じ男なん坊ぼうらしいが、あの豪ごう快かいさが服を着てる将軍と、真ま面じ目め一いつ本ぽん槍やりといった感じのこのリオンさんが親子とは。

　ガルンさんから事情を聞いたリオンさんは少し考えこんでいたが、やがて口を開いた。

「とりあえず縛しばりあげて、この先の町へ引き取りの警備兵をよこすように馬で使いをやりましょう。朝には警備兵を連れて戻ってこられるでしょうから、盗賊たちを引き渡わたしてから出発というのは？」

　ガルンさんにも異論はないようで、その方向で決まった。猿さる轡ぐつわをかませ、全員後ろ手に縛りあげる。一応念ねんの為ために僕が土魔法で穴を掘ほり、首だけ地面に出して埋うめた。まだ麻痺が効いているようで、そのせいかぐったりとした生首が並んでいるように見える。なかなかシュールな風景だな……。

「こいつらの見張りは我々が、外敵の警備はミスミド側にしてもらいます。冬夜殿は姫ひめ様さまをお願いします」

　こっそりと小声でリオンさんが僕にそう伝えてくる。

　一応、ユミナがベルファストの姫だということを知っているのは、僕らの他にはオリガさんとこのリオンさんだけだ。他のメンバーはユミナと会ったことがないそうなので、バレる心配はない。ベルファストの騎士たちも城内勤務じゃない人たちだそうだ。

　さらにユミナの婚こん約やく者しや（仮）という僕の立場を知っているのはリオンさんだけになる。僕は聞かされていないが、ひょっとしてユミナの護衛という命令も受けているのかもしれない。

「リオン殿、お手数をかけます」

　オリガさんが近寄ってきて微笑ほほえみながら礼を言う。と、リオンさんが急にあたふたと焦あせり出した。

「あ、いや、これっ、これが私の任務ですから！　どうか、お気になさらず！」

　先ほどまでの冷静さはどこへやら、金髪の青年は顔を真っ赤にさせて、オリガさんに言葉を並べたてる。その様子を見ながら狐の美女もくすくすとおかしそうに笑っていた。

　ははーん。そういうことですか？

　そろりそろりと僕は二人に気付かれないように、その場を離はなれた。馬車の陰かげから、焚き火の前で笑いながら語り合う二人をこっそりと観察する。

「青春ねー」

「青春でござるなー」

「青春、です」

「青春ですねえ」

　君らいつの間に横に来たのよ……。同じく双ふた子ご姉妹に侍さむらい娘むすめ、そして琥珀を抱だいたお姫様が二人を見守っていた。

「オリガ殿はリオン殿の気持ちに気付いているのでござるかな？」

「気付いてると思うわよー。何ど処こかの誰かさんみたいにニブくなさそうだし」

　え、なんでみんなこっち見るの？　意味がわからないんですけど。

「……ニブいのもそうですけど、冬夜さんは誰だれ彼かれかまわず優やさしく、し過ぎ、です」

「あ、それは私も思ってました」

「思わせぶりな態度もどうかと思うのでごさるよ」

「ちょっとわかってる!?　そこに正座！」

「なんで!?」

　わけがわからない。なんでこうなった？

　だけどこの状態の彼女たちに逆らえるわけもなく、僕ぼくは正座させられ、理り不ふ尽じんなスーパー説教タイムを受けることになった。なんで？

　半分以上なにを言ってるのかよくわからない彼女たちの説教は、その後深夜近くまで続いた。
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「嘘うそだろ……これが河か？　海だろ、これは……」

　見み渡わたす限りの水、水、水。水平線の彼方かなたにぼんやりと陸地が見える。アレだ、子供の頃に行った青森の大おお間ま崎ざきから北海道が見えた時の感じに似てる。とすると、津つ軽がる海かい峡きようぐらいの広さがあるのか……。

　旅立ってから六日、やっとベルファスト王国最南端の町、カナンに到着した。ここから船に乗り、対岸のミスミド王国の町、ラングレーを目指すのだ。

　しかし、さすがにベルファストとミスミドを結ぶ町なだけあって、亜人たちが街中にも多い。犬や猫などの獣人たちをはじめ、背中に鳥の翼を生やした有ゆう翼よく人じん、額に角がある有角人、身体からだの一部分に鱗うろこがあり、太い尻尾を持つ竜りゆう人じんなどもいる。

　どうやらこの町の人間たちと亜人たちは仲良くやっていけてるようだ。

　河岸（と言っても港にしか見えない）に着くと様々な船が浮うかんでいた。しかし、どれも小型船、中には中ぐらいのもあったが、大型船はないように見える。

　帆はん船せんのようだが、何枚も帆ほが張ってあるようなやつではなく、簡素な帆船というイメージを受ける。なんでも船には風属性の魔法を使える者も乗り込むので、二時間もすれば対岸に辿たどり着つくらしく、この程度の船で充分なんだそうだ。確かに河の流れも穏おだやかなもんだしな。

　僕らは馬車をここで預け、船でミスミド側に渡る。向こうにも同じような馬車が用意されているらしい。

　船の手続きはオリガさんやガルンさんたち、ミスミドの方々に任せる。乗り込む船の近くの道みち端ばたには、店を開く露ろ天てん商しようたちがいた。

「あ、あっちは細工物が売ってるよ」

「こっちは絹織物……いろんな物が売られているんですね」

　横にいたアルマとユミナが売られている商品を見ながらつぶやく。ここがベルファスト最後の町だからなあ。お土産みやげ屋やの類が多いのもしょうがないか。

「あら？　冬夜さん、あれ……」

「ん？」

　ユミナの視線の先には、ブローチや指輪、ネックレスなどのアクセサリーを並べている露天商の前で、難しい顔をして悩なやんでいるリオンさんがいた。確か王宮の方へ手紙を出しに行ったはずだけど。

　リオンさんはアクセサリーのどれを買うか迷っているようだ。でも、あれって女物だよな？　……あ、なーるほど。そういうことね。

「リオンさん、ご家族にお土産ですか？」

「え？　と、冬夜殿!?　いや、なに、その～、は、母上に……そう！　母上にですね、なにか買っておこうかと思いまして……」

「へえー」

　見事なうろたえっぷりに、贈おくる相手が母親ではないことをすぐに見み抜ぬく。だいたいベルファストの人に贈るお土産なら、ミスミド側で買うもんだろ。まあ、武士の情け、ここは突っ込まないでおこうか。

「いろんなアクセサリーが売ってますね。そうだ。アルマ、ひとつ選んでよ。ベルファストの思い出に、プレゼントするよ」

「いいんですか!?」

　アルマが喜んで、並べられたアクセサリーの中からひとつのブローチを選び出す。葡ぶ萄どうの形をしたブローチで、葡萄の実のところに紫むらさき水すい晶しようが嵌はめ込まれている。狐と葡萄……童話のアレを思い出すな。

「よく似合うよ、アルマ」

「えへへ、ありがとうございます」

　嬉うれしそうに笑うアルマを見ながら、露天商に代金を払はらう。と、ここでリオンさんが知りたかったであろう情報を聞き出すことにした。

「オリガさんもこういうブローチが好きなのかな？」

「んー、お姉ちゃんは花とかの意い匠しようの方が好きです。特にほら、このエリウスの花とかが大好きで、よく買ってます」

　と、言いながら、アルマは露店に並ぶひとつの髪かみ飾かざりを指差す。それは桜のような花が彩いろどられた、地味だけど美しい髪飾りだった。

　その言葉にリオンさんが嬉しそうな表情になる。やっぱりか。

「それじゃ、僕らはこれで。リオンさんも早めに船の方へ戻もどった方がいいですよ。そろそろ出発ですから」

「あ、はい。すぐに戻りますので」

　僕らがその場を離れて、しばらくしてから後ろを振り返ると、リオンさんがエリウスの髪飾りを露天商から買って、包んでもらっているのが遠目に見えた。

「お見事です、冬夜さん」

　ユミナが褒ほめてくれた。バレてたか。想おもい人の妹さんの方は気付いてないみたいだけど。

「ただ、あそこで私にもなにかプレゼントしてほしかったところですけど」

「……すいません」

「まあ、私はいずれ左手の薬指に指輪をいただければ、それで満足ですから」

　溢あふれる笑顔を僕に向けてユミナが腕うでに抱きついてくる。なにかアクセサリーを買っておくべきだったか……？　代だい償しようがでかすぎる。

　そんなことを考えながら、僕らは乗り込む船へと戻って行った。










「あっという間に着いたわね」

「片道二時間でござるからな」

　エルゼと八重がそう言いながら、ミスミド国王に渡すための大きな姿見を入れた箱を持ち、船を降おりた。それに続いて荷物を持ったアルマとユミナ、そして琥珀が降り、最後に僕がリンゼを背せ負おって船を降りる。

「……すいません、冬夜さん……」

「いいからいいから。気にしないで」

　リンゼは船に乗って一時間ほどで船ふな酔よいになった。船の中で本なんか読んでるから……そんなに揺れたわけでもないのにな。試しに【リカバリー】を試したが効果はないようだった。これも状態異常だと思うんだけどな。なんでだろ？

　馬車の揺れは平気で、船の揺れはダメってのもなあ。まあ、僕の知り合いにも車には酔よわないけど、船には酔うってやつもいたし、似たようなもんなのかな。

　船を降りてラングレーの町を見渡す。ここはもう亜人たちの国、ミスミド王国なのだ。船で二時間渡っただけで、いきなり変化があるわけではないが、ベルファスト側の町、カナンに比べて、人間より亜人たちの方が多い。

　向こう側と同じように露店を開いている商人たちがいるが、ほとんどが亜人だった。いろんな人種が溢れている。すごいな。

「思ったよりも大きな町なんだなあ」

「……ここはまだ、ベルファスト寄りだから、じゃないでしょうか」

　僕のつぶやきに背中のリンゼが小さく答える。街中を観察しながら、オリガさんの案内に従って進んで行くと、カナンの町に置いてきたものと同じような馬車が、三台停とまっていた。

「どうします、冬夜さん。リンゼさんの体調が悪いようなら、今日は休んで明日から出発ということにしましょうか？」

　オリガさんが心配そうに声をかけてきた。

「あ、もう、大丈夫、です。船から降りたら、楽になりました」

　リンゼが僕の背中から下りる。と、エルゼがススス……と近寄ってきて、妹にボソッとこう言った。

「もっとおんぶしてもらっててもいいのよ、リンゼ～」

「おっ、お姉ちゃんはっ、なっ、なにを言っているのかな!?　いるのかな!?」

　声を荒あららげて反発するリンゼ。こっちを向いてないのでわからないが、耳が赤いぞ。ま、ずっとおんぶされてるのも恥はずかしいか。

「では一時間後に出発しましょう。私は獣王陛下に手紙を出してきますので」

「あ、で、では私もついていきましょう。なにがあるかわかりませんから！」

「はい。ではリオン殿も」

　クスッと笑って二人連れ立って歩き出す。なんか微笑ましい感じになってしまうな。お見合いを生きがいにしてる世話好きの人の気持ちが、なんとなくわかるような気がする。

「冬夜殿、ここからはしばらく大きな町もない。必要なものを買っておいた方がいいと思いますよ」

　狼の獣人でミスミドの護衛隊長であるガルンさんにそう言われ、僕らも一時間後に待ち合わせをして、それぞれの買い物をすることにした。

　僕は琥珀を連れて、ユミナと一緒に非常食とかお茶の葉など、細々した物を露店で買った。……ん？

　僕は辺りを見回して感覚を研とぎ澄すます。……気のせいか。

「どうしました？」

　僕の不ふ審しんな行動にユミナが声をかけてきた。

「いや……誰かに見られてるような気がしたんだけど……。気のせいだったみたいだ」

「琥珀ちゃんが珍めずらしくて見ていた人じゃないですか？」

　ミスミド王国では白い虎とらは神聖視される。殺してはいけないし、捕とらえてもいけない。もし僕が、琥珀に首輪をつけて鎖くさりに繋つないで連れていたら、吊つるし上あげをくらうだろう。あくまで琥珀は自由意志で僕らについてくる、というスタンスでなければならない。厄介だが。

《いえ、主。確かに何者かがこちらの様子をうかがっておりました。私ではなく、主たちの方を。今は完全に気配を消しておりますが》

　琥珀からの念話にもう一度辺りを見渡す。何者だろう。一応、注意しといたほうがいいな。

　それから見たことのない果物（形は洋よう梨なしのようだが、色はオレンジ、匂においはリンゴ）を十個ばかり買って、みんなのところへ戻った。

　馬車のところにはみんな揃そろっていて、僕らが最後だったらしい。

「これでみんな揃いましたね。では出発いたしましょう」

　オリガさんがそう言うと、護衛の兵士や騎士たちが前と後ろの馬車に乗り込み始めた。僕らは真ん中の馬車だ。エルゼと八重が御者台に座り、残りのみんなが客車に乗り込もうとしたとき、オリガさんの髪かみに、桜のような花をあしらった髪飾りが光っているのを見つけた。

「あら、その髪飾り素す敵てきですね。よくお似合いです」

「え？　そ、そうですか、ありがとうございます」

　ユミナが目ざとく髪飾りを捉とらえ、それを褒めると、どこか照れたような感じでオリガさんが小さく笑う。さっき二人きりで出かけたときに、リオンさんが渡したんだな。やったじゃん。

「そういう髪飾りを私も意中の方からいただきたいものです。気持ちの表れとして、そういうプレゼントを贈るのは殿との方がたの甲か斐い性しようであると思うのです。むろん、抱き締しめてくれるとか、態度で表してくれるのなら、それにこしたことはないと……」

「さあ、出発しようか！」

　話の雲行きが怪あやしくなってきたので、そそくさと僕は客車に乗り込んだ。彼女ユミナは意外と根に持つタイプなのかもしれない。確かにアルマだけにプレゼントして、ユミナにはなにも無しってのはまずかったかー……。

　かといって、代わりに抱き締めるなんてことは僕にはできそうもない。なにか考えとかないとな……待てよ、今度はユミナにだけ渡したということになりかねないな。

　恋こい人びとへのプレゼント、なんてとられたらまずいか。他の三人にも贈って、日ひ頃ごろの感謝、という形にすれば角が立たないかな。

　僕は【モデリング】で四人に贈る物を作るべく、客車に乗り込むとスマホの画像検索で最新のアクセサリーを調べ始めた。
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　ラングレーの町を離れると、すぐに景色が一変した。ベルファストと違ちがい、緑が多いし、道も荒い。ジャングルといってもいいような森の中を三台の馬車が進んで行く。

　ベルファストよりミスミドの方が魔獣が多いと言うのもわかるような気がする。魔獣にとってはこの森はうってつけの生息地なのだろう。時折り、なんの動物かわからない遠とお吠ぼえが聞こえてきたりするが、どうやらこの国では日にち常じよう茶さ飯はん事じのようだ。

　確かに魔獣は多いらしいが、それほど人里には被ひ害がいはないらしい。それは森の中で魔獣の餌えさになる獲え物ものが豊富だということだ。わざわざ人里に下りて畑を荒あらしたりしないでも、食うのに困らないからだ。

　ただ、村人などが獲物を狩かりに森に入って、運悪く魔獣に遭そう遇ぐうしてしまうことはしょっちゅうあるらしい。この場合、こっちの方が侵しん入にゆう者しやだから、襲われるのも覚かく悟ごしなければならないのだろうな。熊くまよけの鈴すずみたいな物でなんとかならんかな。

「日暮れまでにエルドの村に着くのは無理そうですね」

　マップアプリで確かく認にんしてみると、ラングレーの町から王都に至る街道の途と中ちゆう、森を抜けた先にエルドの村があった。オリガさんの言う通り、確かにこの速度では日暮れまでには無理な距きよ離りにある。真夜中に村に辿り着いてもな。

「ミスミドはいくつもの種族が集まってできた、いわば群体のようなものです。今でも種族ごとに村や町を形成していて、互たがいに友好的な種族もあれば、互いに相手を毛け嫌ぎらいしている種族もいます。それをまとめ上げているのが、国王陛下を含ふくめた七族長なのです」

　オリガさんの説明によれば七族長とは、獣人族、有翼族、有角族、竜人族、樹じゆ人じん族、水すい棲せい族、妖よう精せい族の主要七種族の長なんだそうだ。で、今現在は獣人族の長、獣王がこの国の王となっているらしい。獣人は最も数が多いから、その方が国として機能しやすいからだろうか。

　一応王位は世せ襲しゆう制せいではあるが、他の六族長も強い権限を持つ。有力貴族みたいなもんなのかな。まだまだ新興国らしく、いろんな問題を抱かかえていそうだ。

　やがてだんだんと日が暮れてきた。暗くなる前にそろそろ野営の準備に入った方がいいだろう。今日はここまでだな。

　少し道が開けた場所で馬車を停め、野営の準備に取とり掛かかった。薪たきぎを集め、石で小さなかまどを作り、食事の用意を始める。僕もそれに参加し、大おお鍋なべに野菜スープ（ミネストローネ）を作った。

　とっぷりと日が暮れて、完全に夜になると、森の中のざわめきがけっこう聞こえてくる。夜行性の動物が多いのだろう。

「ちょっと怖いですね……」

　ユミナが僕の作ったスープを飲みながら、身体を寄せてくる。

「通常の獣けものなら琥珀がいれば近寄って来ないってさ。魔ま獣じゆうでもすぐわかるから安心してくれって。巨きよ大だいな虫とかスライムはダメらしいけど」

　琥珀が念話で伝えてきたことをユミナに話す。すると彼女は横にいた琥珀を抱き上げ、ぎゅっと抱き締めた。

「ありがとう、琥珀ちゃん」

『安心して下さい、奥おく方がた。私がいれば大だい丈じよう夫ぶです』

　他の者に聞こえないように、小さく琥珀はつぶやく。その言葉にユミナは微笑んで、琥珀の頭を撫なでた。

　食事をするときも数人が交代で辺りを見張っていたが、ベルファスト側の護衛騎士たちの方が、見知らぬ土地のためかいささか緊きん張ちようしていた。

「そろそろ八重とエルゼを迎むかえに行ってくるよ。琥珀、ユミナとリンゼを頼たのむ」

《御ぎよ意い》

　僕は焚き火を囲むみんなから離れて、大きい客車の中へ入り、【ゲート】を使ってベルファスト王都、アレフィスにある自宅に戻った。

　僕が出現したリビングではエルゼと八重がすっかりくつろいでいた。傍にはうちのスーパー執しつ事じ、ライムさんが控ひかえている。

「あ、もう時間？」

「忙せわしないでござるな……。まだ髪が乾かわいていないでござるよ」

　そう。この二人は風ふ呂ろに入りに戻っていたのだ。他の人たちに【ゲート】がバレないように、三十分と時間を決めて。

　魔法で水は出せるので、たらいに溜ためた水に焼いた石によるお湯を作り、湯ゆ浴あみをするという偽ぎ装そう工作をして、その実、普通にお風呂に入っている。二人一いつ緒しよなのは、片方が見張りという役で交こう替たいに湯浴みをするということになっているからだ。

「ほら、怪しまれないうちに戻るよ。ライムさん、今日はなにかありましたか？」

「いえ、これといって。ああ、フリオが庭の隅に家庭菜園を作ってはどうかと申しておりましたが、いかがいたしましょう？」

　家庭菜園か。とれたての野菜が食べられるのはいいな。

「いいよ、許可する。好きなようにして下さい」

「では、そのように」

　それにしてもメイドのラピスさんとセシルさんがいないな。どうしたのだろう。僕が二人のことをライムさんに尋たずねると、ラピスさんは明日朝早く市場に用があるのですでに就しゆう寝しんし、セシルさんは王都に来ている知り合いに会いに行ったそうだ。

「なにか御ご用ようがあれば伝えておきますが」

「いや、ちょっと気になっただけだから。ほら、行くよ二人とも」

「「はーい」」

【ゲート】を開き、馬車の中に出る。と、なんだか様子がおかしい。森が騒さわがしく、いろんな動物たちの鳴き声が辺りを包つつんでいた。明らかにさっきと違う。なんだってこんなに騒がしく鳴いているんだ!?

　馬車を飛び出し、みんなの元へ走る。護衛の人たちが剣を構え、辺りを警けい戒かいしていた。一体なにが起きている!?

「冬夜さん！」

「なにがあった!?」

「わかりません。急に森の動物たちが騒ぎ出して……」

　ユミナが困こん惑わくした表情で駆かけてくる。そのとき、僕の傍にいた兎の獣人レインが、ばっ、と顔を上げた。

「なにか大きなものが来ます……空だ！」

　レインの叫さけびにみんなが空を見上げる。突とつ風ぷうに木々がざわめく中、頭上の夜空をなにか大きなものが、ゆっくりと飛んで行くのが見えた。なんだ、アレは。僕には黒い影かげとしか捉えられなかったが、夜目がきく獣人たちにはしっかりと見えたようだ。

「竜だ……まさか、こんなところに!?」

　ガルンさんが空を見上げたまま呆ぼう然ぜんと声を漏もらす。その瞳ひとみは信じられないものを見た、とばかりに見開かれている。

　竜。ドラゴン。そんなものが飛んでいたのか。

「なんでこんなところに竜が……！」

「どういうことです？　普通はここまで来ないってことですか？」

　震ふるえる声でつぶやくオリガさんに尋ねると、彼女は怯おびえた妹を抱き締めながら口を開く。

「竜……ドラゴンは普通、この国の中央にある聖域で暮らしています。そこは竜のテリトリーとして誰だれも立ち入ることはなく、また、竜たちも侵入者がなければ、そこから出て暴れるようなことはないのです。そうやって我々は住み分けてきたはずなのに……」

「誰かが聖域に踏ふみ込んだのですか!?」

　オリガさんの言葉にガルンさんが声を荒らげる。これが聖域に誰かが侵しん入にゆうし、それに対しての竜の行動だとすれば。まずくないか？

　おそらくは報復。自分たちの領域を荒らされたと思い、その報むくいを与あたえようとしているのではないだろうか。

　しかし、そんな考えをオリガさんは首を振って否定する。

「いえ、そうとは限りません。何年かに一度、若い竜が人里に現れ、暴れることがあるからです。聖域を離れた竜は我々が撃げき退たいしても、他の竜から報復されることはありません。この場合は向こうが侵入者だからです。ですが……」

「竜ってのは撃退できるものなのですか？」

　そう言った僕の質問に答えたのはガルンさんだった。

「我々の王宮戦士中隊……選えり抜きの戦士百人もいれば、なんとか。しかし中ちゆう途と半はん端ぱな攻こう撃げきはかえって怒いかりを買うことになりかねません」
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　ミスミドでは戦士中隊は百名。その全員でもなんとか撃退って……そんなに強いのか……。

　今回のこれが若い竜による暴走というのなら、竜の中にも暴あばれん坊ぼうのヤンチャ小こ僧ぞうがいたってことか。まったく迷めい惑わくな。これはもう天災として受け止めるしかないのだろうか。

　僕はスマホを取り出して、マップアプリを起動、「竜」を検索する。

　ミスミドの中央辺りに固まって何体かの反応がある。ここが聖域ってトコか。そしてそれとは別に、僕らの頭上を飛んでいった一匹ぴきがゆっくりと移動しているその先には……。

「おい……あいつエルドの村にまっすぐ向かってるぞ……！」

「なんだって!?」

　僕のつぶやきにみんなが驚きの声をあげる。

「なんだってエルドの村に！」

「あそこは牧草地帯が南に広がっている。家か畜ちくを狙ねらっているんじゃないか!?」

　牛か羊かわからないが、家畜を襲おそって満腹になれば、村は襲わずに去ってくれるんじゃないか、という僕の甘あまい考えはガルンさんにより打うち砕くだかれる。

「味をしめた竜はまた同じところを襲いますよ。それにあいつらにとっちゃ家畜も我々も、餌としてたいして変わらないでしょうな。好みの差はあるかもしれませんがね」

　このままでは村は壊かい滅めつってことか……！　スマホによる遠えん隔かく魔ま法ほう攻こう撃げきにも限度がある。こんなに離れてたのでは無理だ。

「どうします？　我々の任務は大使の護衛です。大使を危険な目に遭あわすわけにはいかない……」

「くっ……」

　リオンさんの言葉に、ガルンさんが歯を食いしばる。国に仕える者として上からの命令は絶対だ。ここで迂う闊かつに村に向かい、もしもオリガさんに何かあれば、国交問題になりかねない。かといって護衛を半分残し、半分は村の救出に向かうというわけにも……。転移地点……エルドの村を頭に思おもい浮かべることができなければ【ゲート】で跳とぶことはできない。どうすれば……。

「なんとかならないでござるか、冬夜殿どの……」

「なんとかったってなあ……」

　八重の言葉に腕を組み、考える。確かに僕らだけなら動ける。僕らは国の命令を受けたわけじゃなく、あくまでギルドを通して依い頼らいを受けただけだ。しかもその依頼はオリガさんの護衛ではない。ミスミドの国王にインチキ転移魔法の鏡を……。

「あっ……！」

　そうかそうか！　そう言えばそういうことになってたんだっけ！

　僕は馬車の客車からドアほどもある大きな姿見を一枚出してきて、馬車の車体に立てかけた。

「冬夜殿、これは？」

　リオンさんが訝いぶかしげに姿見を指差す。他のみんなも同じようにわけがわからず首を捻ひねっている。

「えーっと、これは『転移の鏡』と言いまして、二枚で一セットのものです。もう片方はベルファスト王宮に置いてあり、この鏡を使えば一瞬にして王宮へ転移できます。これを使ってとりあえずオリガさんとアルマは王宮の方へ避ひ難なんしていただくというのはどうでしょう？」

「そんなものを持ち込まれていたのですか……」

「これをミスミド国王に届けるのが僕らの仕事です。緊きん急きゆう時の使用許可はベルファスト王からいただいています」

　考えた嘘をベラベラと語る。一日に往復一回しか使えないこと、大勢は移動できないことなど、安全なものですよーとでまかせのアピールをする。主にミスミドの兵士たちに。

「わかりました。それを使って私たちはいったん王宮の方へ避難しましょう。そしてみなさんはエルドの村の人たちをどうか安全に……」

「わかりました。冬夜殿、頼たのみます」

　オリガさんの決断にガルンさんが頷うなずく。

「わかりました。ではオリガさんとアルマ、そしてユミナと……向こうの確認のため、ガルンさん来てもらえますか？」

「私ですか？　はあ……」

　ガルンさんが、不安げな声を漏らす。その声を聞きながら、僕は鏡に手を当てた。

「【ゲート】」

　聞こえないくらい小さな声で魔法を発動させる。鏡の数センチ手前に光の門を作り上げた。【エンチャント】で付ふ与よするより、今回はこの方法の方がいい。まだミスミドの王宮に着いてないしな。

　まずユミナが入る。次にガルンさん、アルマ、オリガさん、最後に僕が通りぬけると光の門は静かに閉じた。振り返ると王宮のユミナの部屋に一枚の鏡が取り付けられている。ちゃんと準備しとくもんだな。

「こ、ここは……」

「ベルファストの王宮です。それじゃユミナ、国王陛下に説明頼む」

「はい。……冬夜さん、お気をつけて……」

　驚きのあまり開いた口がふさがらない様子のガルンさんに声をかけ、あとをユミナに託たくす。

「これで安心しましたか、ガルンさん。では戻りますよ」

「あ、はい。行きましょう！」

　来たときと同じように鏡の数センチ手前に【ゲート】を作り、くぐり抜ぬける。

　また森の中に二人で戻ってくると、すでに出発の準備は整えられていた。

「よし、みんな！　これで大使は安全だ！　我々は竜から村の人たちを避難させるために、エルドへ向かう！」

　無事に帰って来たガルンさんの命令に、おう！　と答える獣人たち。それを見ながら僕はリオンさんの方へ歩いていく。

「リオンさんはどうします？　ベルファスト側はかかわる必要はないと思いますが……」

「こんな状況で、『我関せず』を貫つらぬいたら父上に炎ほのおの拳こぶしで殴なぐられますよ。私たちも行きます。おそらく陛下もそうおっしゃると思います」

　リオンさんはきっぱりとそう言い切った。どうやらみんなで相談して決定してたようだ。なら、問題ない。

　マップを見ると竜が村に到とう着ちやくするにはまだしばらくかかる。急がなくては。幸いこの竜の飛行速度はそれほど速くない。全力で馬車を走らせれば、一時間遅おくれくらいで村に着く。

　その一時間が命取りにならないことを祈いのりつつ、僕は馬車に乗り込んだ。
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　村が炎に包まれていた。逃にげ惑まどう人々。上空には我わが物もの顔がおで炎えん弾だんを放つ黒い竜がいた。

　力強い四し肢しと長い尾お、背中から広がる大きな翼。夜の闇やみに赤く輝かがやくその双そう眸ぼうは、この状況を楽しんでいるかのように見えた。

「村人の救出を優先させろ！　動けない者を運び出せ！」

　ガルンさんが叫ぶ。獣人の護衛兵士たちは、すぐさま倒れた柱の下した敷じきになった者や、怪け我がをして歩けなくなった者を救たすけるべく、行動を開始した。

「我々も救出を手伝うぞ！　一人残らず救け出すんだ！」

　リオンさんが号令をかけると、ベルファストの騎士たちも村人たちの救出に参加した。

「さて、僕らはあの竜をこの村から離さないとな」

　悠ゆう々ゆうと空に浮かぶあいつの気を引き、村から離す。その間にガルンさんやリオンさんたちが村人たちを救出する。ここに来るまでに立てた作戦はそんなものだった。彼かれらはオリガさんの護衛という任務がある。ここで竜と戦い、倒れるわけにはいかないのだ。

　それに相手は空を飛んでいる。こちらの武器では攻撃が届かないのだ。魔ま法ほうが使える僕やリンゼがなんとかしなくてはならない。

「【光よ穿うがて、輝く聖せい槍そう、シャイニングジャベリン】！」

　闇やみ夜よの中を一ひと条すじの光が貫いていく。しかし黒竜は宙でひらりとそれを躱かわし、口こう腔くうから炎弾を放ってきた。

「っく、【ブースト】！」

　身体強化の魔法を使い、その場から避難する。炎弾の着ちやく弾だん地点から爆ばく発はつが起こり、辺りに火の粉が降り注いだ。

　まずい。ここで戦せん闘とうをすれば、さらに被害が増えてしまう。

「琥珀！」

『御意』

　僕の呼びかけに呼応して、琥珀が通常の大きさに戻る。

「リンゼ！　乗って！」

「は、い……！」

　僕は琥珀の背に跨またがると、さらにリンゼを引き寄せ、僕の前に座すわらせる。そして一気に村の南へと駆け出だした。

　後ろを振ふり返かえると、竜が僕ら目がけて次々と炎弾を放ってきた。僕を乗せた琥珀は林を駆け抜けながら、それを右へ左へ見事に避よける。いいぞ、ついて来い、ついて来い。

　リンゼを連れてきたのは、空を飛んでいる以上、僕かリンゼしか戦力にならないからだ。僕ら二人でなんとかヤツの翼をもぎ取る。全すべてはそれからだ。

　林を抜けると広い牧草地帯に出た。見晴らしがよく、遮さえぎるものがない。ここならさほど被害は出ないだろう。身を隠かくすところがないのが痛いが……。

「ゴガアァァァアアアアァァァッ！」

　竜が咆ほう哮こうする。その声を聞いた琥珀が、低く喉のどを震わせて竜を威い嚇かくする。

『貴様……我が主を侮ぶ辱じよくするか……！　たかが空飛ぶトカゲの分際で！』

「え!?　琥珀、あいつの言葉が分かるの!?」

　驚おどろいて琥珀から降りながら尋ねると、竜の言葉を通訳してくれた。

『「我が享きよう楽らくを邪じや魔ました小さき虫よ。その身体を八やつ裂ざきにして喰くらってくれる」だと？　人の言葉も話せぬ鼻垂れ小僧が……！　これだから「蒼そう帝てい」の眷けん属ぞくは気にくわんのだ！』

　琥珀が怒りを露あらわにして空に浮かぶ黒竜を睨にらみつけた。

「享楽……？　遊びや楽しみで村を襲ったって言うのか？　ずいぶんと自分勝手なヤツのようだな」

　生きるための糧かてを得るとか、聖域を穢けがされた報復というならまだ理解できる。それなら少しだけ痛い目にあわせて追い返す、それで済ますことができないかと思っていた。

　だが、あいつは自分の快楽のために人々を襲っていたらしい。なら、こっちも遠えん慮りよすることはないよな。

「リンゼ、僕があいつを叩たたき落おとす。そしたら翼をぶった斬ぎれ」

「了りよう解かい、です」

　リンゼが小さく、こくんと頷く。僕は魔ま力りよくを集中させ、無属性魔法を展開させた。

「【マルチプル】！」

　僕の周りに小さな魔ま法ほう陣じんが竜に向けて発射台のように展開される。一つが二つ、二つが四つ、四つが八つ……次々と増えていき、やがて百を超こえたところで僕は次の魔法を発動させた。

「【光よ穿うがて、輝く聖槍、シャイニングジャベリン】」

　次の瞬しゆん間かん、一いつ斉せいに黒竜へ向かって１２８本の光の槍が発射された。僕は高位呪じゆ文もんはまだ使えないが、魔力による手数なら誰にも負けない。バズーカは使えないがマシンガンなら使えるんだよ。

「ギャオァァアァァアアァア!?」

　黒竜は迫せまり来る光の散さん弾だんを回かい避ひしようとしたようだが、１２８本の槍からは逃のがれられない。何発か体に受け、血を流しながら地面に落下した。

　しかし、すぐさま体を起こし、翼を広げて再び空へ舞まい上がろうとする。だが、リンゼがそれを許さない。

「【水よ来たれ、清せい冽れつなる刀とう刃じん、アクアカッター】」

　圧縮された水の刃やいばが黒竜の翼目がけて飛んでいく。スパッ！　と右の黒い翼が半分ほど切り落とされた。

「ゴァオァァアァァアアアァ！」

　痛みによるものなのか、一ひと際きわ大きな叫び声ごえを上げて、竜がまた飛び立とうとしていた。しかしバランスを崩くずし、少し浮かび上がっただけで、すぐさまその場に落下する。よし、これでもう空を飛ぶことはできまい。

　黒竜は憎にくしみを込めた赤い眼めをギラつかせ、口を大きく開いた。今まで炎弾を放っていたモーションとは異なる動き。なんかわからないが、まずい！

　僕は横にいたリンゼを抱き寄よせ、【ブースト】により強化された脚きやく力りよくで大地を蹴ける。

　ゴォォォオォオオォォッ！　と黒竜の口から火か炎えん放射器のように炎が吐はかれ、辺りを紅に染めた。

　こいつ、ブレスを使い分けるのか。威嚇するかのように火炎を吐き続ける竜になかなか僕らは近づけない。

　リンゼがもう一度アクアカッターで切りつけようとするが、炎のブレスで作られた火の壁かべに威い力りよくを削そがれ、ダメージを与えるまでにはいかなかった。

　と、竜の頭上にひとつの影が落ちてくる。

「やあッ！」

　落ちてきた八重の剣けん閃せんが竜の右目を切きり裂さく。

「【ブースト】ォッ!!」

　続けて、林から飛び出してきたエルゼの身体強化による渾こん身しんの一いち撃げきが、黒竜の横っ腹に炸さく裂れつする。

「グギャオァァオァアァアァァ!?」

「痛いったぁー！　硬かたすぎるわよアイツ！」

「前に戦った水すい晶しようの魔ま物ものよりは、再生しないだけまだマシでござるよ」

　八重とエルゼが文句を言いながら、竜から距離をとる。

　片目を潰つぶされた竜は怒りにまかせて、二人へ向けて炎弾と火炎を連続で吐き続けた。

「っとおッ!?」

「退たい避ひでござる！」

　慌あわててその場から撤てつ退たいする二人。爆炎と炎の壁が辺りを明るく照らし出す。

　二人に注意が向いた隙すきを狙って、僕ぼくは刀を抜き、竜に接近する。そのまま飛び上がり、刀を頭部目がけて振り下おろした。

　ガキィィィンッ！

【ブースト】で強化された一撃であったが、甲かん高だかい金属音を立てて、中ほどから刀が折れた。

「くっ！」

　なんて硬さだ。八重のように僕も残りの目を狙えばよかったか。

　僕の方を赤い眼で睨んだ黒竜が、こちらへと鎌かま首くびをもたげてくる。そのまま口を大きく開けて、ブレスを吐く体勢をとった。

　あ、まずい。そう思ったとき、どこからか一本のナイフが飛んできて、竜の左目に突つき刺ささった。

　両目を潰された竜が痛みからか、首を左右に大きく振り、火炎の息を吐く。

「【スリップ】！」

　その隙に魔法で竜の足元の摩ま擦さつを減らすと、ヤツは体のバランスを大きく崩した。巨きよ体たいが横よこに大きく倒たおれる。

　危ない危ない。【スリップ】の魔法はホント使える。空を飛ばれると無意味だが。

　しかし、ナイフが飛んでこなかったら危なかった。八重か？　助かった。あれ？　でも八重はさっきこっち側に……ナイフが飛んで来た方と逆だよな？　……まあ、いいか。それどころじゃない。

　竜りゆうが怒りの咆哮をあげる。こっちは刀が折れてしまった。さすがドラゴンと言ったところか。もっと貫かん通つう力のある攻撃じゃないと無理かもしれない。なら……。

「八重、エルゼ！　時間を稼かせいでくれ！　リンゼは大きな氷の防ぼう御ぎよ壁へきを僕の方に！　琥珀はリンゼを守れ！」

　僕の呼びかけにリンゼは魔力を集中させて呪文を紡つむぐ。

「【氷よ来たれ、永と遠わの氷ひよう壁へき、アイスウォール】」

　僕の前に大きな分厚い氷の壁が現れる。綺き麗れいな透すき通とおった氷だ。これなら充じゆう分ぶんできそうだ。

「【モデリング】！」

　氷に手をかざし、変形させていく。作る物の構造は難しくない。魔法の氷は普ふ通つうの氷とは違って溶とけにくいが、溶かして変形させているわけではないので関係ないのだ。

　数秒後、僕がそこに作り上げたのは大きな氷のレンズだった。倒れないように土台もちゃんと作ってある。

「【マルチプル】！」

　小さな魔法陣が次々と現れて、レンズの手前に展開していく。１……２……４……８……１６……３２……６４……１２８……２５６……５１２！

「【光よ穿うがて、輝く聖槍、シャイニングジャベリン】！」

　放たれた５１２本の光の槍がレンズに吸い込まれ、屈くつ折せつして一点に集中する。瞬間、【モデリング】を再び使い、レンズの厚さを調整して、焦しよう点てん距きよ離りを黒竜に合わせた。

「くらえ！」

　次の瞬間、ボボボッ！　となんとも言えない音がして、黒竜の胸部に風穴が空いていた。竜はそのまま前のめりにぐらりと傾かたむき、盛大な地じ響ひびきを立てて地面に倒れる。ドクドクと胸から流れる鮮血が大地を赤に染めていく。

「やっ、た……」

「やったでござるな、冬夜殿！」

　エルゼと八重がはしゃぎながら駆け寄ってくる。琥珀に乗ったリンゼもこちらへやってきた。

「お見事、です」

『さすが我が主あるじ。スカッとしました』

　戦いが終わり、安心してふうっと息を吐くと、そのタイミングで氷のレンズがガラガラと砕け散ちった。うおっ、びっくりした。

　と、地面に黒い影が落ちる。何かと思い顔を上げると、そこには月を背にして空に浮うかぶ、二匹目の竜がいた。

「な……！　もう一匹……!?」

　しかも倒れた黒竜よりもひとまわり大きく、赤い鱗うろこに後頭部から尻尾しつぽにかけて白い体毛が生えていた。角は長く太く、尻尾も長い。

　突とつ然ぜんの二匹目の来らい襲しゆうに、僕らが戸と惑まどっていると、空に浮かぶ赤竜が声を発した。

『こちらには戦う意思はない。我が同どう胞ほうが迷惑をかけたようだ。謝罪する』

「話せるのか、あんた!?」

『我は聖域を統すべる赤竜。暴走した者を連つれ戻しにきたのだが、どうやら遅おそかったようだ』

　赤竜はどこか悲しみを浮かべた金色の瞳を静かに閉じる。そうか、連れ戻しにきたのか……。もう少し早ければこっちも対応のしようがあったろうに……。

　なんとも言い難がたい雰ふん囲い気きの中、琥珀が赤竜の前に進み出る。

『赤竜よ。「蒼帝」に出会うことがあったら言っておけ。自らの眷属ぐらいちゃんと教育しとけとな』

『なに……？　この気配……まさか……貴方あなたは「白びやく帝てい」様か!?　なぜこのようなところに……!?』

　赤竜が驚きの声を上げる。僕はわけがわからずポカンと琥珀を眺ながめていた。意外と偉えらいのかしら、この子？

『なるほど……黒竜を倒したのは「白帝」様であらせられましたか……どうりで黒竜ごときでは相手にも……』

『勘かん違ちがいするでない。そやつを倒したのは我が主、冬夜様だ。恐れ多おおくもこの小僧は我が主を侮辱しおったのでな。当然の報いよ』

『なんと……っ!?　「白帝」様の主ですと!?　人間が、ですか!?』

　再び驚きよう愕がくした声を上げ、金の双眸が僕を見つめる。やがて静かに赤竜は地面に降り立つと、身を屈かがめて頭を下げた。

『重ね重ねのご無礼、ひらにご容よう赦しやを願いたく……。此こ度たびのことはこの黒竜一匹が起こしたこと。何なに卒とぞ温情をもって……』

「あー、まあ理由はわかったからいいよ。でも今回だけだよ。二度とこんなことがないように若いヤツらに言い聞かせてよね」

『は。必ず。直ちに聖域へ戻もどり、皆みなに伝えましょう。それでは失礼いたします』

　赤竜は立ち上がり、もう一度頭を下げると、翼つばさをはためかせ、ゆっくりと上じよう昇しようしていき、頭上をひと回りすると南の方へ去って行った。

『まったく迷惑な。これだから「蒼帝」は……』

　ぶつぶつと文句を言いながら、琥珀がポンッとまた子供の虎サイズに戻る。「蒼帝」ってのとだいぶ仲が悪そうだなあ。「竜りゆう虎こ相あい搏うつ」と言うし、仕方ないのかしら。あれ？

　周りを見み渡わたすと三人が地面に座り込んでいた。

「どしたの、みんな？」

「どうしたのって……動けなかったのよ……」

　エルゼが掠かすれた声を出す。ああ、琥珀を召しよう喚かんした時のユミナと同じ状態か。あの赤竜もかなり上位の竜だったんだろうな。あの金色の眼、魔ま眼がんだったのかもしれない。

「冬夜さん、は……大丈夫だったんですか？」

「全然。なんとも」

「なんか理り不ふ尽じんさを感じるでござるよ……」

　と、言われてもなあ。おそらく神様効果だろうし、どうしようもない。

　そういえば怖こわいと感じる心はあるけど、それで足がすくむようなことはあまりないな。

　そんなことを考えながら、僕はみんなに回復魔法をかけて回った。
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「あー、疲つかれたー」

　僕は草むらに身体を投げ出し、大の字に寝ね転ころがった。東の空から昇のぼる太陽が眩まぶしい。もう朝か。

　黒竜を倒したあと、僕らは村の中を奔ほん走そうしまくった。リンゼは火災を水の魔法で消してまわり、エルゼと八重は怪け我が人にんが残っていないか村中を探してまわり、僕はその怪我人を回復魔法で治ち癒ゆし続けた。（ちなみにマップで「怪我人」を検けん索さくして回復魔法をかければ、一発ですんだことにあとで気がついた）

　幸い死者は出なかったが、村は壊滅状態に近い。被ひ害がい甚じん大だいだな……。

「冬夜殿、ここにいましたか」

「あ、リオンさん、お疲れ様さまです」

　寝転がる僕の元へリオンさんが歩いてきた。どうやらだいたい収束したらしい。どこからか炊たき出しのいい匂いがしてくる。

「しかし、たった四人で竜を仕留めてしまうとは……。驚きを通り越して呆あきれてしまいます」

「なんでもあれはそんなに強くない若い竜だそうですよ。だからじゃないですかね」

　リオンさんの言葉に僕は赤竜から聞いたことをぼかして話す。と、そこへ狼おおかみ隊長のガルンさんもやって来た。

「おお、冬夜殿。あの竜のことなんだがどうする？」

「どうする、とは？」

「いや、あれだけの素材だ。売ればものすごい金になるだろう。しかし、どうやって運ぶか……」

「売れる？　竜の死体がですか？」

　なんでも竜は鱗や爪つめ、角、牙きば、骨などは加工して武器や防具の素材に、肉は美味なので食しよく料りようとして、余すとこ無くかなりの高値で売れるんだそうだ。

　で、その権利は倒した僕らにあるんだけど、みんなは僕に一任するって言ってたらしい。うーん、そうだな……。

「じゃあ、アレはこの村の人たちに差し上げます。村の復興に多少役立つでしょうから」

「竜をか!?　全部か!?」

「冬夜殿、わかってますか!?　ものすごい価値がある素材なんですよ!?　金額で言ったら王金貨十枚は下らないんですよ!?」

　王金貨十枚って……え、一億円以上もするの!?　さすがにもったいなかったか、と考え直そうとした僕の視界に、村人たちの姿が映る。あ、聞かれたな、こりゃ……。

「……コノ村のためになるなら大したことないデスヨ。どうか役に立ててクダサイ」

　今さらやっぱり無し、とも言えず、引きつった顔で二人にそう答える。

「……ミスミドを代表して感謝する。ありがとう、冬夜殿」

「はあー……。父上が言った通り、器の大きい人ですね。頭が下がります」

　感謝と尊敬の眼まな差ざしが向けられるが……違うんだ、見み栄えはっちゃっただけなんだよ、うん……。みんな許してくれるかな……。

　インチキ転移鏡を使って、オリガさん、アルマ、ユミナを連れて帰ってくると、まずオリガさんに礼を言われた。竜を倒し、村を救ってくれたことに対してらしいが、死者が出なかったのは、護衛の人たちの活かつ躍やくがあったからだと思う。

　その彼らも力ちから尽つき、馬車の周りで仮か眠みんをとっている。正直、僕もとっとと眠ねむりたい。そんな気持ちを遮るように、僕らのところに杖つえをついた獣人の老人がやって来た。

「村長のソルムと申します。この度たびは村を襲った竜を倒していただき、その上、村の復興に多大なる援えん助じよまで……ありがとうございました」

　援助ってのはあの竜の亡なき骸がらのことだろうなー。やっぱりもったいなかったかな……。でも村がこんなになって、この人たちもこれから大変だろうし。……ま、仕方ないか。

　村長は村の人たちになにか持ってこさせた。長さ一・五メートルくらいの緩ゆるいカーブを描えがく円えん錐すい状じようの黒い物体……あ、これって。

「これはあの竜からとった角の一本です。これだけでもお持ちください」

「え、でも……」

「なんでも武器を損傷したとか。この角があれば、新しい武器の素材にすることも、売って新品の武器を買うこともできましょう」

　なるほど。なら貰もらっておくか。村長から角を受け取ると、そのあまりの軽さに驚いた。それでいて鋼鉄よりも遥はるかに硬いんだそうだ。あんな巨大な竜が飛べるのも、なんとなくわかった気がする。

　これよりも硬いものになるとヒヒイロカネ、ミスリル、オリハルコンぐらいしかないそうだ。

　とりあえずありがたく角はいただいて、僕は村長さんたちの前から離はなれた。

　正直もう眠くて仕方がなかったのである。

　なんとか自分たちの馬車に辿たどり着つき、その中を覗のぞくと、エルゼとリンゼ、八重が眠っていた。

　僕も一緒に寝ねるわけにはいかないので、馬車の横の草むらに横になる。

「冬夜さん、毛布をどうぞ」

　そこに一枚の毛布を持ってユミナがやってきた。ナイスタイミング。僕は閉じそうになる瞼まぶたに抵てい抗こうしながら彼かの女じよに礼を述べると、毛布を受け取ってそれに包くるまる。

　あったかい。も、無理。そして僕は目を閉じてまどろみの中に落ちていった。










　目を覚ますと空をバックにユミナの顔が見えた。まだぼんやりとした目で僕を覗き込むユミナの顔を見つめる。

「お目覚めになりましたか？」

　頭の下に柔やわらかな感かん触しよく。あれ？　えーっと、この状態は膝ひざ枕まくら……ですか？

　ゴロゴロッ、と地面を転がってそこから脱だつする。ちょ、いつからされてた？

　がばっと身を起こすと、周りの村人や、すでに起きていた護衛の人たちがニヤニヤと生温かい目を向けてきた。うああ……！　なんだこの恥はずかしさ！　大衆の前で女の子に膝枕って！　嬉うれしくないと言ったら嘘うそになるけど、恥ずかしさの方が勝まさります！

「あら、お目覚めのようね」

「……よく、眠っていました、ね」

「気持ちよさそうでござったなあ～」

　ぞわり。背後に悪お寒かんを感じ、恐る恐る後ろを振り向むく。そこにはにこやかな笑えみを浮かべた、三人の女の子が静かに立っていた。顔はとても優やさしそうに笑っているのに、三人とも目が笑っていない。あ、あら……？　なんか怒おこってます……？
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「あの～……なにかありました……？」

「「「別に～？」」」

　いや嘘だろ。なら、なんでそんな拗すねたような顔してるのさ。

「はいはい、そこまでにしましょう。じゃんけんは神聖な勝負です。恨うらみっこなしのはずですよ？」

「わかってるわよ……」

「……うん……」

「残念至し極ごく……」

　手を叩いてユミナが割り込んでくると、三人とも目を逸そらし、おとなしくなる。……君らなんか勝負したの？

「冬夜殿、そろそろ出発の準備をお願いします。王都に村のことを報告しなければなりませんので」

　オリガさんとガルンさんがやってきて、僕らに出発を促うながす。変な雰囲気だったので、これ幸いと僕は馬車へと向かう。後ろからの視線が気になるが、気づかないフリをしよう。

《琥珀、僕が寝てる間になんかあったの？》

　馬車の方にいるらしい琥珀に念話を送る。なにか知ってるかもしれない。

《はあ、まあ……なんと言いますか……その、女の戦いがあったというか……》

《？》

　なんかわからないがユミナ以外機き嫌げんが悪いのは確かだ。どうにかしないとなあ……。あ。

　ちょっとしたことを思いついた僕は、村長さんの家へ向かい、交こう渉しようして「それ」を手に入れた。










　揺ゆれる馬車の中でやっと機嫌が直った三人に僕は安あん堵どしていた。エルゼ、リンゼ、八重、ユミナの腕うでには銀色のブレスレットが輝いている。

　先ほど村長さんの家から譲ゆずって貰った（ちゃんと代金は払はらった）いくつかの銀製品から【モデリング】を使って完成させたのである。デザインはネットで手て頃ごろなやつを選んだ。そして、日頃の感謝の印としてみんなにプレゼントしたのだ。

　みんな初めはびっくりしていたが、喜んで受け取ってくれた。ちらちら腕に嵌はめたブレスレットを眺めているところをみると、どうやら気に入ってくれたようだ。たまにニヤニヤしているのはちょっと引くけど……。

「オリガさん、王都まではあとどれくらいですか？」

「王都ベルジュまではあと二日とちょっとでしょうか。途と中ちゆうの町で、冬夜さんはなにか武器を調達した方がいいかもしれませんね」

　うーん、そうだなあ。ガルンさんの話では、竜の角でなにか武器を作ってもらうなら王都の方がいいらしい。でもそれまで丸まる腰ごしってのもな。魔法オンリーでも戦えるけど、なんか心細い。

　ん、待てよ、【モデリング】を使って自分で作ればいいのか？　いや、失敗したら損失が大きいよな……。

「とりあえず二日ぐらいですし、武器が無くても魔法でなんとかしますよ」

　たった二日のために一時しのぎの武器を買うのも馬ば鹿からしい。王都ベルジュに着けばもっといい武器も売っているだろう。僕がそう答えると、オリガさんが思い出したように、自らのバッグから布に包まれたなにかを取り出した。

「そういえばコレを村長から預かってました」

　オリガさんが布で包まれた一本のナイフを手て渡わたす。片かた刃はで刃渡り二十センチほどの、反りが入った黒いナイフだった。

「これは？」

「？　竜の目に刺さっていたと聞きましたが……冬夜さんのでは？」

　ああ、あのとき竜の目に突き刺さったやつか。回収してくれたんだな、村長さん。僕はそれをオリガさんから受け取ると再び布に包み、八重に手渡そうとした。

「ほら、八重」

「？　拙せつ者しやのではないでござるよ？」

　え？　ならエルゼ……も違ちがう？　リンゼなわけはないよな。え、じゃあこれって誰のナイフ？　っていうか、あそこに誰かいたってこと？　何者かがあの現場にいて、僕らの手助けをしたってことか？　一応、助けてくれたんだから、敵ではないらしいけど……。

《琥珀。あのとき僕ら以外に誰かいたのか？》

《はい。確かに林の木の上に気配を感じました。おそらくは二人……。こちらへの殺気はなかったので村人の誰かかと思ったのですが》

　琥珀に念話で確かく認にんする。僕らと竜の戦いを誰かが監かん視ししていたのは確からしい。いったい何のために？

　そういえばラングレーの町で、僕とユミナを誰かが見ていた気配があったな。同じ人物だろうか。

　考えてもわからない。ナイフを調べてみたが、別に変わったところはないように見える。

　とりあえずこれはしまっとこう。鞘さやがないと不便だな。

　それにしてもいったい何者なんだろう……？
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「はぁー……こう来たかぁー……」

　王都ベルジュに到着して、その真白き宮きゆう殿でんを見たとき、思わず漏らした感想がそれだった。

　あれだ、インドのタージ・マハルに似てる。皇こう帝ていが愛あい妃ひのために建てたといわれる総大理石の墓ぼ廟びよう。「王おう冠かん宮きゆう殿でん」という意味を持つ白はく亜あの建物。

　まあ、似てると感じただけで、けっこう違う部分も多いけど。

　日干し煉れん瓦がで作られた街並みや城じよう壁へきに比べて、白い宮殿がすごい目立つ。例えるならアラビアンナイトの世界にインドの宮殿が交じりあったような都だ。

　馬車が走る街並みはベルファストに比べるとまだまだ未開発といった感じが否いなめない。しかし、そこにいる人たちの活気はそれに劣おとるものでは決してなかった。

　様々な種族が行き交い、賑にぎわいを見せている。多種多様な文化が入り交じり、発展を遂とげている。それがこの都の姿なのだと思った。

　高い建物が立ち並ぶ通りを抜け、宮殿への長い橋を渡わたる。都に巡めぐらされた水路の上を走はしり抜けると、宮殿の敷しき地ちに入った。

　馬車を降おり、オリガさんと僕ら五人、そしてガルンさんと、リオンさんの八人が、宮殿の庭を横目に歩道を歩いていく。美しい庭園では小鳥が遊び、等とう間かん隔かくに植えられた木々の上からは、リスがこちらを見ていた。

　長い階段を上がり、宮殿の中へと入る。明るい日差しが天てん井じようの明かり取りから降り注ぎ、それが大理石の白と相まって、眩しく輝いている。

　僕らは中庭の中央を貫く、円柱が並ぶ回かい廊ろうを奥おくへ奥へと進み、装そう飾しよくが施ほどこされた大きな扉とびらの前まで来た。

　ギギギギィ、と重い軋きしみを上げて、門番の兵士達が扉を開いていく。

　広がる赤い絨じゆう毯たんに、天窓から光が差し込む謁えつ見けんの間には、左右に様々な亜あ人じんが並んでいた。誰だれも彼も立派な身み形なりで、この国の重臣たちのようだが、角があったり、翼があったり、様々な人種がいるようだ。

　そして謁見の間の奥、少し高くなった玉座に、この国の王が座っていた。

　獣じゆう王おうジャムカ・ブラウ・ミスミド。雪ゆき豹ひようの獣人らしい。歳としは五十代前半くらい。白い髪かみと白い髭ひげを生やしたその顔からは、王としての力強さと威い圧あつ感を受けた。鋭するどい双眸からはなんとも言えない迫はく力りよくと共に、どこか悪戯いたずらめいた光を感じる。

　獣王の前で僕らは全員片かた膝ひざをつき、頭を垂れた。

「国王陛下……オリガ・ストランド、ベルファスト王国より帰き還かんしてございます」

「うむ、大たい儀ぎであった」

　獣王が静かに頷く。続けてオリガさんの後ろに控ひかえるガルンさんとリオンさんにも声がかけられる。

「ガルン、そしてベルファストの騎き士し殿どのもオリガの護衛を無事果たしてくれたことを嬉しく思う」

「「ははっ」」

　そして獣王はやおらこちらを眺め、眼を細めながら、小さな笑みを浮かべる。

「そなたたちがベルファスト王からの使いの者たちだな？　なんでも旅の途中、そなたたちだけでエルドの村を襲おそった竜を倒したとか。それは事実か？」

「はい。その通りでございます。ここにいる私以外の四名で、村を襲った黒竜を退治いたしました」

　獣王の質問に毅き然ぜんとした態度で答えたのは、静かに立ち上がったユミナだった。

「……そなたは？」

　謁見の間にて少しも緊きん張ちようすること無く、自分に視線を向けてくる少女に、怪け訝げんな顔で獣王が誰すい何かした。

「申もうし遅れました。ベルファスト王国国王、トリストウィン・エルネス・ベルファストが娘むすめ、ユミナ・エルネア・ベルファストでございます」

　謁見の間にどよめきが広がる。そりゃそうだ、一国の姫ひめがいきなり現れたのだから。事情を知ってるオリガさんとリオンさんはまだしも、ガルンさんが目を剥むいて驚いている。

「なんと……ベルファストの姫ひめ君ぎみがなぜ我わが国くにに？」

「ミスミドとの同盟は我が国にとってそれだけ重要ということですわ。これは父上からの書状でございます。どうかご確認を」

　そう言って懐ふところから一通の手紙を取り出す。いつの間にあんなの受け取ってたんだろ。ああ、村でベルファストの王宮に一時避難してたときか。

　側近の一人が恭うやうやしくその書状を受け取り、玉座の獣王へと手渡す。封ふうを開け、それにざっと目を通すと、ミスミド国王はユミナの方を見て笑みを浮かべる。

「なるほど……。あいわかった。ここに書かれている内容を前向きに考え、近いうちに答えを出そう。それまでは姫ひめ様さまとそちらの方々もゆるりと我が宮殿で過ごしてくれ」

　書状を側近に手渡し、獣王は静かに僕らに向けてそう言葉をかけた。

「と、堅かた苦くるしい話はここまでにしてよ。さっきから気になっていることがあるんだが……」

　急に砕くだけた口調になった獣王の眼が、僕の傍かたわらにいる琥珀に向けられる。まあ、気になるだろうな、普通。

「そこの白虎びやつこはおまえさんたちの連れか？」

「はい。ここにいる冬夜殿どのの……従者のようなものですね」

『がう』

　肯こう定ていするように琥珀が短く答える。ミスミドにおいて白虎は神聖視されている。それを従者扱あつかいはどうかと思ったが、首輪やリードなどで拘こう束そくされているわけではないので、誰も文句はつけてこなかった。

　獣王はじっと琥珀を見つめていたが、やがて静かに目を僕の方へ向けた。

「……なるほど。白虎を従えた勇者が竜を討うったか。ふふふ、久しぶりに血が滾たぎるのう。どうだ、冬夜とやら。ひとつワシと立ち合わんか？」

「は？」

　僕が間ま抜ぬけな声を上げてポカンとしているのをよそに、周りの重臣たちは一斉に諦あきらめが交じったようなため息をついた。え、なんですか、それ？










　白亜の王宮の裏手には広い闘とう技ぎ場じようがあった。まるでローマのコロッセオだな。この国は本当に多文化過ぎる。

　僕はここに連れて来られ、獣王との勝負をすることになってしまった。どういうことだよ、いったい。

「申し訳ない、冬夜殿。獣王陛下は強い者を見ると手合わせをせずにはいられん気き性しようでな。正直我らも困っている」

　そう言って僕に謝あやまったのは、この国の宰さい相しようであるグラーツさん。灰色の翼を持つ有翼人である。歳は四十代後半か。翼と同じ灰色のローブを着込み、口くち髭ひげを生やしている。

「ここはひとつ、ガツンと痛い目にあった方がいいと思うのでな。全力でやってくだされ」

「いやいやいや。あなた方の王様でしょうが。いいんですか、それで？」

　呆れた目で僕はグラーツさんを見る。するとグラーツさんの横に控えていた人たちも口々に文句を言い出した。

「かまわん、思いっきりやってくれ。だいたい陛下は国務をなんだと思ってるのか！　ふらりと居なくなったと思えば戦士団の訓練に参加して、全員ぶちのめしているし！」

「こないだも新しい武器を思いついた！　とか言って、鍛か冶じ屋やへとすっ飛んで行きました！　そのあとの予定が全部ズレて、どれだけ私が苦労したか！」

「私には国を挙げて武ぶ闘とう大会を開こう、とか言ってましたよ。どこにそんな予算があるってんですか！　ねえ!?」

　……なかなかミスミドの重臣たちも苦労しているみたいだ。変な王様だな。いや、ベルファストの王様もだいぶ変な気もするが。

　とりあえず木ぼつ剣けんを持って闘技場の中央へ向かう。観客席には僕の仲間たちとミスミドの重臣たち、そしてミスミド戦士団の隊長クラスが陣じん取どっていた。

　獣王陛下も片手に木剣、片手に木の盾たてを持って待ち構えていた。僕は動きの妨さまたげになるのと、使い慣れてないという理由で、盾は遠慮した。

「勝負はどちらかが真しん剣けんならば致ち命めい傷しようになる打だ撃げきを受けるか、あるいは自ら負けを認めるまで。魔法使用も可。ただし本体への直接的な攻こう撃げき魔ま法ほうの使用は禁止。双そう方ほうよろしいか？」

　審しん判ぱん役やくを務める浅黒い肌はだの有角人が獣王と僕、両方に説明する。魔法の直接攻撃は無し、か。うーむ、どうしようかね。重臣団からガツンとやってくれと言われてるし、遠慮は無用かな。

「あの……本当にやるんですか？」

「ふふふ、手加減は無用。実戦と思ってあらゆる手を使い、ワシに勝ってみせるがいい！」

　一応、確認のため尋ねたが、獣王陛下は楽しそうに笑っている。ダメだこりゃ、本気だ。五十代とは思えない筋肉してるし、鍛きたえてるんだろうなあ。

　仕方ない。ご本人もこう言ってることだし。実戦のつもりでやるか。

　審判の有角人が右手を大きく上げて僕と獣王を交こう互ごに見たあと、勢いよくその手を振り下ろした。

「では、始め！」

「【スリップ】」

「どわっ!?」

　すてーん！　と獣王陛下が盛大にすっ転ぶ。その隙に距きよ離りを詰つめ、木剣を陛下の喉のど元もとに突きつけた。

「はい、決着ですね」

「ちょ、ちょ、ちょっと待った！　これは無しだろう!?　なんだ今のは!?」

「僕の無属性魔法【スリップ】です。攻撃魔法以外ならアリとのことでしたので」

「いやいやいや！　あれはダメだ！　勝負とかそれ以前の問題だろう！」

　納なつ得とくいかない決着に駄だ々だをこねる獣王陛下。まあ、気持ちはわからんでもない。でも実際、本当の戦闘ならこれが一番効果的なんだよなあ。空を飛んでる奴やつらには効かないけど。

「もう一回だ！　今度はその魔法無しで！」

「えー……どうしますー？　宰相さんたちー？」

　僕は宰相のグラーツさんたちに声をかける。一いつ瞬しゆん、わけがわからないような顔をしていた彼かれらだが、「あ」と理解したとばかりにニンマリとした笑みを浮かべる。

「そうですなあ。これ以上は政務に支障をきたすので困りますかなー」

「グ、グラーツ！　そう言うな、少しだけだ。少しだけ、な!?」

「そうは申しましてもねえ」

　獣王陛下が宰相の元へ駆かけ寄り、ああだこうだと話し合う。「ちゃんとやるから！」とか「もうサボらないから！」とか聞こえてくるが。

　それに対して重臣団がいろいろと条件を出しているみたいだったが、やがて陛下が小さく肩かたを落とした。宰相たちが出して来た、いろんな条件を呑のんだようだ。悪いことしたかな……？

「冬夜どのー。申し訳ないが陛下ともう一戦お願いしますー！」

　ほくほくとした嬉しそうなグラーツさんの声を背に受けて、獣王陛下が再び僕の前に立つ。あ、なんかちょっと怒ってる？

「いいか、今度はあの魔法は禁止だからな！」

「了解です」

　もう一回仕切り直し。審判さんが再び右手を振ふり下ろした。

「始め！」

　試合開始と同時に獣王が打ち込んできた。僕は正面からそれを受け止め、身体からだを捻ひねって流すように回避する。一いつ旦たん後ろに飛とび退のき、今度はこちらから仕し掛かける。

「【砂よ来たれ、盲もう目もくの砂さ塵じん、ブラインドサン……】」

「遅い」

　弾だん丸がんのように飛び込んで来た獣王の盾に押おされ、体勢を崩す。くっ、魔法の詠えい唱しようを止められたか。僕はそのまま木剣を払って牽けん制せいし、再び距離を取る。

　しかし、それを読んでいたかのように追つい撃げきの突きが放たれてきた。胸めがけて迫ってきたそれを躱かわしたと思ったら、続けざまに喉元に再び突きが迫る。

　二段突き!?　首を横に逸らし、耳の真横を剣けん先さきが突き抜ぬけていく。危な！

　後手に回ったらダメだ。攻せめなくては！

「【マルチプル】！」

　小さな魔ま法ほう陣じんが僕の足あし下もとから次々と地面に展開していく。

「むッ!?」

　突とつ如じよ現れた魔法陣に、追撃の足を止める獣王。まあ、そうなるよな。だけどコレは相手を足止めするだけのブラフ、引ひっ掛かけだ。

「【ブースト】！」

　身体強化の魔法を使い、爆ばく発はつ的てきな脚力で獣王に迫る！　よし、もらった！　僕は勝利を確信した。

「【アクセル】」

　獣王がそうつぶやいた次の瞬しゆん間かん、捉とらえたと思っていたその姿が消きえ失うせ、僕の木剣は虚むなしく空を斬きる。

「な……!?」

　茫ぼう然ぜんとする僕の背後から気配を感じ、ほぼ反射的にしゃがむと、頭の上を獣王の木剣が水平に振り抜かれた。そのまま転がりながらその場を脱し、体勢を整える。なんだ、今のは!?

「今のを避よけるか！　やるな、冬夜とやら」

「今のは……ひょっとして無属性魔法ですか？」

「そうよ。ワシの無属性魔法【アクセル】だ」

　やっぱりか。加速魔法かな。いきなり動きが見えなくなった。瞬しゆん間かん的てきなものなのか、一定時間持続するものなのかわからないが。

「どういった魔法なんですか？」

「なに、身体の素す早ばやさを上げる、それだけの魔法だ。動いてるときに身体に魔ま法ほう障しよう壁へきも発動するんで、馬鹿みたいに魔ま力りよくを食うから常時発動はできないがな。その速さに普通の人間は反応できないはずなんだが、よく避けられたな」

　どうやら純じゆん粋すいに加速魔法らしい。魔法障壁ってのは超ちようスピードから身体を守るためのものかな。

「なるほど、よくわかりました。いい魔法を持ってますね」

「だろ？」

「なので、ありがたく使わせてもらいます。――――【アクセル】」

　加速魔法を発動させる。一瞬にして獣王の横を通り抜け、抜き打うちにした僕の木剣は空から振ぶりに終わった。

　あれ？　タイミングが合わなかった。胴どうを打ったつもりが、獣王の横を通り抜けてから剣を振ってしまった。慣れないとけっこう使い辛づらいぞ、これ。ちょっと動いたつもりだったんだけど、動く感覚がズレる。

「な……！　おま、今の……！」

「意外と難しいですね。でも次は当てますよ」

　僕は超ちよう速そくのスピードで獣王に迫せまる。相手も【アクセル】を発動し、同じ加速状態で激しく打ち合い、躱し、飛び退き、また打ち合う。稲いな妻ずまのように連続で叩たたきつけられる剣けん撃げきに、同じように剣を合わせ、撃うち落おとしていく。だんだんとこのスピードにも慣れてきた。思考能力も速くなるのかな。

　同じ加速世界にいる僕らには普通の戦いだが、周りの人間には目で追うことも難しいはずだ。

　そしてさらにその速さを倍加する方法を僕は持っている。【アクセル】からの、

「【ブースト】ッ！」

　ドンッ！　とさらにもう一段加速する。魔法による加速と、脚きやく力りよくによる加速。目で追うことすらできなくなるであろう神速のスピード。瞬発的にだが、【アクセル】を遥かに超こえる超ちよう加か速そくを手に入れる。
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「なッ!?」

　僕は一瞬にして獣王の背後に回り、その首にピタッと木剣を押し付つけた。

「チェックメイト」

「……その言葉の意味はよくわからんが、ワシの負けのようだな」

　両手を上げて獣王陛下が負けを認める。それを見て審判が大きく右手を上げた。

「勝者、望もち月づき冬夜殿！」

　審判のその声をきっかけにして、闘技場の観客席から一いつ斉せいに拍はく手しゆが送られる。正直、その国の王様を倒たおしたらブーイングの嵐あらしじゃないかと思っていたのだが、杞き憂ゆうだったようだ。

「まさかお前も【アクセル】の使い手だとはな。ワシはどこか自分の魔法に絶対の自信を持ち、思い上がっていたようだ。戒いましめなければならんな」

「いや、まあ、ははは」

　笑って誤ご魔ま化かす。無属性魔法は個人魔法。同じ使い手はそうそういるもんじゃない。系統が同じで似たような魔法とかはあるが。だから獣王陛下が油断するのも仕方がないと思う。今回のは言ってみれば反則だしなー。

　しかし、六属性魔法を使わせてもらえなかったな。ああも呪じゆ文もん詠えい唱しようを邪じや魔まされると発動できない。ま、普通は魔ま法ほう使つかいは後衛だから、チャンバラする必要はないんだけどね。

　無属性魔法みたいに、無詠唱で発動できればな……。










　その夜は王宮で軽いパーティーが催もよおされた。ミスミドの重臣たちや、有力貴族、主要な大商人などを迎むかえて、オリガさん帰還のお祝いと、ベルファスト王女であるユミナの歓かん迎げい会かいのようだ。

　本格的な宴うたげではないため、正装する必要はないのだが、せっかくだからと着き替がえさせられた。

　白のたっぷりとした上下に黒のベスト。そして幅はば広ひろの紺こんの帯。これでターバンでも巻いたら、どこのシンドバッドかアラジンかと言った格好である。

　立食形式のパーティー会場では、皆思い思いに会話を楽しみ、食事に舌した鼓つづみを打っていた。

　主しゆ賓ひんのユミナを含ふくめ、エルゼ、リンゼ、八重は、まだこの場にいない。あちらも正装させられているのだろうか。護衛に琥珀をつけたからおかしなことにはなってないと思うが。

「やあ、冬夜殿。似合ってますね、その衣装」

　シャンパン片手に、鎧よろいを脱ぬいで燕えん尾び服ふくに身を包つつんだリオンさんがやってきた。もともとブリッツ家は男だん爵しやくの家系らしいから、こういう場にも慣れてるんだろう。

「っていうか、僕ぼくもリオンさんみたいな服でよかったんじゃないですかね……」

　似合うか似合わないかは別問題だが。まあ、同じ衣装でリオンさんの横にいると肩かた身みが狭せまいから、これはこれでよかったか。イケメンと比べられるのはガラスのハートに傷がつく。

「それで、その、オリガ殿はどこですかね？」

「僕は見てませんけど……」

　何気ないふりをしてリオンさんが尋たずねてくる。そういえばもう一人の主賓である彼女の姿もない。まだ来てないのかな？　そわそわと落ち着きがない騎き士し様に、苦く笑しようしながら会場を見渡す。

「冬夜さん！」

　そんな声と共に、急に後ろからどすっと腰こしの辺りに抱だきつかれた。振り向くと下にはピコピコと動く小さな狐きつねの耳。

「やあ、アルマか」

　可愛かわいらしいドレスに身を包んだ狐の女の子の頭を撫なでる。と、アルマの後ろに恰かつ幅ぷくのいい、白い髭をたくわえたにこやかな紳しん士しが立っていた。その白しら髪が交じりの頭からぴょこんと伸のびた耳、太くて長い尻尾しつぽ。あ、もしかして。

「初めまして、アルマの父のオルバと申します」

　やっぱりか。差し出された手を握にぎりながら、狐の親子を眺める。年を取ると耳とか尻尾にも白髪が交じってくるんだな……。

「どうも、望月冬夜です。冬夜が名前で望月が家名です」

「ほう、イーシェンのお生まれで？」

　久しぶりだなこのフレーズ。

「ベっ、ベルファスト王国第一騎き士し団だん所属、リオン・ブリッツでありましゅ！」

　噛かんでる噛んでる。テンパりながら僕に続いてオルバさんと握あく手しゆを交かわすリオンさん。まあ、アルマの父親ということは、オリガさんの父親でもあるということだし、無理もないか。

「娘むすめ達たちを護衛していただき、本当にありがとうございました」

「い、いえっ、それが我々の任務でしゅから！」

　噛んでる噛んでる。いくらなんでもテンパりすぎだろ。助け船ぶねを出すわけではないが、なんとなしにオルバさんに話しかける。

「オルバさんはお仕事は何を？」

「私は交易商をしております。ベルファストからもいろいろと良いものを仕入れさせていただいてますよ」

　交易商人か。どうやらいろいろと扱っているようだ。

「最近では『将しよう棋ぎ』というものを何とか手に入れて、こちらで売ってみようかと思っています。なんでもベルファスト国王陛下も気に入って嗜たしなんでいるものだとか」

「え？　将棋を？」

　いつの間にそんなことになっていたのか。どうやらオリガさんに送ってもらった手紙に書いてあったらしく、それで興味を持ったらしい。

「将棋なら一セット持ってますからお譲りしましょうか？」

「おお、本当ですか！　それはありがたい。本物を一度見てみたかったのですよ」

　確か旅の途中に作った将棋が馬車の中に置いてあるはずだ。

「では明日にでも届けましょう。僕はちょっと用事があるので、リオンさん、オルバさんのところへ届けてもらえますか？　ルールはオリガさんが知ってるので、教えてもらえると思います」

「え!?　私がですか!?」

　急に自分に振られて、リオンさんが慌あわてふためく。

「リオンさんの父上は国王陛下の信任厚いレオン将軍でして。将棋の相手もよく務めているそうですよ」

「ほう、あのレオン将軍ですか！　それはそれは、ぜひ我わが家やに来ていただいてお話をうかがいたいものですな」

　オルバさんがにこやかな笑みを浮うかべて、リオンさんの方へ語りかける。娘の結けつ婚こん相手として、家いえ柄がら的には問題あるまい。オルバさんに気に入ってもらえるといいが。まあ、結婚とかになると二人の気持ち次し第だいだから、余計なお世話かもしれないけど。

「は！　それでは後日、うかがわせていただきます！」

　ビシッと直立不動の姿勢をとるリオンさん。相変わらず堅いなあー、この人。

　大だい丈じよう夫ぶかね、と真ま面じ目め過ぎる隣となりの騎士様を心配していると、急に会場がざわめきだした。

　ん？　なんかあったのかな？

　ざわめいた会場入口の方へ行ってみると、そこには獣王陛下とオリガさん、そしてユミナたちが立っていた。

　オリガさんはベルファスト王国の煌きらびやかなパーティードレスに身を包み、逆にユミナたちはインドのサリーのような民族衣装を身に纏まとっていた。エルゼは赤、リンゼは青、八重は紫むらさき、ユミナは白と、それぞれ色が違うが、みんなよく似合っていた。傍らには琥珀がつき従っている。

「おう、冬夜殿。なかなか似合ってるじゃないか。ミスミドの貴族と言われてもおかしくないぞ」

「そうですかね……」

　にやにやしながら僕を眺ながめる獣王陛下。なんかなー、こういうのは慣れないと気き恥はずかしい。

　ふと横を見るとドレスを纏ったオリガさんに、目を奪うばわれているリオンさんがいた。あらら。オリガさんの髪にはいつかの髪かみ飾かざりが光っている。ほほう、これは脈有りなんじゃないですかねえ。

「似合ってますよ、冬夜さん。素す敵てきです」

「うん、バッチリじゃない？」

「……いつもと、違う魅み力りよくがあります」

「かっこいいでござるよ、冬夜殿」

　みんなが僕を見て褒ほめてくれる。なんだか照れるな。

「みんなもよく似合ってるよ。あ、写真撮とっていいかな？」

　スマホを取り出してカメラアプリを起動させる。構えてシャッターを押すと辺りにフラッシュが焚たかれた。

　僕らはなんともなかったが、会場のみんなはフラッシュに驚おどろき、会場の壁かべに控えていたミスミドの兵士たちが腰の剣に手をかける。しまった、フラッシュはまずかったかな。

「なんだ今のは？」

　獣王陛下が僕の手の中にあるスマホに目を向ける。こりゃ、すぐに弁明した方がいいな。

「すいません、これも僕の無属性魔法でして。その場面の映像を記録して保存するものなんですよ」

「？　よくわからんが……」

　獣王陛下に今撮った画像を見せる。笑え顔がおで並ぶユミナたち四人がそこに映っていた。

「ほう！　一瞬で絵を描く魔法か？　同じような魔法を使うやつがリーフリース皇国にいると聞いたことがある。これは取り出したりできんのか？」

　へえ、皇国にも同じような魔法の使い手がいるのか。ちょっと見てみたいな。どうやら写真の細かい説明まではしないですみそうだ。

「できますよ。紙とか転写できるものがあれば」

　獣王陛下が持って来させた紙に、撮った映像を見ながら【ドローイング】で転写させていく。するとたちまちその紙にセピア色した四人の少女の姿が浮かび上あがった。古いモノクロ写真のような画像だ。カラーにできなくもないんだが、この方がわかりやすい。

「おお！　これはすごいな！　冬夜殿、ワシも描いてもらえるか？」

「いいですよ」

　本人がいるならカメラを使わなくても、見たまま【ドローイング】を発動させれば描ける。

　決めポーズの獣王陛下の写真？　を描き上げると、大変喜ばれた。が、そこからはちょっとした騒さわぎになってしまった。流れでオルバさん家族を転写したのをきっかけに、我も我もと頼たのまれてしまい、片かたっ端ぱしから転写する羽目になった。

　一枚転写するのは十秒もかからないので、それ自体は苦ではないのだが、あーでもないこーでもないと、ポーズを決めかねる人たちが多くて、手間がかかる。インスタントカメラ扱いだ。正直疲つかれた。

　どさくさに紛まぎれて、リオンさんがオリガさんとのツーショットを頼たのんできた。むろん、転写してあげましたけど。こうなるとインスタントカメラというよりプリントシール機扱いだな。

　主要な人たちのリクエストを終え、一息つこうと会場の外に出た。廊ろう下かの角に設置してあるソファに腰こし掛かけ、身体を沈しずめる。会場に比べてここは静かで落ち着くな。

　ぼーっと自分から延びていく廊下を眺めていた時、さらにその先の廊下を奇きみ妙ようなものが横切った。

「え？」

　思わず変な声が出る。

　遠くの廊下をひょこひょこ歩いていくモノ。簡単に言えばそれは熊くまだった。そりゃ、亜人の国なんだから熊の獣人とかはいる。さっきのパーティー会場でも何人かいたし。だが、そこを歩いていくのは熊のぬいぐるみだった。

　背の高さは五十センチくらい？　どう見ても熊のぬいぐるみだよな……。でもなんでぬいぐるみがひょこひょこ歩いているんだ？　……疲れてんのかな。

　と、歩いていたクマがピタッと立ち止まり、こちらの方を見た。やばっ、目が合った。




　じ――っ……。

　じ――――っ……。

　じ―――――――っ……。

　じ――――――――――っ……。




　前もあったな、こんな状態。ん？

　くいっ、くいっとクマが手招きしている。……ついて来いっていうのか？　どうしようか……？

　結局、ついて行くことにした。なんかヤバそうだったら【アクセル】を使って全力で逃にげよう。

　ひょこひょこ歩くクマについて行くと、会場から少し離はなれた部屋の前に来た。ドアノブに手が届かないクマが、器用にジャンプしてノブを回し、ドアを開ける。中に入るとまた、くいっくいっと手招きされた。入れってのか？

　薄うす暗ぐらい部屋に入ると窓から差し込む月明かりが見えた。そこそこ広い部屋で、家具などもしっかりと揃そろえられている。

「……あら？　奇妙なお客さんを連れて来たわね、ポーラ」

　不意に聞こえてきた声に、僕はびっくりして辺りを見回す。すると、窓の前、赤いソファにひとりの少女が腰掛けていた。

　年としの頃ころはユミナやアルマと同じくらいか。ツインテールにした白い髪に黄おう金ごん色いろの瞳ひとみ。フリルが付いた黒いドレスに黒い靴くつ、そして黒のヘッドドレスとまるでゴスロリ衣装だな。普ふ通つうならそっちに目がいったのだろうけど、僕は彼かの女じよの後ろに広がるものに釘くぎ付づけだった。

　月明かりにキラキラと光る、薄うすく半はん透とう明めいの羽。鳥などの翼つばさではなく、蝶ちようの翅はねが背中から伸びていた。ひょっとして妖よう精せい族ってやつか？

「それで？　貴方あなたはどなたかしら？」

「あ、僕は冬夜。望月冬夜。名前が冬夜ね」

「イーシェンの生まれ？」

　それはホントにもういいから。といっても、似たようなものかな、としか返せないけど。

「なるほど、今日のパーティーに来ているって言ってた、話題の竜りゆう殺しね？」

「竜殺しって……。まあそうだけど。で、君は？」

「あら、ごめんなさい。自己紹しよう介かいが遅おくれたわね。私は妖精族の長、リーンよ。こっちの子はポーラ」

　妖精族の長!?　この子が!?　驚きに声も出ない僕を見て、おかしそうにリーンはクスクスと笑う。

「こう見えても貴方よりずっと年上よ？　妖精族は長ちよう寿じゆの一族だから」

「年上!?　ってどれくらい……」

　一瞬、女性に年ねん齢れいを聞くのは失礼に当たるか、と思ったのだが、リーンは気にする様子もなく、うーん、と考え込んでいた。

「どれくらいかしら……？　六百は確実に超えていると思うけど」

「ろっぴゃく!?」

「面めん倒どうだから六百十二歳ってことにしといて」

　いや、しといてって……。目の前の少女が六百歳オーバーとは……なんでもありだな、異世界。その年齢なら妖精族の長ってのもわかる気がする。

「妖精族は成長が遅おそいの？」

「……違うわよ。妖精族はある一定の年齢になると成長が止まるの。普通は人間で言うところの、見た目が十代後半から二十代前半くらいで止まるんだけど、私の場合、成長が止まるのが早かったのよ」

　プイと、唇くちびるを尖とがらせてぶつぶつとつぶやく。どうやら成長しない身体にご不満のようだ。そうした見た目はユミナとかと変わらないのにな。

　そんなリーンを慰なぐさめるように、ポーラが椅い子すの背もたれに乗って、よしよしと頭を撫でる。

「ところでそのポーラなんだけど……ひょっとして召しよう喚かん獣じゆうなのか？」

「違うわよ。正しよう真しん正しよう銘めいクマのぬいぐるみ。動いているのは私の無属性魔法【プログラム】が働いているからよ」

「【プログラム】？」

　プログラムってあのコンピュータのか？　まさかこのクマ、ロボットなのか？

「無属性魔法【プログラム】は、無機質なものにある程度の命令を入力して動かすことができる魔法よ。そうね、例えば……」

　たたた、と部屋の端はしに置いてあった椅子を僕の前まで持ってくる。リーンが手を翳かざし、魔力を集中させると椅子の下に魔法陣が浮かび上がった。

「【プログラム開始／

移動：前方へ二メートル／

発動条件：人が腰掛けたとき／

プログラム終しゆう了りよう】」

　椅子の下の魔法陣が消えていく。そしてリーンがその椅子に腰掛けると、ゆっくりと前へ進んでいき、二メートルほど進むと動きを止めた。

「速度の指定を忘れたわね。まあ、こうやって魔法による命令を組み込むことができるのよ」

　なるほど。確かに【プログラム】と言えなくもない。入力したことしかできないが、物体を自動化できるのか。ひょっとしてものすごく使えるのではないだろうか。

「それってポーラに『飛べ』って命令を組み込めば飛ぶことができるの？」

「それは無理ね。そこまでの力はないわ。【プログラム】でできるのは簡単な動きくらいだから。でも、鳥の模型の羽を動かして、飛ばせるとかならできるわよ」

　なるほどなるほど。制限はある、と。それでも使えるな、この魔法は。

「ちょっと僕もやってみよう」

「え？」

　椅子に魔力を集中。床ゆかに魔法陣が現れ、【プログラム】の準備ができる。

「【プログラム開始／

移動：後方へ人の歩く速度で五メートル／

発動条件：人が腰掛けたとき／

プログラム終了】」

　椅子の下の魔法陣が消えてから、試ためしに腰掛けてみる。すると、先ほどよりは少し速い速度で五メートルほど後退した。うん、使えるな。

「貴方……今なにをやったの？」

　リーンが目をパチパチとさせて、その視線を僕の方へ向けてきた。

「なにって……【プログラム】？」

「なんで疑問形なのよ……。っていうか貴方も【プログラム】の使い手だったの？」

「えっと、あー、そうみたい」

　リーンが訝いぶかしげな視線を向けてくる。
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　……ポーラの時と同じじゃないか、コレ。これがペットは飼い主に似るってやつか？　……ちょっと違ちがうか。

　やがて、ふうっと息を吐はき、腕うでを組んだ。

「いろいろ聞きたいことはあるけれど、今はやめときましょう。……ポーラに気に入った人間がいたら、連れてきてと言っておいたけれど、また面おも白しろいのを連れてきたわね。シャルロッテ以来の掘ほり出だし物ものかもしれないわ、貴方」

「シャルロッテ？」

　聞き覚えのある名前に思わず反応する。まさかあのシャルロッテさんか？

「私の弟で子しの一人よ。今はベルファストで宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しをしてたわね、確か」

　やっぱりあのシャルロッテさんだった。え、待てよ……と言うことは……。

「ああ！　ぶっ倒れるまで魔法を使わせといて、魔力を無む理り矢や理り回復させて、またぶっ倒れるまで魔法を使わせるっていう、地じ獄ごくの修しゆ業ぎようをさせたあの鬼おに師し匠しようか！」

「[image: ]!?」

　怖こわい怖い。そんなに睨にらまないで下さい。僕が言ったんじゃないんです。すんません。ホントすんません。

「……まあ、いいわ。シャルロッテはいつかひっぱたくとして。冬夜、貴方の魔法の才能は素す晴ばらしいわよ。無属性以外ではどの属性を使えるの？」

「全属性使えるけど」

「………もう驚かないわ」

　しばらくため息をついて考えこんでいたリーンだったが、ゆっくりと金色の目をこちらに向けると、自らの目の前でパンッと両手を打った。

「――――決めたわ。貴方、私の弟子になりなさい」
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「は？」

　ツインテールのゴスロリ少女は、妖精の羽を揺ゆらめかせて小さく笑った。








◇　◇　◇









　昨日、妖精族の長、リーンに「弟子になれ」と言われた僕であったが、丁てい重ちようにお断りしておいた。誰が好き好んで鬼おにの師し匠しように師事したいと思うのか。僕に変な性せい癖へきはない。もっとも向こうはずっとブータレてたが。

　その後、パーティーもつつがなく終了して、僕らは割り当てられた部屋に戻もどり、柔やわらかいベッドで眠りについた。まともな寝しん台だいで寝ねるのは久方ぶりでなかなか寝ね付つけなかったが、いつしか寝ていたようで、気がついたら朝になっていた。

　さて、今日はちょっと試してみたいことがある。スマホで幾いくつかのサイトを巡めぐり、目的に使えそうな物を片っ端から【ドローイング】で転写していく。うん、だいたい揃ったな。

　部屋に届けられた軽い朝食を食べたあと、転写した紙の束を持ち、琥珀を連れて、宰相のグラーツさんのところへ向かった。

　外出したい旨むねを伝え、城門の通行許可証であるメダルを借りる。その際に【ドローイング】で自画像の転写を頼まれた。どうやらグラーツさんも欲ほしかったらしい。

　それからリオンさんのところへ行って、将棋セットを渡わたしてきた。ついでにリフレットの町が、将棋で町まち興おこしをしようとしていることを、オルバさんに宣伝しておくように頼んでおく。

「あら、お出かけですか？」

　城内での用事を済ませた僕と琥珀が、城下町へ出ようと城門へ向かおうとしたら、ばったりとユミナとリンゼに出会った。二人とも朝食を終え、中庭へ朝の散歩に出ようとしたところらしい。

「ちょっと城下町に買い物にね。一いつ緒しよに行く？」

「もちろんです」

「私、も」

　エルゼと八重も誘さそおうかと思ったが、リンゼによると今日は二人ともミスミドの戦士長たちとあの闘技場で合同訓練をするんだそうだ。……まさか獣じゆう王おう陛下まで参加してたりしないだろうな。

　三人と一匹ぴきで連れ立ち、城門をくぐり抜け、城下町へ出る。

　さて、えーっと、あれ？

「……金属ってどこで売ってるんだ？」

「金属、ですか？」

「うん、鉄とか銅とか真しん鍮ちゆうとか、そういったモノ。インゴットで売ってるとありがたいんだけど」

「インゴットがなにかよくわかりませんが、鍛か冶じ屋やに行けば譲ゆずってくれるのでは？」

　なるほど。スマホを取り出して鍛冶屋を検けん索さく。何なん軒けんかあるな。一番近いところへ向かうか。

　東の通りを真まっ直すぐ進むと、十字路の角にその鍛冶屋はあった。カーン、カーンと鎚つちを打つ音が店の奥おくから聞こえてくる。

「へい、らっしゃい。研とぎかい？　打ち直しかい？」

　店の前にいた有角人の店員が、話しかけてきた。交こう渉しようすると快く譲ってくれるというので、鉄、真鍮、鉛なまりを文庫本二冊ほどの板状で数枚売ってもらった。ちょうど真向かいにあった道具屋で小さい木材と、靴くつ底ぞこに使うゴム板も買っておく。

「さて、あとは火薬か……」

　一応「火薬」で検索してみると、あっさりヒットした。魔法道具取とり扱あつかい店てん……。まあ、魔法の道具とも言えなくはないか。

　何はともあれ、そこで火薬を中瓶三つ分買った。一応、これで材料は揃ったかな？

「……何か作るんですか？」

　リンゼが買った物を見て、不思議そうに尋ねてくる。

「武器をね、作ってみようかと」

「武器？」

　首を傾かしげる二人を連れて、路地裏に入り、【ゲート】で一旦城の部屋に戻る。置いてあった一メートルほどの竜の角を持って、再び【ゲート】で、ミスミド王都に来る際に通った近くの森の中に出た。

　ここなら人目もないから大丈夫だろう。

　そこにあった切り株の上に紙の束を置いて、風で飛ばないようにインゴットをさらに上に置く。

「よし、じゃあこの竜の角を……あ」

　しまった。このままじゃ使えない。小さく切り分けないと。なにか切る物……って元々普通の道具じゃ切れないか、コレ。

「リンゼ、悪いんだけど魔法でこれくらいに切れないかな」

「いいですよ」

　角の先せん端たんからここまでと範はん囲いを指定する。

「【水よ来たれ、清せい冽れつなる刀とう刃じん、アクアカッター】」

　シュバッと音をたてて竜の角が様々な大きさに切断される。いや、リンゼがいてくれて助かった。切り落とされた物を手に持ってみると、見た目よりかなり軽かった。プラスチックみたいだ。こんなに軽いと強度が不安になってくるが、これで鉄より遥はるかに硬かたいっていうんだからすごいよなあ。

　おっと、感心してる場合じゃない。始めますか。

　転写した紙の束とにらめっこしながら、パーツパーツを一個ずつ記き憶おくしていく。ま、変になってもあとから少しずつ調整していけばいいんだが。

　よし、やるか。

「【モデリング】」

　角の形をゆっくりと変形させていく。バレル、シリンダー、ハンマー、トリガー……とパーツを作り出し、同時に木材でグリップを作り、それも含めて組み上げていく。

　十分後、僕の手の中には黒光りする一丁の回転式拳けん銃じゆう、リボルバーがあった。

　一応レミントン・ニューモデルアーミーという銃を参考にしているが、若じやつ干かん寸すん詰づまりになったかしら。まあ、たいして変わらないので気にしないことにする。

　連射性が欲しかったので、シングルアクションをダブルアクションに変えてたり、シリンダーの部分とかもいじってたりするから、中身はまったくの別物だし。デザインがカッコ良かったので、参考にしたってだけだからな。

　銃を握って、感かん触しよくを確かめてみる。うん、悪くはない。ちょっと軽い気がするけど。軽くて悪いということはないと思う。

「さて、次は弾丸の方だな」

　インゴットと火薬を使って、弾頭ブレツト、薬莢ケース、発射薬パウダー、抽筒板リム、雷管プライマーと、ネットで調べた通りに作り上げていく。

　何種類かの弾丸を五十発ずつ作ってみた。とりあえずこれくらいでいいだろ。

　回転式弾だん倉そうに弾丸を六発込め……とその前に。

「【エンチャント：アポーツ】」

　銃に【アポーツ】の魔法を付ふ与よする。さらに、

「【プログラム開始／

発動条件：所有者による「リロード」の発言／

発動内容：高速にて空から薬やつ莢きようを排はい出しゆつ、【アポーツ】による半径一メートル以内からの弾丸引き寄せにより空いている弾倉に再さい装そう填てん／

プログラム終了】」

　っと、これでよし。いちいち弾たまを込めてたら面倒だし。ならオートマチックを作れよ、と言われそうだが、そこは趣しゆ味みだ。リボルバーの方が断然カッコいい。

　あらためて弾を込め、目の前の木に向けてリボルバーを構え、引き金を引く。

　ガォンッ！ と爆ばく発はつ音おんをたてて、弾丸が発射された。おおう、思ってたより衝しよう撃げきがくるな。横にいたリンゼとユミナが耳を塞ふさいでいる。弾は……外れたみたいだ。

　続けて二発、三発と撃ったが、イマイチ命中精度が良くない気がする。僕の腕が下手なのかね。真っ直ぐ飛ばないっていうか……あ。

　そっか、ライフリングってのを作ってないんだ。銃じゆう身しんの中にある螺ら旋せん状じようの溝みぞ。確かジャイロ効果とかで弾丸に回転を与あたえて、真っ直ぐ飛ぶようになるんだっけか。

【モデリング】を発動し、ライフリングを作ってみる。それからもう一度試し撃ちをしてみると、今度は前よりも真っ直ぐ飛ぶようになった。

　弾丸を全すべて撃ち尽つくしたところで、再装填の確かく認にんをする。

「リロード」

　僕の言葉と同時に空薬莢がパパパパパパッと排出され、地面に落ちる。そして、切り株の上に置いてあった弾丸六発が消え、シリンダーに再装填された。引き金を引く。弾丸が再び発射される。うん、問題なさそうた。

「完成ですか？」

「うん、まあね。これは『銃』って言ってね。遠えん距きよ離り攻こう撃げきの武器なんだ。片手で扱えて、弓矢より強力」

「……すごいですね。大砲の小型化ですか……」

　リンゼが僕の手に握られた銃を眺めながら小さくつぶやく。大雑把な大砲はこの世界にもあるらしいが、正直【エクスプロージョン】が使える魔法使いが一人いれば事足りるので、さほど活用されてないっぽい。

「銃はこれで完成だけど、まだ試すことがあるんだよ」

　僕はそう言って、シリンダーから弾だん丸がんを全て抜き取り、一発だけ手にとった。

「【エンチャント：エクスプロージョン】」

　弾丸に爆ばく発はつの魔ま法ほうを付与する。さらに、

「【プログラム開始／

発動条件：銃口から発射された弾頭が着ちやく弾だんしたとき／

発動内容：弾丸を中心に【エクスプロージョン】を発動／

プログラム終了】」

　魔法を付与した弾丸をシリンダーに込めて、さっきの試射で穴だらけになった木に向けて撃った。

　ドゴォン！ と爆音を響かせて、撃った木を中心に周りの木々も全て木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散る。【エクスプロージョン】が発動したのだ。

「な……！」

「はわわ……」

　リンゼとユミナが腰を抜かしている。よし、これで攻撃魔法を無む詠えい唱しようで使えるぞ。毎回弾丸に【エンチャント】や【プログラム】をするのは面倒だけど。いや、まとめてすることもできるし、それほど苦でもないか。

　ゴム弾に【パラライズ】を付与すれば相手を殺さずに無力化することだって可能だ。これほど便利な武器はない。（相手が防ぼう魔まの護ご符ふを持っていたら【パラライズ】は効かないが）

「冬夜さん、その銃って私にもいただけないでしょうか？」

「私も欲しい、です」

「え？」

　ユミナとリンゼの申し出に、うーん、と少し考えてしまう。後衛の二人がこういう武器を欲しがるのはわかるけど、危険過ぎないか心配だ。過保護かね。

　もともとユミナは弓矢とか危険物を持っているし、リンゼなんかドラゴンの翼を切り落とすこともできるし、今いま更さらかな。

　属性を無視して魔法を使えるようになればかなり有利に戦えるのは確かだ。火属性がないユミナが【エクスプロージョン】を使うこともできるわけだし。

「じゃあ、とりあえずこの中から好きなデザインのを選んで」

　画像検索で呼び出したいろんな銃を【ドローイング】で浮かび上がらせる。二人とも食い入るように見つめ、やがて、ユミナはコルトＭ１８６０アーミー、リンゼはスナブノーズと呼ばれるバレル部分が短いタイプのＳ＆Ｗ　Ｍ３６という銃を選んだ。

　リンゼのはともかく、ユミナのはちょっと彼女の手には大きくないかと思ったが、まあデザインだけだからサイズは何とかなる。中身は僕のも合わせてほとんど違いはないし。口径とかね。

　けっこう大雑把に作ってるよな……。ガンマニアに怒られそうだ。弾を飛ばすだけなら銀玉鉄砲でもよかったか。いや、そこはこだわりというかなんというか。銃、撃ってみたかったし。

　二人の銃をさらに切り出した竜の角で作り、手て渡わたす。一応【プログラム】で本人以外は引き金が引けないようにしておく。

　何も付与してないゴム弾を百発ほど作り、半分ずつ二人に渡すと、早速二人は撃ち始め、感触を確かめている。

　竜の角でできているから普通の銃より軽く、女の子でも扱あつかいやすいみたいだ。

　さて、ここからが実は本番だ。銃はあくまで僕のメイン武器を生み出すための土台に過ぎない。

「【モデリング】」

　切り分けた竜の角を変形させて、再び銃の形を作っていく。しかし今までと違うところは、この銃の形が異質なモノであるということだ。

　銃口の下部とトリガーガードの前面から伸びる刃は。グリップは緩やかにカーブを描えがき、全体的に直線に近いフォルムを作り出していた。全体的には銃というより短たん剣けんに近い。

　銃とナイフの融合体。ナイフと言っても刃は渡わたり三十センチ近くあり、かなり分厚い。そして厚く作ったのにはわけがある。

「【プログラム開始／

発動条件：所有者の「ブレードモード」「ガンモード」の発言／

発動内容：【モデリング】による刀身部分の短剣から長剣、長剣から短剣への高速変形／

プログラム終了】」

　さらに今までと同じようにリロード機能も【プログラム】する。弾をリロードし、武器を構えて引き金を引く。銃声と共に弾丸が木の枝をあっさりと破は壊かいした。よし、銃の機能は問題ない。

「ブレードモード」

　僕の言葉に反応し、一いつ瞬しゆんにして刃渡り三十センチのナイフから、八十センチの剣へと変形する。分厚い刀身が三分の二ほどに薄くなり、その分伸びたというわけだ。

　長剣になった状態で振ふり回してみる。重さは感じない。

「ガンモード」

　再び刀身が短く分厚い状態に戻る。よし、変形機能も大丈夫だ。

「すごいですね、剣にも銃にもなるんですか？」

「完全前衛のエルゼや八重、完全後衛の君たちと違って、僕は前衛後衛どっちもできたほうがいいからね」

　ユミナの質問に前から考えていたことを話す。それに獣王との戦いで、魔法が使えないときの対処も考えるべきだと思った。その答えがこの武器だ。

「……それで、この武器の名称は何と？」

「そうだなー、『ブリュンヒルド』……とかにしとこうかな」

　リンゼの質問に苦笑しながら答える。「エクスカリバー」とか「バルムンク」だとか、伝説の武器の名称にするより、好きだったレトロゲームの最強武器の名前にした。面白かったなー、あのゲーム。じいちゃんの持ってた古いゲームなんだけどね。

　新しく手に入れた武器、ブリュンヒルドを眺めながら、僕は子供の頃に憧れたファンタジーの世界で、いまこうして剣を振るっている状じよう況きように、あらためて自分の人生の波は瀾らんさを感じていた。








◇　◇　◇









　一通りの試し撃うち＆【プログラム】による起動実験を終えたあと、ブレードモードでの耐久性も確認した。

　パーツを組み合わせて作ってはいるが、【モデリング】で可動しない部分はほぼ一体化している上に、竜の角の靭じん性せいも兼かね備そなえている。実際、太い大木を難なく切り倒たおすことができた。斬きれ味は以前の刀の比ではない。
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　それから僕らは再び城下町に戻り、ナイフ用の革かわ鞘さやを三つと、さらに大きめの革鞘一つを購入し、【モデリング】で変形させて、銃を収納するホルスターを作った。このまま剥むき出しで歩くと目立つからね。

　それと弾丸を入れておく専用のウエストポーチも三つ購入した。とりあえず二人には今は街中だし、魔ま獣じゆうに襲おそわれる心配もないので、【パラライズ】を付与したゴム弾だけを与えているが、僕ぼくのはゴム弾の他に実弾も入ってる。あ、ひょっとしてリロードするユミナたちの真横に僕がいたら、僕の実弾の方がリロードされる可能性もあるな……。

　それに気付いて、あらためてみんなの銃を【プログラム】し直した。「範はん囲い内ないにある発言者が望む弾丸を」「リロード」するようにする。元々【アポーツ】の魔法なのでこれくらいは可能だ。

　あとは何を弾丸に【エンチャント】するかだなー。【エクスプロージョン】はリンゼも旧王都の遺跡で使ってたが、瓦が礫れきの山を一気に吹っ飛ばす程の威い力りよくがあるからな……使いどころが難しい。【イグニスファイア】くらいなら……着弾と同時に相手が火だるまに……これもやり過ぎな気がする。

　ま、人間相手には【パラライズ】で充じゆう分ぶんか。護符を持っていて効果がなかったとしても、ゴム弾によるダメージはかなりのもんだろう。あとはゆっくり考えよう。

「せっかく城下町に来たんだから、なんか食べていこうか？」

「いいですね。この国の郷土料理を食べてみたいです」

「確か『カラエ』という料理が有名、です」

「カラエ」か。話の種に食べてみるか。近くにあった屋台で売ってるみたいなので、行ってみた。立て看板に「ビーフカラエ」「チキンカラエ」「カツカラエ」といろいろメニューが並んでいる。あれ、この匂においは……。

　ユミナはビーフカラエ、リンゼはチキンカラエ、僕はカツカラエを注文し、（琥珀はなぜか食べるのを拒きよ否ひした）屋台横のテーブルに着くとすぐにそれが運ばれてきた。

　この色、この匂い……やっぱりカレーだよな、コレ。ご飯はないからカレーライスではないけど。

「あのさ、これって……」

　辛からいかもしれないよ、と言う間もなく、二人はスプーンですくって口に運んでいた。

「「ッ!?」」

　ガタッ！　と口を押おさえて立ち上がり、涙目になる二人。あー、やっぱり辛かったか。甘口ならよかったのにな。この様子だとかなり辛口らしい。

　テーブルに置いてあった水差しから、二人とも奪うようにコップに水を注つぎ、一気に呷あおる。それを見ながら僕も自分のを一口食べてみるが、かなり辛かった。食べ慣れている僕でさえこうなのだから、初体験の二人にはかなりの衝撃だったのだろう。

「しゅごい味でしゅた……」

「みゃだ、舌がぴりぴりしまふ……」

　呂ろ律れつが回らなくなるほど辛かったか。カラエ料理の屋台をあとにした僕らは、口直しに別の屋台で売っていた果実ジュースを買って飲んでいた。

「慣れるとそれほどでもないんだけどね」

「冬夜しゃんは食べたことがあったんでしゅか、カラエ？」

「あー、似たようなものならね」

　まだ呂律の怪しいユミナに曖あい昧まいに答える。リンゼもジュースに入っていた氷を口に含み、コロコロさせていた。そういやこの世界に来て、辛い食べ物ってあまりなかったな。ベルファストとかでは甘あまいものが多かった気がする。……ん？

　そんなことを考えていたら、なにか視線を感じたので、辺りを見回す。んん？　この感じ……前も確か……。

《主あるじ。何者かがこっちを監かん視ししております。おそらく以前の奴やつらと同じかと》

　琥珀が念話で僕に話しかけてくる。やっぱりか。

《ラングレーの町で僕らを見ていた奴らか……よし、ちょっと挨あい拶さつに行ってみるか。どこにいるかわかる？》

《主から見て右手、一番高い建物の上です》

　気付いてないフリをしながら、それとなくその建物の上を見てみる。三階建ての屋上みたいなところに確かにいるな。かなり遠いけど。

「一応、準備はしとくか。『リロード』」

　腰こしに差した剣けん銃じゆうブリュンヒルドに【パラライズ】を付与したゴム弾をセットする。

「冬夜さん？」

　突とつ然ぜんリロードした僕に、二人が不思議そうな目で見てくるが、説明はあとだ。

《琥珀は二人を守ってて》

《お気をつけて》

　よし、行くか。

「【ブースト】」

　身体強化の魔法を使い、一気に飛び上がる。そのまま、横にあった建物の屋根の上に乗り、さらに前の屋根の上へと飛び移る。屋根から屋根へ、一気に突つき進み、謎の監視者がいる建物の上へと辿たどり着ついた。

「や」

「「！」」

　軽く挨拶をした僕の来訪に、そこにいた二人の監視者たちは驚いていた、と思う。

　と思う、というのは、表情がわからないからだ。二人とも同じような黒いローブを纏い、僅かに見えたローブの下も黒い服だった。そしてフードをかぶった顔を隠かくす白い仮面。額に奇妙な紋様が描かれた仮面だ。二人とも同じかと思ったが、一人は六角形、もう一人は縦に長い楕だ円えん形けいの紋様だった。

「えっと、話はわかるかな？　君たちは何者か教えて欲しいんだけ……ど」

　突然、六角形の方が小さな試験管のようなものを取り出すと、それを足元に叩きつけた。瞬しゆん間かん、ものすごい閃せん光こうが辺りを襲う。

「く……！」

　眩まぶしさから回復した目を開けると、そこにはもう誰だれもいなかった。逃げられたか。だが、そうはいかない。スマホを取り出し、「仮面の不ふ審しん者しや」で検索。いたいた。北の路地裏を逃げているな。まだ追いつける。

「【アクセルブースト】！」

　魔法による超ちよう加か速そくで屋根の上を駆かけ抜ぬける。景色がものすごいスピードで後ろに流れ、あっと言う間に路地裏を逃げていく二人の姿を、屋根の上から捉とらえることができた。

　回り込み、二人の前へと降おり立つ。

「「!?」」

　またしても仮面でわからないが、驚おどろいているように思う。しかし、すぐさま六角形の方が再び懐ふところに手をいれて、例の試験管を取り出そうとしていた。おっとそうはいかない。

　躊ちゆう躇ちよなく、僕は剣銃ブリュンヒルドを抜いて、試験管を取り出そうとしていた仮面の人物に向けて引き金を引いた。

　銃声と共に六角形が崩れ落ちる。どうやら麻ま痺ひを防ぐ護符を持ってないようだな。相方を撃たれたもう一人、楕円形は、僕と倒れている六角形を交こう互ごに見ながら、どうしようか迷っている感じだった。隙すきあり。路地裏に再び銃声が響き渡った。










「さて、と。どうするかね」

　麻痺している二人を、【モデリング】で変形させたワイヤーで縛り上げ、路地裏の壁かべにもたれさせる。仮面を取って正体を見てもいいんだが、【パラライズ】は身体からだが麻痺するだけで意識は残ってる。「一族の掟おきてで顔を見られたからには生きてはおれぬ」とか「顔を見た相手は必ず殺す」とかだったら最悪だからなあ。

「今から麻痺を治してあげるけど、おとなしくしてよ？」

　二人の目を覗のぞき込み、そう話しながら魔ま力りよくを集中していく。

「【リカバリー】」

　柔らかな光が仮面の二人を包む。これで二人からは麻痺の効果は消えたはずだ。さて、なにか話してくれるといいんだが。

「で、君たちは何者？　なんで僕らを監視していた？」

「……………」

　うむむ、黙秘権ですか。

　と、ワイヤーが食い込んで痛いのか、六角形の方が身じろぎをした。いや、ここから脱出するために何かをしようとしたのかもしれない。さっきの閃光薬？　のようなもので、ワイヤーを腐らせる薬とか持ってたら面倒だな。用心のために道具類は取り上げておくか。

　僕は六角形の懐に手をいれた。

「ひゃうっ!?」

　六角形が可愛かわいらしい声を上げ、むにょん、と手に伝わる柔らかい感触。それがなにかと理解した途端、全身から汗あせがぶわっと出た。

「お、お、女の人でした、か!?」

　六角形がこくんと小さく頷うなずく。手を素す早ばやく引っ込めたが、まだ柔らかな感触が手に残っている。ヤバい。顔が赤くなっている気がする。あれ、でも今の声……どっかで聞いたような……。

　そのとき、さっき手を引いたときに当たったのか、六角形の紋様がついた白い仮面がカランと音を立てて、地面に落ちた。その下から現れた顔は、僕が知っている女性の顔だった。

「え!?　ラピス……さん？」

　顔を赤らめながら、ベルファストの王都にいるはずの、ウチのメイドさんは、またこくんと小さく頷いた。








◇　◇　◇









「我々は『エスピオン』。ベルファスト国王陛下直属の諜ちよう報ほう員いんです」

「国王陛下の？」

「はい。今は王女様の身辺警護を任じられています」

　ラピスさんの説明になるほどと納なつ得とくする。仮にも一国の王女様を預けるとか、ずいぶんと放任主義なんだなーとか思っていたが、こういうことか。陰かげながらユミナを守っていたわけだ。

　そういや「銀月」の天てん井じよう裏うらでなにか物音がしていたな……。ネズミかと思っていたけど、ラピスさんたちだったのかもしれない。「エスピオン」ってのは御お庭にわ番ばんとかスパイとかを合わせたようなモノなのかな。

「警護はラピスさんたち二人だけ？」

「いえ～、あと数人いますよ～。みんな女の子ですけど～」

　間延びした声で答えるもう一人のウチのメイドさん。仮面を外したセシルさんは、にこにこと緊きん張ちよう感のない顔で微笑ほほえんでいた。みんな女の子なのか。まあ天井裏とかに潜んで警護しているなら、着き替がえとかプライベートを考えて、その方が望ましいのかもしれないな。

「ってか、ずっとついて来たの？　ベルファストから？」

「それが任務ですので」

「そういや一度、家に【ゲート】で戻った時に二人とも居なかったっけ。と、すると執しつ事じのライムさんもグルか」

「そうですよ～」

　まんまと騙だまされたな。さらに詳くわしく聞くと、メイドギルドに所属しているのは本当なんだそうだ。潜入捜査のために必要なスキルなんだそうで、「エスピオン」の女性メンバーはほぼ所属しているらしい。

「あ、ひょっとして黒こく竜りゆうと戦ってたとき、ナイフを投げてくれたのって……」

「あれはセシルです。彼かの女じよは投げナイフの達人ですので」

「えへへへ～。それほどでもないですよお～」

　照れたように頬ほおを染めるセシルさん。このほわほわした人がねえ……。人は見かけによらないって本当だな。

　そのセシルさんが、急にシュンとなり、おずおずと上目遣づかいで僕に視線を向けてきた。

「それで、あのぅ～……やっぱりクビですかねぇ～……」

「？　なんで？」

「だってぇ、旦だん那な様さまに雇やとわれてメイドに来たのに、こんなことしてたわけですしぃ～……」

　ああ、そういうことか。僕に雇われていたにもかかわらず、裏で王様に仕えていたってのを気にしてるのか。

「別にクビにする気はないよ。王様だって娘むすめを心配して君らをよこしたんだろうし。そんなんでクビにしてたら、ライムさんもクビにしなくちゃならないだろ」

　そんな心の狭せまい人間に見えるんだろうか。娘を心配する父親の心情くらい汲くむ度量はあるつもりだが。

　二人はほっと胸を撫なで下ろしたように息を吐いた。

「それでこれからどうするんですか？」

「今まで通り陰からユミナ様をお護まもりします……が、旦那様にひとつお願いが……」

　言いにくそうに今度はラピスさんが上目遣いでこちらを見てくる。やっぱり旦那様は慣れんなあ……。

「私達の正体は姫ひめ様さまにはどうかご内密に……」

　ああ、陰ながら護る任務なのに、正体がバレるのはマズいのかな。

「姫様に護衛がついていたことがバレると～、国王陛下が姫様に怒られてしまうんですよ～」

　そんな理由かよ……。まあ、娘を信じて送り出したと格好つけたのに、実は全く信じてませんでしたと言ってるようなもんだからなあ。父親って大変だな……。

　ま、秘密にしておくことに関してはやぶさかではない。とりあえず、今まで通りと言うことにして、二人と別れ、ユミナたちの元へと戻る。

　琥珀には念話で事情を話したが、ユミナとリンゼには「逃にげられちゃった」と嘘うその報告をした。実際、あの閃光薬で一度逃げられているけど。不思議そうな顔をされたが、なんとか誤ご魔ま化かし、その日は城に戻った。










　次の日、ベルファストとミスミドの同盟内容を話し合うため、国王同士が会談する運びとなった。

　首脳会談というわけだが、どちらがどちらに来るのかで少し揉もめた。結局、ベルファスト国王がミスミドにやって来ることになり、転移するための（ということになっている）姿見を会議室にセットする。

　会議室の中にはリオンさんを始め、僕らと一緒にやって来たベルファストの騎き士したち、ミスミド側は獣王陛下と宰さい相しようのグラーツさん、狼おおかみの獣人ガルンさんを隊長にした戦士団何名かが控ひかえている。

　鏡の上で【ゲート】を開き、その中から、国王陛下と弟のオルトリンデ公こう爵しやくが現れる。

　鏡の中から人が現れた事実に、みんな驚きを隠せなかったようだが、それも一瞬のことで、当然のごとく、一国の国王を恭うやうやしく出で迎むかえた。

「ようこそミスミドへ、ベルファスト王よ」

「お招きに感謝する、ミスミド王」

　互たがいに握あく手しゆを交かわす。ここからは国同士の話し合いだ。部外者の僕は席を外すとしよう。

　会議室から失礼して、廊ろう下かに出る。あとは会談がうまくいくことを願うだけだ。

　と、廊下の向こうからひょこひょこ歩くクマのぬいぐるみ、ポーラをお供にして、リーンがやって来た。相変わらず黒ずくめのゴスロリ衣裳である。

「ベルファスト国王がやって来たみたいね」

「うん、さっきね。いま中で会談中」

　左右に警備の兵士が立つ扉とびらを指差しながら、リーンに答える。

「で、弟子になる気にはなった？」

「だから、その気はないっていうのに」

　あれからしつこく僕を弟子にしようとするリーン。終しまいには仮弟子でいいから、みたいなことを言い出した。なんだその仮入部みたいなのは。だいたいそれって弟子より下なんじゃないのか？

　横にいるポーラも「こっちこいよ！」みたいなジェスチャーで誘いをかける。

「しかしポーラはぬいぐるみなのにホント生き生きとしてるな……。まるで生きてるみたいだ」

「そういう風に【プログラム】を重ねてきたから。もう二百年近く、いろんな反応、状況から自分の行動を起こせるようにしてあるのよ。人間だって叩たたかれて痛ければ泣くし、バカにされたら怒るでしょう？」

　二百年もか。その蓄ちく積せきされた無数の【プログラム】がこの自然さを生み出しているのかな。

　ちら、と【モデリング】で人間そっくりの人形を作って【プログラム】すれば擬似アンドロイドができるのでは？　と思ったが、二百年もかかるんじゃな……。ポーラの【プログラム】をコピペできないもんかね。

　じーっと見ていたのを不ふ審しんに思ってか、ポーラが少し後ずさる。こういう反応も【プログラム】されてるんだな。

「ところでポーラって二百年も経たってるのにちっとも古い感じがしないね。作り直したりしてるのか？」

「いいえ。私の無属性魔法【プロテクション】がかかってるの。保護魔法のひとつでね、いろいろな対象からある程度、保護できるのよ。ポーラには汚れや、劣れつ化か、虫食いなどから影響を受けないように保護しているわ」

　保護魔法か。しかし二百年経ってもこの状態ってのはすごいな。服とかにかければ洗わないですむってことか？　いや、身体にかければ風ふ呂ろに入らないでも……って、それはなんか終わってる気がする。汚れはつかなくても、新陳代謝で垢あかとかは出るだろうし。

「っていうか、リーンっていくつ無属性魔法を使えるんだよ。【プロテクション】に【プログラム】、あと確かシャルロッテさんから【トランスファー】も使えるって聞いたぞ？」

「妖よう精せい族は無属性魔法の適性が高いのよ。逆に無属性魔法を一個も使えない妖精族なんてあまりいないわ。と、言っても私でさえ四つだけど」

　一つでも使えればいい方だと言われている無属性魔法を四つもか。すごいな。って、僕が言える立場じゃないか。妖精族が魔法に特化した種族ってのもわかる気がする。リーンの残りひとつの無属性魔法が気になるな。

「冬夜殿どの。ベルファスト国王陛下がお呼びです。こちらへ」

　会議室の扉が開かれて、中からミスミド宰相のグラーツさんが顔を出した。呼ばれるまま会議室に入ると、二人の王がこちらを向く。

「やあ、冬夜殿。話は滞りなく済んだよ、ありがとう」

「それはよかった」

　ベルファストの王様の言葉にホッと胸を撫で下ろす。これで僕の仕事はほぼ終わったようなものだ。

「では我々はベルファストへ戻もどるよ。あとのことを頼たのむ。ミスミド王、これにて失礼」

　別れの挨拶を軽く済ませると、僕がこっそり開いた【ゲート】を使って、再び鏡の中へ二人は消えていった。二人がいなくなってから、僕は打ち合わせしていた通りに行動を起こす。みんなの目の前で取り出したハンマーを使い、鏡を粉々に砕いた。

「と、冬夜殿!?　いったい何を……!?」

「あー大だい丈じよう夫ぶです。見ててください」

　慌あわてふためくグラーツさんに背を向けて、僕は鏡の破片と木枠を前に魔力を集中する。

「【モデリング】」

　割れた鏡と木枠が変形していき、いくつかの小さな横長の鏡になる。縦二センチ、横十五センチほどの鏡に木枠が嵌はめられたものだ。そしてそのひとつにこっそりと【ゲート】を【エンチャント】しておく。

「これらの鏡はベルファストにつながっています。これからなにか重要な連絡などをするとき、ここに手紙を差し入れて連絡をとるといいでしょう。あ、もちろん、向こうもこちらも本物だとわかる公的な書類を使ってもらわないといけないでしょうが」

「な、なるほど。往復二十日もかかる連絡が一瞬でできるわけか。確かに便利だな。両国の交友に大いに活用させてもらおう」

　僕から渡された小さな鏡を受け取ると獣王陛下は笑えみを浮うかべた。これで完全に僕の仕事は終わりだ。

　さて、我わが家やに帰るかね。せっかく家をもらったのに、全然住んでないからなあ。しばらくはゆっくりしたいや。








◇　◇　◇









　リオンさんと護衛の騎士たちは、しばらくミスミドに駐留するらしい。なんでも、このあとのいろいろな手続きにベルファスト側の人間がいないと作業が滞るんだそうだ。

　姫ひめであるユミナの護衛をしながら、ベルファストに戻ると言い出す奴もいたが、ユミナがそれをピシャリと断った。曰いわく、自分の仕事をしろと。

　本音を言うと、僕らは【ゲート】で一瞬にして帰るから、ついて来られると困るのだ。

　別れ際にリオンさんにも手紙用ゲートミラー（さっき命名）をセットで渡わたしておいた。遠く離はなれていても、これがあれば毎日文通できる。ひとつをオリガさんに渡しておけば、ベルファストに帰っても連絡を取り合うことができるだろう。それを渡したときのリオンさんのテンションの高さったら。正直ちょっと引いた。

　獣じゆう王おう陛下や宰相のグラーツさん、オリガさんに隊長のガルンさんにも別れの挨拶を済ませる。リーンとポーラにも挨拶しようとしたのだが留守だった。残念だが仕方がない。

　城を出て、城下町で屋や敷しきの使用人さんたちやスゥへのお土産みやげを買って、荷物をまとめる。あとは【ゲート】を開いてベルファストへと帰るだけだが……。

「ごめん、ちょっとお土産の忘れ物」

　みんなに断りを入れて、街中の人ひと混ごみに紛れながら、マップアプリを起動して目的の二人を検けん索さくする。んーと、こっちの屋根か。【ブースト】で一気に飛び上がり、屋根の上を移動して、二人の前に降り立つ。

「っ!?」

「ふわっ!?　ああ、旦那様ですか～。驚かせないでくださいよお～」

　仮面を被かぶった二人、ラピスさんとセシルさんだ。ウチのメイドさんたちではあるが、実質的な雇こ用よう主ぬしはユミナの父のベルファスト国王陛下である。

　彼女たちの雇用は国王陛下がライムさんに無む理り矢や理り頼たのみ込んだらしく、それなら正直、僕が給料を払はらう必要がないんじゃないかとも思ったが、メイドさんとしての仕事はちゃんとこなせるそうなので、そこは目をつぶった。

　まあ、ここ十日分の給料は払うわけにはいきませんが。そちらの料金は王様に請求していただきたい。

「僕らはこれから【ゲート】でベルファストに帰ります。それよりも先に二人を家の方へ送ろうかと思って」

　ずっと監視されてたなら【ゲート】のこともバレてるだろう。僕は二人にそう切り出した。

「ほえ？　ベルファストにですか～？」

「確かにこのままだと我々は十日遅おくれて帰ることになりますね……。さすがに姫様に怪あやしまれるかもしれません」

「そう思ったからここに来たんですよ」

　苦く笑しようしながら【ゲート】を開く。二人を連れて光の門をくぐると、そこはもうベルファストの屋敷、自宅のリビングだった。

「お帰りなさいませ」

　その場にいたウチの執事のライムさんが、いきなり現れた僕らにちょっと驚いていたが、すぐに冷静さを取り戻し、言葉をかけてきた。

「ただいま、ライムさん」

「ただいまです～」

「すみません、旦那様に知られてしまいました……」

「でしょうな」

　この状況からすれば一目瞭然である事実を述べるラピスさん。それに対してライムさんは苦笑するしかない。

　とりあえず二人にはメイド服に着き替がえてもらって、ずっとここにいましたよ、ということにしないといけない。二人が着替えに部屋へ向かうと、ライムさんが頭を下げてきた。

「申し訳ございません。あの二人に関しては国王陛下から頼まれていたものですから……」

「まあ、娘を心配する気持ちもわかりますし、大した被ひ害がいはないからいいですよ。ライムさんも断りにくかったでしょうし」

　主人を裏切るとは！　などと言うつもりもない。そこまで徹底する気もないし。そりゃ、命にかかわることだったり、大きな損失を被ったりするのなら話は別だが、今回のことはそこまで目くじら立てることじゃないと思う。逆に考えれば警備員が増えたとも取れる。……うん、ちょっと無理があるか。

「まあ、一応ユミナやみんなには内緒にしときますので」

　それから、このあとみんなを連れてもう一回帰ってくるが、初めての帰宅という感じで迎むかえてくれと頼んでおいた。










「おーそーい。なにしてたのよ」

【ゲート】を使いさっきの屋根の上に出て、ミスミドにいるみんなの元へ戻るなり、エルゼにむくれながら文句を言われた。適当に言い繕って、みんなで誰もいない路地裏の方へ行き、再び【ゲート】を開く。

　自宅のリビングにぞろぞろと現れたみんなに、待ち構えていたライムさんが頭を下げる。

「お帰りなさいませ」

　ライムさんの二度目の挨拶を僕が聞いていると、リビングのドアが開き、メイド服に身を包つつんだラピスさんとセシルさんが現れた。

「皆様、お帰りなさいませ」

「お帰りなさいませ～」

「ただいま。ラピスさん、セシルさん」

　しれっと僕らは挨拶を交わす。みんなは自室の方へと戻り、お風呂に入って旅の疲つかれを癒すらしい。僕もあとで入るとするか。

　その前にみんなにお土産を渡わたしておこう。

　ライムさんにはネクタイピンとカフスボタン、ラピスさんとセシルさんには色違いのティーカップ。二人は受け取れないと言ったが、彼女たちにだけ渡さないのも変だからと、無む理り矢や理り渡した。

　フリオさんとクレアさん夫妻には麦むぎ藁わら帽子とミスミド料理の本。あと、夫婦めおと茶ぢや碗わん。トムとハックの警備員コンビには装そう飾しよくが施ほどこされたナイフをそれぞれ渡した。スゥのお土産は後日渡すことにしよう。

　自室のベッドに倒れこみ、身体を伸ばす。しかし疲れたなー。肉体的疲労よりも、見知らぬ土地での精神的疲労が意外とこたえる。まあ、それを言ったらこの世界自体が見知らぬ土地なんだけどさ。

　しかし、今回の旅でいろいろ思いついたことがある。例えば【ゲート】を付ふ与よした姿見をイーシェンに送って、向こうに行ってみるとか、【プログラム】を施した自動馬車、自動車を作ってみるとか。これはまず自転車から作ってみるかな。目立つし。あとはマップアプリに【プログラム】して自動ターゲット機能を追加したり。いろいろできる幅が増えたように思う。

　あとは自動人形のポーラかなー。僕も似たようなの作ってみるかな。猫ねことかペンギンのぬいぐるみで……ふあ……。眠ねむくなって……きた……。










　……あや？　いかん。少し眠ってたか。自分で思っているよりも疲れているんだなあ。寝巻きに着替えないまま寝たからか、身体がだるい。一いつ旦たん、風呂に入ってお湯でほぐすとしよう。

　タンスから着替えの下着とバスタオルを持って一階の浴室へ向かう。

　ウチのお風呂は大人五、六人は入れるほどの湯船がある。ちょっとした大浴場だ。みんなは女の子同士、一いつ緒しよに入ったりもしてるようだが、僕の場合それを一人で使える。男は僕とライムさんだけなので、必然的にそうなるのだ。ライムさんと一緒に入る気はないしな。

「まあ、贅ぜい沢たくな楽しみのひとつだよねえ」

　上じよう機き嫌げんでお風ふ呂ろ場ばの手前、脱衣場のドアをガチャッと開ける。

「「「「……え？」」」」

「……………………あれ？」

　……えーっと、目の前にはエルゼ、リンゼ、八重、ユミナがいました。全員下着姿の状態で。

　エルゼとリンゼは上下お揃そろいの、小さなリボンが付いたパステルカラーの色違い。エルゼはピンク、リンゼはブルー。下の方はサイドが紐ひもで結ばれているタイプであります。その隣となりの八重は、またお決まりのようにサラシにフンドシって。イーシェンではそれが定番なんでしょうか。真っ白な輝きが眩まぶしいです。サラシが緩んでいて初めて判明しましたが、一番大きかったんですね。最後にユミナですが、派手ではないけれど、高そうなフリルとレースが付いた白い下着で、こちらもエルゼたちと同じくサイドを紐で結ぶタイプのやつでした。この世界にはこのタイプが一般的なのかもしれません。

　………僅かな時間でここまで考えられるとは。【アクセル】を使った覚えは無いんですが。

「「「「っきゃ――――――――――ッ[image: ]」」」」

「わ―――――――――ッ[image: ]」

　みんなの悲鳴でやっと我に返り、釣られて同じように叫さけんでしまった。ひょっとしてものすごいガン見してたか!?

　涙目のエルゼの拳こぶしが僕に向かって放たれる。あの、エルゼさん、これって【ブースト】かかってませんよね？

　ものすごい衝しよう撃げきを側頭部に受けて、僕は意識を失った。










「確かに脱衣場に鍵かぎを掛け忘れたのは、私たちが悪かったかもしれないけど！」

「もうちょっと注意して欲ほしかったでござるよ」

　四人に囲まれ、正座状態の僕。さっきからずーっと説教され続けている。

「てっきり、みんなもうあがったと思ってて……」

　どうやらみんなも自室に辿り着くなり、軽く眠ってしまったらしい。目覚めてから、慌ててお風呂に入ろうとみんなが集まり、脱衣場で服を脱ぬぎ出したタイミングで僕が入ってしまったと。なんて間の悪い……いや、そうでもなかった、かな……？

「……反省、してます？」

「え？　あ、はい！」

　ジト目でリンゼが睨にらんでくる。普ふ段だんおとなしいだけに、妙に迫はく力りよくがある。

「私としては、こういうことはちゃんと手順を踏んでからにして欲しかったですけど……」

　手順ってなんですか、ユミナさん。顔を赤くして余計なことを言わんでください。まあ、注意深く行動していれば、回かい避ひできたかもしれないのは事実だし、じっくり見てしまったのも事実だし。言い訳できる立場じゃないけど……。

　それから延々と説教されて、解放されたのは真夜中になってからだった。その夜、まったく寝られなかったのは言うまでもない。目を閉じると浮かんでくるんだもの……。痛かったけど、いい日でした！







第三章　日々の暮らし　その２







　ミスミドから帰った翌日、依い頼らいの報ほう酬しゆうを受け取りに、僕らは王都のギルドへと向かった。

　リフレットのギルドと同じく、ざわめく依頼ボードを横目に、受付にカードを提出する。個人への直接依頼のため、すでに依頼完かん了りようの確かく認にんは王宮からギルドの方へ伝えられているはずだ。

　受付のお姉さんは僕らのカードと依頼書を確認すると、ポンポンと例の魔ま法ほうのハンコを押し始める。

「お疲れ様さまでした。今回の依頼で全員ギルドランクが上がりました。おめでとうございます」

　手て渡わたされたカードを見ると、ユミナ以外の僕らは青、ユミナは緑にランクアップしていた。黒、紫むらさき、緑、青、赤、銀、金とランクアップしていく中で、ちょうど真ん中、赤の一流冒ぼう険けん者しやまであと一歩というところだ。

「そしてこちらが報酬の白金貨十枚でございます」

　受付のお姉さんがカウンターの上に十枚の白金貨を並べる。これ一枚が百万円の価値があるようには見えないよなあ……。

　しかし一千万か……多すぎやしないかね。いや、国の運命を左右する任務だと考えればこれくらいが妥当なのかもな。しかも【ゲート】が使えないと話にならないわけだし。特別手当も込みでこの金額なのかもしれない。

　僕らはそれを二枚ずつ財さい布ふにいれて、ギルドをあとにしようとした。

「あ、少々お待ちください。王宮の方から連絡があったのですが、あなた方が黒竜を討伐した望もち月づき冬とう夜や様のパーティで間ま違ちがいないでしょうか？」

「確かに僕らが倒たおしましたけど……証しよう拠こを出せと言われても困りますよ？」

　竜の角でできた銃じゆうはあまり見せたくはないし、それを作った残りの角も屋敷に置いてある。すでに角の形を留とどめてないので、アレを見て信じてくれるかどうか。

「いえ、ご本人か確認したかっただけでございます。竜討伐の方は王宮の方で保証されましたので問題ございません。ついては竜討伐の証あかし、『ドラゴンスレイヤー』の称しよう号ごうをギルドから贈らせていただきます」

　そう言って再びユミナ以外の僕らのカードを受け取ると、別なハンコをまたポンポンと押していく。返却されたカードの右みぎ隅すみに丸いシンボルが浮かび上あがっていた。丸くなった竜につき刺さる剣けん。これがドラゴンスレイヤーの証だろうか。

「それを提示していただければ、ギルド提携の武器屋、防具屋、道具屋、宿屋などにて、料金が三割引きになります。ご活用ください」

　なるほど、特典が付くのか。こりゃありがたい。ドラゴンスレイヤーの称号は五人以内のパーティで討伐するともらえるらしい。まあ千人で討伐して、全員がドラゴンスレイヤーです、って言っても納得できないわな。

　青ランクで竜を倒すなんてのは、かなり珍めずらしいらしい。現在世界に一人だけの金ランク保持者が、初めて竜を倒したのも青ランクであったとか。ま、なんにしろありがたくもらっておくことにする。

　ギルドを出ると、みんなは洋服やらなんやら買い物があるようなので、僕ぼくだけ先に帰ることにした。しかし、その前に僕も買っておかなきゃならないものがある。えーっと、鍛か冶じ屋やは……っと。










　荷物が多くなってしまったので、【ゲート】で家の庭に出ると、花か壇だんを手入れしていた庭師のフリオさんを驚かせてしまった。悪いことしたな。

「旦那様、それはなんですか？」

　僕が抱かかえていたものが不思議だったのか、花壇の手入れを途と中ちゆうでやめて、フリオさんが尋たずねてくる。

「鋼とゴム、それと革が少し。これで自転車を作ろうと思ってね」

「じてんしゃ？」

「乗り物だよ。それに乗ればかなり速く走れるようになるんだ」

「はあ……？」

　フリオさんがよくわからないといった感じで答える。まあ、仕方ないか。

　とりあえずタイヤ部分から……って、あ、まずは空気入れから作らなきゃならないのか？　いや、チューブタイヤなんてこの世界の道じゃパンクしやすいから、全部ゴムタイヤでいいかな。乗り心地は悪くなるけど。

【モデリング】でゴムを車輪の形に変形させているところに執事のライムさんがオルトリンデ公こう爵しやく殿でん下かを連れてやってきた。

「旦那様、オルトリンデ公爵殿下がいらっしゃいましたが……なにをされてますので？」

「やあ。なんだい、それは？」

　フリオさんと同じ反応をする二人。それに対して先ほどと同じ返しをする僕。フリオさんと同じようにやっぱり理解してはもらえなかったが。

「それで公爵殿下はなにをしにこちらへ？」

「いや、今回の依頼のお礼を言おうと思ってね。それとあの手紙を送れる鏡。アレをひとつもらえないかと」

「ゲートミラーを？　なんでです？」

「いや、妻にね。遠方の妻の母親と手紙で頻繁にやり取りできれば喜ぶかな、と」

　若じやつ干かん照れながら公爵はそう語る。お熱いことで。ライムさんに僕の部屋の机の引き出しから、ミスミドで作ったゲートミラーを一セット持って来てもらい、【エンチャント】で【ゲート】を付与する。確認のため、紙を一枚転送してみたが、問題なさそうだ。

「一応、内緒にしといてくださいよ？　変なのに目をつけられるのは嫌いやですからね」

　本当に今さらだけど、一応釘くぎを刺しておく。

「ああ、その点は大丈夫だ。妻も妻の母もそういう約束は必ず守るから」

　ついでだったので、ミスミドで買ったスゥへのお土産も持っていってもらうことにする。銀細工の髪かみ留どめだが、気に入ってもらえるといいな。

「ところでこの自転車？　は、どれくらいで出来るのかね？」

「んー、初めて作るんで三十分くらいですかね。そこからちょこちょこ修正するかもしれませんけど」

「なるほど。では完成まで見学させてもらおうかな」

　暇ひまなんかな、この人……。まあいいや、とりあえずタイヤを完成させよう。僕は車輪を作るため、鋼のインゴットを【モデリング】で変形させ始めた。










「よし、とりあえずこれで完成かな」

「ほう、これが自転車かね」

　出来上がった自転車を公爵とライムさん、そしてフリオさんが興味深そうに眺ながめる。

　作り上げたのは一般的にママチャリと言われている自転車だ。簡単な作りだけど、ちゃんと前カゴもあるし、リアキャリアもある。防犯用のカギと夜間用のライトは面めん倒どうだったので付けてないが。

　さっそく革製のサドルに跨またがり、ペダルを漕こいで走り出す。おお～、と見ていたみんなが声を上げる。うん、大丈夫だな。少し振動がくるけど。庭をぐるりと回り、一周してブレーキをかけ停車する。よし、ブレーキも問題なさそうだ。

「冬夜殿！　それは私にも乗れるものかね!?」

「誰でも乗れますよ。僕の故郷では子供でも乗ってましたし。ただ、初めてのときは何回も転んで練習しないと乗れませんけど……やる気ですか？」

「もちろん！」

　マジか。この人無む駄だに好奇心旺盛なんだよなあ。公爵は勢い込んで僕から自転車を受け取ると、サドルに跨り真ま似ねしてペダルを漕ぎ出したが、見事にすっ転んだ。やっぱりな。慌ててライムさんが助け起こすが、再びペダルを漕ぎ出し、また転ぶ。

　僕も子供の頃ころ、ああやって転びまくったなあ。でも、だからこそ乗れた時はすごい嬉しかったっけ。自分の場合、乗れるようになるまでどれぐらいかかったっけ？　よく覚えてない。

　ネットで調べたら自転車を一日で乗れる方法、みたいなサイトがあったのでそれを参考にアドバイスをしてみる。これで乗れるようになればいいのだが。

　何度も何度も転んでは乗り、転んでは乗りを続ける公爵をライムさんやフリオさんに任せて、僕は二台目の自転車を作り始める。乗れるようになったら、絶対作ってくれってせがまれるのが火を見るよりも明らかだからだ。

　やがて二台目の自転車が完成し、さらにスゥも絶対欲しがるなという確信から、補助輪付きの子供用のを作り始めた。一応、補助輪を外せる道具も付けておく。

　やがてそれも完成し、やることがなくなったので練習の手伝いをしようとしたそのタイミングで、公爵がすいーっと僕の前を走り抜ぬけた。お、乗れた乗れた。

「やった！　やったぞ！　ははははは！」

　笑いながら自転車を自由自在に操あやつる公爵殿下。立派な服や顔が泥だらけだが、とびっきり嬉しそうな表情で、ぐるぐると庭を走り続けていた。一度乗れるようになるとすぐ自由に操れるようになるのが自転車の不思議だよなあ。

「え、なにそれ？」

「なんでござる!?」

「乗り物……？」

「叔お父じ様!?」

　買い物から帰宅した四人が、笑いながら自転車でぐるぐる回り続ける公爵を奇きみ妙ようなものを見る目で見ていた。まあ、確かにちょっと引くか。

　やがて公爵がブレーキをかけて停車すると、開口一番、予想通りのことを言ってきた。

「冬夜殿！　この自転車を私にも譲ゆずってくれ！」

「そう言うと思って作っておきましたよ。スゥの分もね。あ、一応材料費はいただきますよ？」

　そう言って後ろに置いてあった二台の自転車を指差す。

「さすが冬夜殿だ！」と言いながら、公爵殿下が自分のものになった自転車に嬉き々きとして跨る。スゥの自転車は公爵家の庭に【ゲート】で送ったが、公爵自身は自転車で乗って帰ると言い出した。

　一応、道で飛び出しはしないこと、馬車や通行人には気をつけること、よそ見運転はしないことなど、注意をしとく。小学校の先生になった気分だ。

　公爵は上機嫌で馬車を伴いながら自転車に乗って帰って行った。やれやれ、疲れたな。でも、あの公爵の性格からいって、たぶん王様に自慢するな……。すると、王様も欲しいと言い出すに決まっている。これはもう一台作っておいたほうがいいかもしれん。

　公爵を見送り振ふり返かえると、庭で自転車に跨り盛大にコケているエルゼがいた。

「いたた……意外と難しいわね」

「では次は拙せつ者しやが！」

「そ、その次は私、です」

「冬夜さん、もう一台作れませんか？」

　ちょ、君らも乗るの？　って言うか、リンゼとユミナはスカートなんだから着替えてきなさい。

　ずっと公爵のサポートをしていたライムさんやフリオさんがエルゼたちを手伝うのを横目に、結局みんなの分と、使用人さん用の一台を作るハメになった。途中で材料が足りなくなり、再び買いに行かなきゃならなくなったけど。自転車屋を始める気はないぞ、僕は。

　これがあればメイドさんたちやフリオさんが買い出しに行くのが楽になるだろうと思ってだな……。まあ、乗りこなすまで痛い目にあうだろうが。

　その日、風呂場で「しみる～！」と言う声が、何回も響いたとか。あ、回復魔法かけてあげればよかったね。ま、この場合の小さい擦り傷は努力の勲章ってことで、ひとつ。








◇　◇　◇









「【ストレージ：イン】」

　覚えた無属性魔法を展開。魔ま法ほう陣じんが床ゆかに現れ、その上に置いてあった椅い子すが一いつ瞬しゆんにして床に沈んで消える。うん、収納は成功。

「【ストレージ：アウト】」

　今度は椅子を思い浮かべ、魔法を発動。魔法陣が浮かび上がり、椅子が床から飛び出してくる。

「おっと」

　飛び上がって落下しそうな椅子を受け止める。このあたり、力の加減が難しいな。

　無属性魔法【ストレージ】は、物をしまっておける収納魔法だ。動物のような生き物は収納できないが、植物は収納できる。その収納量は魔ま力りよくに比例するらしく、僕の場合、おそらく家一軒けん、いやそれ以上でも収納可能だと思う。

　収納されている間は時間が凍結しているのか、温かいスープを収納して翌日に取り出しても、冷めることはないらしい。便利だな。

　旅をしていて一番面倒だと思ったのは、荷物の運搬だった。ミスミドに持っていった姿見や、手に入れた竜の角とか……持ち歩くには邪じや魔まで堪たまらなかったのである。

　この間の自転車のときも、材料を買って持ち運ぶのが大変だったし。

　そこでこの魔法だ。これでもう煩わしさからおさらば。荷物持ちだってドンと来い。【ゲート】と併用すれば、冗じよう談だん抜ぬきで宅配業者として生活できそうな気がするな。

　さて、今日は買い物をしてこよう。この魔法があれば、いくら買っても邪魔にならないからな。

　財布を持って上機嫌で自室を出て、一階へと階段を下りる。リビングに入ると隅のソファで琥こ珀はくが体を伸ばして気持ち良さそうに寝ていた。なんかだんだん猫っぽくなっていくな。

　そのままテラスを通り、庭へ出る。庭の隅ではフリオさんとクレアさん夫妻が家庭菜園で野菜の様子を見ていた。

「どう、ちゃんと育ってる？」

「あ、旦那様」

「ええ、順調ですよ。とりあえずキュリとトマトを植えたんですが、そのうち収しゆう穫かくできそうです」

　フリオさんが嬉うれしそうに語る。いいね、もぎたて野菜サラダを食べられるわけだ。ちなみにキュリとはキュウリのこと。この世界、同じ名前の野菜があるかと思えば、まったく違う名前のものもあったりする。トマトはトマトなんだよな。厳密にいうと僕が元の世界で食べてたトマトとは違うのかもしれないけど。

　しかし、野菜が採れると果物とかも欲しくなるな。栗くりとか柿の木とか植えるか？　あれ、栗って果物……？

「旦だん那な様さま、今日のお昼は何か要望がございますか？」

　クレアさんがランチのメニューを尋ねてくる。だいたいおまかせで作ってもらっているが、クレアさんの料理はどれも美う味まい。

「そうだなー、今日は暑いし、さっぱりとしたものを……冷やし中華が食べたいな……」

「ひやしちゅうか？　聞いたことない料理ですね。また旦那様の郷土料理ですか!?」

　クレアさんが嬉しそうに瞳ひとみを輝かがやかせる。僕が食べたいというものはどれもクレアさんの知らない料理だったらしく、その度にレシピを渡して作ってもらった。その珍しい料理に、毎回クレアさんは興味津々なのだ。

「麺料理でね、酸味の利いた冷たいスープと野菜や肉、卵なんかをのせて食べるんだ。詳しいレシピを渡すから作ってみてよ」

「はい。楽しみです」

　とはいえ、ここは異世界。全すべて同じ材料があるわけではない。それでも美味いものを作ってしまうのがクレアさんのすごいところだ。麺は前に作ったのがあったはずだし、似たようなものは作れるだろう。

　冷やし中華のレシピを調べて【ドローイング】で翻訳転写してクレアさんに渡す。お昼が楽しみだ。

　さて、そろそろ出かけよう。

【ゲート】を使って、王都の外周部、南区へ向かう。この辺りは商業区で、いろんな店が軒を並べている。西区に近いほうには高級防具店「ベルクト」のような店が、東区に近い方には安い酒場や劇場がある歓楽街が広がっていた。

　僕らの家がある西区は、富ふ裕ゆう層そうが住む住宅街となっているが、それと反対に東区は普ふ通つうの人たちが住む住宅街になっていた。

　しかし、西区に比べて東区は治安が悪く、スラム街のような場所もあるらしい。働き場所を失った者や、親を亡くした子供たちなんかが徒党を組み、窃せつ盗とうなどをしているという噂うわさだ。大きな都であればあるほど、暗部もあるってことなのかなあ。

　南区の路地裏に出た僕は、賑にぎわう表通りに出た。まずはギルドに行ってお金を少し下ろさないとな。

　路上には旅の行商人や大道芸人などがいる。おお、ナイフのジャグリングをしているぞ。昔、おばあちゃんにお手玉を教えてもらったけど、まったくできなかったなあ。

　よそ見しながらそんなことを考えていたら、ドン、と人にぶつかってしまった。幼い男の子だ。薄汚れたキャスケットを目深に被り、ヨレヨレのジャケットとズボンを着ている。

「っとゴメンよ。前を見てなかった」

「ボケッとしてんなよ、兄ちゃん。気をつけな」

　そう言い残すと男の子はさっさと人混みに紛まぎれて行ってしまう。まだスゥよりも年下だろうに、ガラの悪い子供だな……親の顔が見たいもんだ。

　ギルドに着くと相変わらず今日も賑わいをみせていた。いろんな冒険者が依頼ボードの前で依頼書と睨み合いをしている。僕はそれをスルーして、受付のカウンターで預けているお金の引き下ろしを頼んだ。

「ではギルドカードの提示をお願いいたします」

　はいはいっと……。あれ？

　懐ふところ、胸ポケット、腰こしポケット、尻ポケット……あれ？　あれれ？

　財布がない。あれ？　確か部屋を出るとき、ちゃんと持ってきたよな？　落とした、か？　いや……あ！

　やられた。たぶんさっきの子供だ。見事に財布を掏すられたわけだ。くっ。

　中身はたいして入ってないけど……ギルドカードは返してもらわないとな。

　僕は足早にギルドを出ると、スマホを取り出し（こっちが掏られなくてよかった）、「僕の財布」を検索する。ヒット。よかった、まだこの地区にある。

　？　なんだ？　走ってるのかすごいスピードで財布が移動しているな。と、路地裏の袋小路に入ったところで動きが止まった。人気のないところで中身だけ手にいれて、財布を捨てるつもりかな。まあ、そうなったら今度は「僕のギルドカード」で検索するだけだけど。金だけ抜かれたらそれは諦あきらめよう。

　とりあえず急いで検索地点の路地裏に向かう。現場に駆けつけると、ガラの悪い男が二人、地面にうずくまる男の子を何度も足蹴にしていた。

「また俺たちの縄張りで仕事しやがったな、このクソガキ！　テメエのおかげで警けい邏らが厳しくなっちまったじゃねえか！」

「好き勝手にやられるとこっちが迷めい惑わくなんだよ。覚かく悟ごはできてるだろうな」

　一人がナイフを取り出し、男の子の腕うでを押おさえる。それを見て男の子の顔が恐怖に染まった。

「やめて！　やめてよ！　謝るから！　謝るからぁ！」

　男の子が涙を流し懇願するが、二人の男はせせら笑うだけで、押さえる手をどかそうとはしない。

「もうおせぇんだよ。同業者のよしみで指一本で目をつぶってやる。二度と俺たちの縄張りで仕事するんじゃねえぞ。次は殺すからな？」

「いや……いやあぁぁ！」

「そこまでにしてくれませんかね」

　チンピラ二人が、声をかけた僕の方をギロリと睨む。押さえられた男の子も涙を流しながら目を見開いていた。

「なんだテメエは？　邪魔すんじゃねぇよ、殺すぞ？」

「子供をよってたかって痛めつけてるのを見たら邪魔するだろ。会話からするに、どうやらあんたたちもスリのようだけど間違いない？」

「だったらどうだってんだ！」

「別に。撃つのに躊躇ためらいが無くなるなーって思っただけ」

　そう言って腰からレミントン・ニューモデルアーミーを引き抜き、ドン、ドンッと、二人のチンピラを容よう赦しや無く撃つ。

「ゴゥッ!?」

「ガハッ!?」

【パラライズ】付与のゴム弾だんを食らい、その場に崩れ落ちる二人。僕はホルスターに銃を収めると男の子のところに駆かけ寄よった。

「大丈夫か？」

　涙でグシャグシャになった顔で男の子はこくんと頷うなずく。彼かれの身体からだのいたるところにアザや怪け我がのあとがあった。

「【光よ来たれ、安らかなる癒し、キュアヒール】」

　回復魔法をかけてやると、たちまち小さな傷やアザが消えていく。男の子は自分の身体に起こった変化を、驚おどろきの目で見ていた。

　それを確認すると、僕は持っていたサイコロ状の鋼を【モデリング】でワイヤーにし、倒れているチンピラ二人を縛りあげ、動けないようにした。まあ、【パラライズ】で数時間は動けないだろうけど、念のためだ。あとで警備兵に連絡しとこう。

「僕の財布、返してくれるかな？」

「あ……」

　そう言うと、男の子はごそごそと懐から僕の財布を取り出し、震ふるえる手で渡してきた。中身を見て、何も抜かれてないことを確認する。うん、ギルドカードも入ってるな。

「財布も返してもらったし、今回は警備兵に通報はしないよ。じゃあね」

「あっ、あの！」

　立ち去ろうとした僕を男の子が呼び止めた。なんだ？

「助けてくれて、ありがとう……」

「そう思うなら、もうスリはやめな。次は捕まるかもしれ」

　ぐぅぅぅうぅうぅ……。

　ないぞ、と僕が言う前に、ものすごいお腹なかの音が鳴った。沈黙が流れる。

「……お腹が空すいているのか？」

「もう三日食べてない……」

　そう言ってしょんぼりと俯うつむく。はー……仕方ない。

　自分とは関係ない、知ったことか、と、これを放っておけるほど割り切れる頭を僕は持ってないらしい。

「おいで。なんか食べ物買ってあげるよ」

「ホント!?」

　セリフだけ聞いたら誘拐犯みたいだな。そんな僕の心情を知らず、男の子が駆け寄ってくる。と、走ったそのはずみでキャスケットがずれ、帽子の中から長い髪がこぼれ落ちてきた。

　それに気付いた男の子がキャスケットを頭から取ると、一瞬にして「男の子」が「女の子」に早変わりしてしまった。え？

　肩口をこえるぐらいまで伸のびた明るい亜麻色の髪。さっきまでのイメージがガラリと変わってしまう。
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「え……女の子!?」

「……そうだよ？」

　何をいまさら、と言う目でこちらを見つめる翠みどりの双そう眸ぼう。これが僕とそのスリの少女、レネとの出会いだった。
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　汚れた顔を拭いてやると、レネはなかなか可愛かわいい顔立ちをしていた。

「なあなあ、兄ちゃん。なに食わせてくれるんだ？」

　言葉遣いはまったくだったけれども。

　いきなり重いものを食べさせても空腹で弱った胃が受け付けないだろうと、とりあえずギルド近くの屋台で魚介スープを買い、それをカップに入れてもらって手渡した。

　おずおずとレネはそれを受け取ると、少しずつ飲み始める。どうやら猫舌らしい。いきなり胃に入れるのもどうかと思うからちょうどいいな。

「ここでちょっと待ってて」

　レネをそこで待たせ、そのままギルドに入る。財布から取り戻したギルドカードを提示して、いくらかのお金を下ろす。ホントに少ししか入ってなかったのだ。ギルドから戻もどるとレネを連れて歩き出した。どこかの店に入ろうと思ったが、レネの身み形なりでは入店拒きよ否ひされかねない。

　結局、別の屋台で串焼きを数本買って、広場のベンチで食べることにした。

「慌あわてないでも大だい丈じよう夫ぶだから、ゆっくり食べな」

「ん」

　よほどお腹が空いていたのか、ガツガツと串焼きを咀そ嚼しやくし、胃の中へ飲み込んでいく。八や重えといい勝負だな……。

「レネはどこに住んでるんだ？」

「決まってない。公園で寝ることもあるし、路地裏の時もある。前は父ちゃんと宿屋に泊まってたんだけど……」

「そのお父さんは？」

「一年前、魔ま獣じゆう討伐に行ったまま帰って来なかった。父ちゃんは冒険者だったから……」

　そうか……。魔獣にやられたんだな。討伐依頼は冒険者が返り討ちにあうことだってある。その際、ソロだったりすると、そのまま行方不明の扱あつかいになることも多いと聞いた。

「お母さんは？　親戚の人とかいないのか？」

「母ちゃんはあたしを産んですぐ死んだって。親戚とかは知らない。父ちゃんあんまり喋しやべらなかったから」

　串焼きを食べ終わり、汚れた手をズボンで拭きながらレネはそう話す。

　それで父親がいなくなって、この子は一人になったんだな。よくそれから一年間も生きてこられたな。

「父ちゃんがいなくなってから、街で仲良くなった旅の婆ばあちゃんがスリのやり方を教えてくれたんだ。悪いことだってのはわかってたけど、お腹が空いて仕方なかったから……」

　余計なこと教えてくれたな、その婆さん。でも、そのお陰かげでレネは生き抜くことができたとも言える。

　うーん、この子……どうしたもんか。親もいない、親戚もいない。孤児院とかに連れていくにしても、すでに犯罪者だからな……。話を聞くとよっぽど困った時しか盗んだりはしてないらしいが、子供だから大目に見てもらえるかというと……。

　ここいらにはそうした子供がけっこういるらしい。盗みでもしなきゃ野垂れ死にするだけだ。この子たちだって生き抜くのに必死なのだ。それはわかる。だからと言って盗んでいいということにはならないが……。

　どこかで雇やとって……くれるわけないよなあ。このまま放置したら、またスリをすることになるだろうな。そうしたらいつか捕まるかもしれない……。

　……甘あまいと言われそうだけど、仕方ない。言われたところで知ったことか。助けてあげられるなら、助けてあげたいのは事実だし。

「……レネ、うちで働く気はある？」

「え？」

「住むところも食べ物も心配しないでいい。ただ、きちんと働いてもらう。それに見合った給金もちゃんと払おう。どうだ？」

「えっ？　えっ？　働かせてくれるの？　ホントに？」

　驚いた表情で僕を見つめるレネ。いきなりそんなことを言い出した僕に戸惑いつつも、期待を込めた目に光が宿る。

「ただし、二度とスリの技術は使わないことが条件だ。それを破ったら君に仕事をしてもらうわけにはいかない。守れるか？」

「う、うん！　二度と使わない！　約束する！」

　勢い込んで頷くレネの頭を軽く撫なでる。一応ユミナの魔ま眼がんで性質を判断してもらうつもりだけど、いい子だと思うよ、レネは。

　よし、そうと決まれば帰るか。

【ゲート】を使って帰ってもいいんだけど、場所を覚えてもらうために歩いて帰ることにする。

「あれ、こっちじゃないの？」

「僕の家はこっち。西区だよ」

「西区!?」

　東区の方を指し示していたレネが驚いて振り向むく。そこまで驚くかね？

　レネを連れて南区を抜け、西区に入る。だんだんと広がる住宅街を通り、高台へ向かう緩ゆるい坂を登っていく。この坂さえなけりゃ楽なのにな。

「ひょっとして……冬夜兄ちゃん、貴族様なのか？」

「貴族ではないなあ。されかけたことはあったけど」

　場違いな場所に不安になってきたのか、レネがそんなことを尋ねてくる。貴族なら外周区じゃなくて内周区に住むだろうが、そうとも限らない。地位が低い貴族や、没落貴族などがこちらに移ってくることもある。ちょっとした金持ちの商人もこっちに住んでるしな。

　坂を登りきると赤い屋根の我わが家やが見えてきた。それを見上げると唖あ然ぜんとした顔でレネが僕の方を見つめてくる。

「こっ、ここが冬夜兄ちゃんの家!?」

「そだよ。あ、トムさんお疲つかれ様です」

「おや、旦那様が門から帰宅とは珍しいですな」

　笑いながら門番のトムさんがそんなことを言う。まあ、いっつも【ゲート】で移動しているから、そう思われても仕方ないか。

　門の横にある通用口から敷しき地ちに入る。そのまま庭の小道を歩き、玄げん関かんの扉とびらを開くと、ちょうど玄関ホールをラピスさんとセシルさんが掃そう除じしているところだった。

「あら、旦那様？　お帰りなさいませ。玄関から帰ってくるなんて珍しいですね？」

「お帰りなさいませ～。あらあ？　その子は～？」

　まじまじとレネを見つめるセシルさん。見られて恥ずかしくなったのか、レネが僕の陰に隠れる。

「この子はレネ。今日からここで働くからよろしく。ほらレネ。ちゃんと挨あい拶さつ」

「うぁ……レネ、です。よろしく、です……」

　なんだ、借りてきた猫ねこみたいになったな。緊きん張ちようしてるのか？　まあ、いきなりこんなところに連れてきたらそうなるか。

「ライムさんはどこに？」

「ユミナ様にお茶を持ってリビングへ行きましたよ」

　レネを連れてリビングへ入る。彼かの女じよを椅子に座すわらせて、ライムさんに事情を説明した。

　ユミナは黙ってそれを聞きながら、じーっとレネへ視線を向けている。魔眼で見ているのだろう。やがてユミナが小さく微笑ほほえんだ。ほらな、根は悪い子じゃないんだよ。

　それを横目で確認すると、ライムさんが口を開いた。

「なるほど。事情はわかりました。ですが、中ちゆう途と半はん端ぱな考えで仕事をされては迷惑です。レネと言いましたね？」

「う、うん」

「本当にここで働きたいと思いますか？　失敗したり、私たち使用人に迷惑をかけたりすること、それ自体は構いません。そこから学び、逃にげ出さないと約束できますか？」

　射抜くような目付きでライムさんはレネに尋ねる。十歳さい以下の子にちょっと厳し過ぎやしないかと思ったが、口を挟める雰ふん囲い気きじゃないので黙っていた。

「……うん。あたし、ここで働きたい。冬夜兄ちゃんのところにいたい」

　ライムさんの目を真まっ直すぐ受け止め、レネはしっかりとそう答えた。それをじっと見ていたウチの執しつ事じは、ふっと表情を緩め、微笑みながら立ち上がる。

「セシル、レネを浴場へ。隅々まで洗ってやりなさい」

「は～い。レネちゃんおいで～。お風ふ呂ろ入ろうね～」

「えっ？　えっ？」

　セシルさんに引っ張られて、お風呂場へとレネが連れていかれる。

「ラピスはあの子に合う服を何着か買ってきなさい。ああ、メイド服も特注で注文しておくように」

「はい。旦那様、自転車をお借りしますね」

　ラピスさんがそそくさと出て行く。ちなみに彼女とセシルさんは自転車を数時間で乗りこなしてしまった。さすが御お庭にわ番ばんだ。

「お風呂から上がったら、しばらく私の服を着てもらいましょう。サイズが合わないと思いますが、ラピスさんが帰ってくるまでの間ですし」

　ユミナがそう言って席を立つ。脱衣場の方に服を持っていくのだろう。ユミナが出て行くと、僕は椅子にもたれてぼーっと考える。やがてライムさんがやって来て、目の前のテーブルに紅茶を置いた。

「……やっぱ、孤児院とかに預けた方がよかったですかね？　余計なお世話だったかな……」

「それはレネが決めることだと思います。今は旦那様が一人の少女を貧困から救った事実だけを受け止めれば良いかと」

　うん、そうだな。気にするのはよそう。自分がしたいと思ったからそうした。それだけだ。さすが元・国王陛下の世話係。口が上う手まい。

　それでもレネのやったことは罪だ。きちんと償わなければならない。そこらへん相談してみるか。王様に。

　……ん？

　ドタバタドタバタと廊ろう下かを走る音がする。バァンッ！　と扉が開いて、バスタオルを身体に巻いたレネが飛び込んできた。その手に抱え上げられているのはウチの白い虎とらの子。

「と、冬夜兄ちゃん！　虎だ！　虎の子がいるぞ！」

　ウンザリした顔でこちらに顔を向ける琥珀。うん、気持ちはわかる。

『主あるじ……この童女わらめは何者で？』

「!?　虎がしゃべったぁ――――!?」

　やれやれ騒がしい。っていうかちゃんと服を着なさい。はしたない。ますます賑やかになるな、ウチは……あれ？

　レネの首から何か下げられている。ペンダント、か？

「レネ、そのペンダントは？」

「これ？　父ちゃんがくれた母ちゃんの形見だよ。これだけはずっと持ってたんだ」

「ちょっと見せてもらえる？」

　レネが僕の手にペンダントを渡わたしてくれた。そのまま彼女は袖をまくったセシルさんに再びお風呂場へと連れ去られていく。せわしないなあ。

　手にしたペンダントを眺める。これ、金だよな……。相当な値打ち物だと思うけど。これを売れば食べ物を買えただろうに、手放さなかったってことはよっぽど大事にしてたんだな。

　翼つばさを広げたような意い匠しようで中央に逆三角のでかい宝石が嵌はめ込まれている。エメラルド……いや、魔ま石せき、風の魔石だな。

　裏には……紋章か。

「ライムさん……この紋章、どこのかわかる？」

「グリフォンと盾たて、それに双そう剣けんに月げつ桂けい樹じゆ……見覚えがありませんな……」

「これが形見だっていうのなら、ひょっとしてレネって、いいとこの生まれなのかな？」

「それはなんとも。レネではなくその親、もしくはさらにその親が、たまたま手に入れた物かもしれませんし」

　そうか、拾った物が代々受け継がれていた可能性もあるか。しかし、こんな高そうな物を拾ったら、届け出るか、売り払はらうんじゃないかな。レネの父親が亡くなっている以上、真偽はわからないが……。

「少なくともベルファストの貴族の紋章にこのような物はありませんな。グリフォンの紋章が多いのは帝てい国こくですが……」

　帝国。東のレグルス帝国か。ベルファストとあまり仲のよくないっていう……。レネの父親は帝国の没落貴族とかだったのかもしれない。

　どちらにしろ、あまりおおっぴらにしない方がいいな。いつか帝国の人間と知り合ったときに、それとなく聞いてみよう。
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「うん、よく似合ってるじゃないか」

「そ、そっかな」

　新しく着込んだメイド服のスカートを軽くつまみ上げ、くるりと回るレネ。首にかけたペンダントがそれに合わせて大きく揺ゆれる。

「そのペンダントは仕事の邪魔になるから服の中に入れとくといいよ」

「あ、そっか。わかったよ、冬夜兄ちゃん」

　確かに仕事の邪魔になるというのもあるが、万が一にも盗まれたりしないよう、人の目につくようなことは避けた方がいい。

　僕の横に立っていたライムさんがレネを真っ直ぐ見つめる。

「レネ、これからお前はこの家の使用人なのです。お客様の前では『冬夜兄ちゃん』ではなく『旦那様』と呼ぶように」

「あ、えっと、はい。ライムさん」

「よろしい。お前の仕事はここで働く使用人たちのサポートです。とりあえず朝昼晩の食事前はクレアに、それ以外はラピスたちに付いて学びなさい」

「わかっ……わかりました」

　しっかりと返事をするレネ。大丈夫かな……。ちょっと不安だが。

「じゃあ、レネちゃんいこうか～」

「うん。いってくるね、冬夜兄ちゃ、旦那様」

「がんばれよ～」

　セシルさんに連れられてレネが食堂を出て行く。まあ、少しずつ慣れていけばいいよな。

「心配しないでも大丈夫だと思うわよ」

「私も、そう思います」

　朝食後のお茶を飲みながら、双ふた子ごの姉妹が太鼓判を押した。みんなには昨日、レネを雇うことになった経緯を説明している。

「芯の強そうな子でござるし、きちんと自分で考えるタイプでござろう、あの子は」

　言いながらまだ朝食を食べている八重。相変わらずよく食うなあ！　何個目だ、そのクロワッサン。

　ガチャッと扉が開いて食堂にユミナが入ってくる。手にはひらひらと一枚の紙切れを持っていた。

「お父様からです。冬夜さんに今日暇ならば王宮に顔を出して欲ほしいと」

　王宮との連絡用ゲートミラーがユミナの部屋には設置してある。あの手紙はそれを使って送られてきたものだろう。王宮までは歩けば三十分ほどで着くのだが、便利なのは便利だ。

「王様が？　なんの用だろ？」

「最近、叔父様に自転車を自慢されたと言っていたから、それじゃないですか？」

　ユミナが苦にが笑わらいしながら答える。ああ、やっぱり自分も欲しくなったのね……。

　それじゃ一台作って持ってくか。ついでにレネのことも相談しておきたいし。

　僕ぼくは庭に出て【ストレージ】を使い、自転車の材料を呼び出す。もう何台も作ったから十分ほどで一台の自転車が出来上がった。そしてそれをまた【ストレージ】で収納する。やっぱ便利だわ、この魔ま法ほう。

「じゃあ行ってくるか」

「お供します」

　そう言ってユミナが庭に出てくる。まあ、彼女がいないと城の中を自由に歩けないので願ったりだが。

「あ、待って。あたしも行く。将軍と手合わせしてもらいたいから」

　腰に左右非対称のガントレットをぶら下げて、エルゼが駆けてきた。王国軍総大将のレオン将軍と彼女は、何回も手合わせしており、今じゃ師匠と弟で子しのような関係になりつつある。

　そういやこの国って「軍」と「騎き士し団だん」って二つの組織があるんだよな。どう違うんだろう。リフレットとかで町の警備に当たっていたのは騎士団だったけど。

　警察みたいなのが騎士団で、魔獣や外国の侵略なんかに対応するのが軍なのかね？

　そんなことを考えながら【ゲート】を開いた。










「いや、そのなんだ、アル……いや、オルトリンデ公こう爵しやくがな、珍めずらしい乗り物を見せてくれたんだが、それが冬夜殿どののお手製だと聞いてな。その～、余にもひとつ都合してもらえないかと……」

　挙きよ動どう不ふ審しんな態度で王様が話を切り出してくる。やっぱりか。

　王宮の小部屋で僕らは話をしていた。エルゼは将軍のところへ向かい、ユミナはお妃きさき様さまのところへ向かったので、一対一である。部屋の中に護衛の騎き士しはいるが。

「そう思いまして、ひとつ作って持って来ましたよ」

「おお！　それはありがたい！　して、どこに!?」

【ストレージ】を使い、部屋の中に魔法陣を展開。作った自転車を呼び出す。

「相変わらず冬夜殿は規格外れだな。これは【ゲート】とは違うのか？」

「こっちは収納魔法です。いろんなものを入れておけるので重宝してます」

　王様が呆あきれたように声を漏もらすが、その目は出てきた自転車に釘くぎ付づけだった。いろんな角度から眺ながめ、触さわって感かん触しよくを確かめる。

「オルトリンデ公爵には乗せてもらったんですか？」

「うむ、だが乗れなんだ。練習が必要だとアルは言っていたが、どれぐらいかかる？」

「公爵様は一日かかりましたが、ウチのメイドは三時間で乗ってましたね。まあ長くても三日もあれば乗れますよ」

　王様だって暇ひまじゃない。一日中自転車の練習をしてるわけにもいかないだろう。それでも、練習を続けていればそのうち乗れるようになると思う。

　さて、嬉しそうにサドルに跨る王様に、今度は僕の話を聞いてもらおう。

「それでですね。僕の方からもお願いと言いますか、相談があるのですが……」

「ほう？　冬夜殿の方からとは珍しい」

　少し驚いた顔をした王様に、レネのことを話していく。王様は黙って聞いていたが、やがて重々しく口を開いた。

「罪は罪だ。償わなければならない。しかし、その少女の境遇も考慮するに、情状酌量の余地はあると思われる。冬夜殿が責任を持ってその少女を監かん視しし、更生させるというのなら、今回のことは高額の罰金と注意のみということにしよう。しかし二度目はないぞ。よく言い聞かせるようにな」

　王様の言葉にホッとする。もしかして、という恐れがあったが、その時はなんとしてもレネを守ってやらねばと考えていた。話がわかる王様でよかったと心から思う。

　しかし、なにやらその王様は沈思黙考してしまった。なんか、まずいことでもあったか？

「うむ……やはり解せんな」

「なにがですか？」

「そこまで浮浪児が多いということがだよ。王都の孤児院には充じゆう分ぶんな支援金を出しているはずだ。これはひょっとすると……」

　パンパンッと王様が手を叩たたくと、天てん井じよう裏うらから白い仮面を被かぶった黒ずくめの人間が音もなく降りてきた。うおっ、びっくりした！

　一瞬、ウチのメイドさんであるラピスさんかセシルさんかと思ったが、仮面の額にある紋章が違う。ラピスさんは六角形、セシルさんは楕円形だった。この人は五角形だ。おそらく二人の所属している国王陛下直属の諜報部「エスピオン」の一人なのだろう。

「孤児院への基金管理は誰だれの担当だった？」

「セベク男だん爵しやくだったかと。……ここ数年、妙に羽振りがよいとの噂です」

「金の流れを徹底的に調べて、横領の事実があったのなら直ちに拘こう束そくしろ」

「は」

　現れたときと同じように、一瞬にしてまた天井裏へと消える。忍者だな、ホントに。

「すまんな。ひょっとしたら冬夜殿が保護した子の境遇も、こちらの落ち度だったかもしれん。許してほしい」

　そう言って王様は頭を下げる。なるほど、孤児院に回るはずの金が、その上の管理する奴やつに横取りされてたかもしれないのか。そのため孤児院は充分な活動ができず、浮浪児を受け入れることができなかったのかもしれない。

　やっぱりいるんだな。こういう私腹を肥やしてのさばる奴らが。

　それにしても、そういったことで僕なんかに頭を下げるとは、この王様は本当にできた人だなあ。公式の場ではこうはいかないかもしれないけど、この国はこんな王様が治めていて幸せだと思う。

「大変ですね、国王陛下も」

「まったくだ。早く誰かにあとを譲ゆずって隠いん居きよしたいもんだな」

　ニヤリと笑えみを浮うかべる国王陛下。おっと、ユミナとの結けつ婚こんを暗に示しているな、これは。もし、結婚したとしても国王なんかにはならんぞ、僕は。王様を尊敬はするけど、それはそれ、これはこれだ。

　これはなんとしても城のコック長に、精力のつく料理レシピを手て渡わたし、王様に二人目を頑張ってもらわないと。ニンニクとか山芋、スッポン……はあるのかな、こっちに。早急に手配せねば。










「ただいまー」

【ゲート】を抜ぬけて家の玄関先にユミナと二人で出る。エルゼは訓練が終わったら歩いて帰ってくるそうだ。

　扉を開け、玄関ホールに入るとライムさんが出で迎むかえてくれた。

「お帰りなさいませ、旦那様」

「ただいまライムさん。レネのことはなんとかなったよ」

「それはようございました。ああ、旦那様にお客様がいらしております」

「客？」

　何気なくライムさん越ごしに廊下を見ると、ひょこひょこと何かがこちらに歩いてくる。

　体長五十センチ。首には赤いリボン。つぶらな瞳のクマのぬいぐるみ。

「ポーラ!?」

　名前を呼ばれたクマはしゅたっと、右手を上げて挨拶する。ひょこひょこ歩いて来たポーラを捕まえて、抱かかえ上げる。

「お前、まさかミスミドから一人で歩いてきたのか？」

「そんなわけないでしょう？　私のお供でついて来たのよ」

　応接間の扉が開き、ツインテールの白はく髪はつ、黒いゴスロリ衣裳の少女が顔を出した。

「リーン!?　なんでここに!?」

　いや、ポーラがいる以上、その主人であるリーンもいるのは、なんの不思議もないのだが。

「ちょっと調べ物にね。あとシャルロッテにお仕置きをしにきたってところかしら。もうひっぱたいてきたけど」

　ずいぶんと根に持つんだな……。六百歳を超こえているのに大人気ない……。

　呆れた目でリーンを見ていると、くいくいっと、ユミナに袖を引かれた。

「冬夜さん？　こちらはどなたですか？」

「ああ、ユミナは初めてだったか。この人はミスミドの妖よう精せい族の長で、名前はリーン。こう見えても僕らより遥はるかに年上だぞ」

「妖精族……？　でも……」

　ユミナは訝いぶかしげな目でリーンを見ていた。あれ？　そういえば背中から生えているはずの妖精の羽がない。まさか切り落としたわけじゃないよな？

「ああ、羽は光魔法で見えないようにしているのよ。こっちの国じゃ目立つから」

　魔法を解除したのか、だんだんと背中に半はん透とう明めいの羽が見えてきた。窓から差し込む太陽の光にキラキラと輝いている。関係ないけど、妖精族や有翼族って寝ねるとき羽や翼が邪じや魔まにならないんだろうか。

「でもなんでウチに？　よくここがわかったね？」

「シャルロッテから聞いたのよ。それと貴方あなたに聞きたいことがあってね。今から数ヶ月前、貴方が倒たおしたっていう『水すい晶しようの魔ま物もの』について」

「……なんだって？」

　水晶の魔物。と言ったらあいつしかいない。旧王都の地下遺跡から現れた、剣けんも通じず、魔法も吸収し、再生能力をも持つ謎の怪物。

「ミスミドにも出たのよ。その水晶の魔物がね」

　リーンの発した言葉に、僕は驚きと共になんとも言えぬ寒気を感じた。

「貴方たちが帰る前の日にね、ミスミドの西側にある、レレスという町から急使がきたの。数日前から奇きみ妙ような現象が起こってるってね」

「奇妙な現象？」

　リビングの椅い子すに腰こし掛かけたリーンが紅茶のカップを手に取って口にする。対面には僕とユミナ、左右にはリンゼと八重が座っていた。ポーラはリーンの横にちょこんと座っている。

「それを発見したのはレレスの村の子供たちだった。森の中のなにもない空間に小さな亀裂が宙に浮かんでいるのを発見したのよ。触ることはできない、でも確かにそこに存在する奇妙な亀裂をね」

　空間に亀裂……？　なんだそりゃ。なんかの魔法だろうか？

「やがて子供たちは、日に日にその亀裂が大きくなっていくことに気付いた。慌てて大人たちに知らせ、村の長老が王都へと使いを出したのよ」

　リーンが紅茶のカップを受け皿に戻す。その使いが辿たどり着ついたのが、僕らがベルファストに帰る前の日だったわけか。

「話を聞いて興味を持った私は、戦士団一小隊と共にその村に向かったわ。だけど、そこで見たのは壊滅に追い込まれた村だった。水晶の魔物が村人たちを殺し、蹂じゆう躙りんの限りを尽つくしている現場だったのよ。私と共にいた戦士小隊も戦ったのだけれど、歯が立たなかった。剣は通じず、魔法は吸収され、たとえ砕いても再生する……まさに悪夢だったわ。戦士たちは半数が再起不能、村は完全に壊滅したわ」

「僕らが戦ったヤツと同じだ……。それで、倒せたのか？」

「なんとかね。物理的なダメージを与あたえる魔法なら効くとわかって、そいつの頭に土魔法で重さ数トンの岩をぶつけたのよ。体の中にあった核が砕くだけ散ちったら、二度と再生しなかったわ」

　赤い核か。それが破は壊かいされたから活動を停止したのだろう。やはり僕らが戦ったヤツと同じ魔物なのか。

「この怪物のことを調べようと思って、シャルロッテに協力を求めようとしたら、ベルファストでも似たようなことがあったっていうじゃない。しかも倒したのが貴方だっていうから、驚いたわよ」

　リーンは人の悪い笑みを浮かべながら僕の方へ真っ直ぐ視線を向けてくる。なんだこの、蛇に睨にらまれた蛙かえる状態。嫌いやな汗あせが出てくるんですけど。

「聞いたわよ？　貴方、無属性魔法なら全すべて使えるらしいわね？　どうりで【プログラム】も使えるわけだわ」

「あー……なんと言いますか、あまりバラさないでいただけると」

　シャルロッテさん、喋っちゃったのかー。いや、喋らされたのかもしれないな。鬼おに師し匠しように迫られたらなあ。

「生き残った村人の話では、空間に広がっていった亀裂が破壊されて、その中から水晶の魔物が出てきたということだったわ」

　破壊された空間から……？　僕らのときみたいに古代遺跡から復活したわけではないのか？

　リーンがポケットから一枚の紙を取り出し、それをテーブルの上に広げる。そこに描えがかれていたのは、僕たちの倒した水晶の魔物ではなく、別の形をした魔物だった。

　僕らが遭そう遇ぐうした魔物は、アーモンド形のボディに細長い足が六本ついた、コオロギのような形をしていた。だが、リーンの紙に描かれていた魔物は、アーモンド形の頭部は同じだが、そこから伸びる足は無く、長い胴体があった。

　僕らが戦ったヤツをコオロギとするならば、こちらは蛇である。日本刀をカクカクと折り曲げたような胴体を持つ、水晶の蛇。

「僕たちが戦ったヤツと形が違う。こっちのはコオロギのような形をしていた。足を伸ばして攻こう撃げきしてきたんだ」

「こちらのは尻尾しつぽの部分を伸ばして刺し殺したり、薙なぎ払ってきたわね。鋭するどい刃はのようだった」

　形は違う。しかし、これらは同じモノだと確信できた。例えるなら、蝶ちようと蟷螂かまきりはまったく別なものであるが、「昆虫」という括くくりでは同じだ。おそらくこれもそういった括りでは同じ種なのだろう。

「……昔、私がまだ小さかったころに、一族の長老から聞いたお話があってね。どこからともなく現れた『フレイズ』という名の悪あく魔まが、この世界を滅ぼしかけたとか……。その悪魔は水晶のような身体を持つ、不死身の悪魔だったとかいう話よ。結局、その悪魔は現れた時と同じように消えていき、世界は何事もなかったように元に戻ったらしいけど……」

「その『フレイズ』とやらが水晶の魔物だと？」

「それはわからないわ。すでに長老も亡くなっているし、長老自身、子供の時に聞いたおとぎ話だって言ってたもの。それに妖精族が外部の部族と付き合うようになったのはここ百数十年のことだから」

　もし、あの怪物が「フレイズ」だとして、どこから来たのか。召しよう喚かん獣じゆうのように、誰かが操っているのだろうか。なぜ人を襲うのか。どれもこれも、考えても答えは出ない。

　脅威ではあるが、倒せないわけではない。また現れたら倒すだけだ。その上で黒幕がいるのならば、それを引きずり出して倒す。

「ま、僕たちだけで考えても仕方がないか。なるべくなら二度と会いたくない類たぐいの奴やつ等らだけど、また現れたら叩くだけだな」

「そうね。ところで私、オリガの代わりに今度ミスミド大使としてこの国に滞在することになったのよ」

　え？　そうなのか。シャルロッテさん、かわいそうに……。

「これからちょくちょく遊びに来るからよろしくね。それと冬夜、貴方【ゲート】が使えるわね？」

　あ、マズい。バレてる。わざわざ小芝居を打ってまで【ゲート】を秘密にしてたのに、これではミスミドに警けい戒かい心を持たれたり、疑念を抱いだかせたりすることになりかねないぞ。

　そんな僕の心を読んでか、リーンは小さく微笑みを浮かべる。

「そんな顔をしなくても大丈夫よ。獣じゆう王おうや他の一族の長に言ったりしないから安心なさい。私は身内には優しいのよ？」

「身内？」

「弟子入りしてくれるんでしょう？」

　にやにやとリーンがこちらを見てくる。ぐぬぬ。これを脅迫と言わずしてなんと言うか。僕が返事を躊躇っていると、リーンが吹き出した。

「ふふ、冗じよう談だんよ。嫌がっているのを無む理り矢や理りってのは趣しゆ味みじゃないわ」

　嘘うそだね。半分くらい本気だったね。僕がリーンを睨んでいると、リビングのドアが開き、紅茶のポットとお菓か子しを載せた盆ぼんを持って、セシルさんとレネが入ってきた。

「お茶の、おかわりを、お持ちしましたっ」

　レネがガチガチに緊張しながら、言葉を紡つむぐ。ぎくしゃくとした動きで、テーブルの中央にお菓子の入った皿を置き、空になったティーカップにお茶を注ついでいく。それを後ろでにこにこと笑え顔がおで見守るセシルさん。

「失礼いたしましゅ」

　噛かんだ。一礼して部屋から二人が退出する。まあまあ、かな。初めてにしてはよくやった方だと思うけど。

「ずいぶんと小さな子を雇ってるのね。あまり接客に慣れてないようだったけど、新人さんかしら？」

「最近雇ったんだよ。なにか不手際があっても、許してくれるとありがたい」

　そう言いながらカップに注がれたお茶を飲む。む、少し熱いし、味が濃いな。ここら辺はラピスさんやセシルさんのようにはいかないか。気にするほどでもないけど。

「ところでさっきの話だけど。【ゲート】は使えるのよね？」

「使えるよ。一度行ったところにしか跳とべないのが難点だけどね」

「無属性魔法【リコール】って知ってる？　他人の心を読み取って記き憶おくを回収する魔法なんだけど。これを併用すれば、読み取った他人の記憶からその場所へ跳べるはずよ」

　そんな魔法があったのか……。しかしよく知ってるなあ。妖精族はほとんど無属性魔法を持って生まれてくるらしいから、それも当たり前なのか。

「その魔法と【ゲート】を使って、貴方に連れて行ってもらいたいところがあるのよ。その国にあるっていう古代遺跡を調べてみたくてね」

「よくわかんないけど……どこに連れてけっていうんだ？」

「遥か東方、東の果て。神国イーシェンへ」

「イーシェン？」

　思わず視線を八重の方へ向けてしまう。向けられた八重もびっくりしていた。

　元いた世界の日本によく似た国、イーシェン。こちらの世界に来てからずっと気になっていた国だ。その国に行けるのか。

「こっちの子はイーシェンの生まれでしょう？　この子の心を読み取れば【ゲート】でイーシェンに行けるわ」

「ちょ、待つでござる！　心を読み取るって、拙せつ者しやのでござるか!?」

「心配しないで。ちゃんと意識を保っていれば、【リコール】は渡す方が許可した記憶しか回収できないから。だから見られたくない記憶まで読まれることはないわ」

　八重がなんともいえない顔で悩なやんでいる。まあ、他人に知られたくないことなんて、誰にだってあるからな。大丈夫と言われても、不安なんだろう。立場が逆なら僕もああなると思う。

　それでも逡しゆん巡じゆんした末に八重はなんとか頷うなずいてくれた。

「無属性魔法【リコール】は相手に接触して心に触れ、その記憶を自分の中に回収する魔法よ。接触にはなんてったって口づけが一番ね」

「「「「うえぇっ!?」」」」

「冗談よ」

　リーンの言葉に全員が脱力する。ニヤニヤすんな、このゴスロリのドＳ娘むすめめ！　僕らを弄んでるな、こいつ！

「はいはい、貴方たちはこっちに来て対面で立って。そして両手を握にぎる」

　リーンに引かれるままに、八重と向かい合って立つ。他の方法もあるらしいが、慣れるまではこれが一番成功しやすいんだそうだ。

　そのまま手を掴つかまれて、八重と両手を握らされる。う、柔やわらかい……。いつも刀とか握っているはずなのに、こんなに柔らかいとは。いかん、なんか緊張してきたですよ!?

「あ……」

「はう……！」

　視線を上げると八重と目が合った。真っ赤な顔をしてこちらを見ている。そんな顔しちゃダメ！　こっちもますます恥ずかしくなるでしょうが！

「はい、二人とも目をつぶって。八重の方は頭にイーシェンの風景を思おもい浮かべる。なるべく鮮明な場所がいいわね。曖あい昧まいなところだと、可能性は低いけど似たような場所に【ゲート】が開くかもしれないから。そしたら冬夜は八重とおでこを合わせて【リコール】を発動させて」

　リーンに言われるがままに、魔ま力りよくを集中し、八重と自分のおでこを合わせる。ふわっといい匂においがしてきて、思わず集中が乱されそうになるが、なんとか踏ふみとどまり、魔法を発動させた。

「【リコール】」

　頭の中にぼんやりと何かが流れ込んでくる。大きな木……楠くすのきか？　その木の根元になにか……鳥居か、これ。小さな祠ほこらが見える。左右には狛こま犬いぬらしきものもあるな。森の中の小さな祠か。ここが八重の中にあったイーシェンの記憶なのか。

「見えた」

　目を開いて正面の八重と見つめ合う。なんだか変な気分だな、他人の記憶を共有するってのは。まるで僕もあの場所に何度も立ったことがあるような気になってくる。

「んんっ！」

「っと！」

　ユミナのわざとらしい咳せき払ばらいに、はっとして八重の手を離はなす。手を握ってずっと見つめ合ってた気き恥はずかしさから、思わず二人とも顔を背けてしまう。

「イーシェンが見えたのなら【ゲート】を開いてほしいんだけど。いいかしら？」

　くっ、だからそのニヤけた顔をやめろっていうのに！

　先ほど脳のう裏りに浮かんだイーシェンの場所を再び思い浮かべ、【ゲート】を開く。

　浮かび上あがった光の門をくぐると、そこは森の中であり、大きな楠と、その下に狛犬に守られた鳥居と祠が見えた。先ほど八重の記憶で見た景色と同じ風景だ。

「間違いござらん。ここは拙者の生まれ故郷、イーシェンでござる。実家のあるハシバの外れ、鎮守の森の中でござるよ」
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　同じように【ゲート】を抜けて来た八重が、周りを見渡し断言する。

　東の果て、極東の国、神国イーシェン。僕らはそこに足を踏み入れた。







幕間劇一　ミスミドの休日







「ここがミスミドか！　賑にぎやかじゃのう！」

　自転車を作ってから数日後、僕は約束通りスゥをミスミドの王都、ベルジュへと【ゲート】で連れてきた。

　もちろん二人きりということはなく、ユミナと琥こ珀はく、それにうちのライムさんの弟である、オルトリンデ公爵家のレイムさん、そして男女混合の護衛の騎士数名が僕らに付き従う。

　王族であるユミナとスゥの安全のためにだ。まあ二、三時間のお忍び旅行だから大だい丈じよう夫ぶだとは思うが、念のためにだろう。

　騎士の人たちもレイムさんも目立たない服装をしているが、きちんと武器は身につけている。

「珍しいものが売っているのう！　なにか父上と母上にお土産みやげを買っていくのじゃ。冬とう夜や、向こうに行ってみよう！」

「はいはい。仰せのままに」

　無邪気に僕の手を引くスゥに従いながら、ミスミドの街並みを通とおり抜けていく。

　ベルファストに比べてミスミドはまだ治安がそれほど良いとは言えない。（僕の元いた世界と比べればどっちも同じようなものだが）

　犯罪が多い、というより、全てにおいて荒っぽいのである。これは亜あ人じんの中でも特に獣人たちの気質が大きいのだと思う。

　国王があんなだからということはないだろうが、獣人、特に猛獣系の種族が喧けん嘩かっ早いのだ。

　今も街の片かた隅すみで喧嘩が始まったりしている。しかし、武器を持っての殺し合いというよりは殴なぐり合あいの普ふ通つうの喧嘩だ。周りも止めるでもなく、日にち常じよう茶さ飯はん事じのようで、平然としている。

　しかも全く赤の他人同士が喧嘩してるというより、親しい知り合い同士が喧嘩しているようなのだ。

　僕らには「喧嘩」に見えるが、獣人たちには「じゃれあい」なのかもしれないと最近思うようになった。それも獣人たちの性質なのだろう。

　だとしても、巻き込まれてはたまらない。スゥと離れないようにしっかり手をつないでベルジュの都を歩いてゆく。

　スゥに引かれるままに、僕らは高級そうな小物店へと入った。こういう店を何気無くチョイスするあたり、スゥの生まれの良さを今さらながらに感じてしまう。

「父上にはこのパイプかの。虎の彫り物がカッコいいのじゃ。母上にはどれがいいかのう……」

　店内にあった銀製の虎が埋め込まれたパイプをスゥがレイムさんに渡す。そして次にアクセサリーが並ぶケースの前で、どれにしようか悩み始めた。すでにその間にレイムさんは支し払はらいを済ませ、パイプを包つつんでもらっている。

　店内を見回し、僕もみんなになにか買っていこうかと思っていると、ユミナがちょいちょいとコートの裾を引っ張ってきた。

「冬夜さん、あそこにアルマさんが」

「え？」

　ユミナの視線の先、店の窓から見える通りを一人の少女が歩いている。ピコピコと動く狐きつね耳みみ、フサフサの尻尾。間ま違ちがいない。ミスミド大使だったオリガさんの妹のアルマだ。

　僕が通りに面した店の大きなガラスを叩くと、歩いていたアルマがこちらに気付き、尻尾を揺らして駆かけ寄よってきた。店の入口の方へ回り込み、店内へ入ってくる。

「やあ、アルマ。偶然だね」

「はい！　お二人ともミスミドに来てたんですね！」

　元気に挨あい拶さつをするアルマに手を上げて応える。ユミナとアルマは手を取り合って喜んでいた。アルマはユミナが王女だとわかっても同じように接してくれる。

「アルマさんも買い物ですか？」

「はい。ユミナさんたちも？」

　ユミナが、スゥを紹しよう介かいし、和わ気き藹あい々あいと三人で話し合っている。

　女の子の会話に入り込むのが躊躇ためらわれた僕は、店内のアクセサリーを物色することにした。エルゼたちになにか買って行くかな。

《主、アレはオリガ殿とリオン殿では？》

「え？」

　不意に琥珀の念話が飛んできた。

　琥珀の視線の先、店の窓から見える通りを二人の男女が笑い合いながら歩いていく。

　確かにあれはミスミドの大使であった狐の獣人・オリガさんと、ベルファストの騎士・リオンさんに間違いない。

　まだミスミドにいたんだな、リオンさん。非番なのか私服姿でオリガさんと楽しそうに歩いている。

「どうしました、冬夜さん？」

「いや、あれ」

　僕が店の外を指差すと、ユミナとアルマも気が付いたのか、窓に寄って二人の姿を視線で追う。

「デート、ですかね？」

「たぶんね」

「お姉ちゃんが!?」

　意外なことだったのか、アルマが目をまん丸にして驚おどろいている。そんなにか。オリガさんモテそうだけどなあ。

　まあ、ちょっとピシッとしすぎてて堅いイメージがあるかな。美人系だから、それがちょっと他人を寄せ付けない冷たい感じに見えるのかもしれない。

　ちゃんと話してみるとそんなこともないんだが。

「追いかけないと！」

　アルマが急いで店を出て行く。え!?　尾行するの!?

「面白そうじゃ。わらわも！」

「あっ、スゥ！　もう！」

　アルマに続いてスゥとユミナも店を出て行く。当然ながら彼かの女じよらの護衛をするレイムさんと騎士のみなさんもそれに続くわけで。

　僕だけが残っても仕方がないので、琥珀を連れて同じようにみんなを追いかけることにした。やれやれ……。

　通りを歩く二人に付かず離れず、後ろからこそこそと尾つけていく。リオンさんはともかく、さすがに獣人のオリガさんにはバレるんじゃないかと思ったが、アルマが気づかれない微妙な距きよ離りを保ち、今のところバレていないようだ。

「なんか初々しいですね」

　ユミナが建物の陰かげから二人を見つつ、そんな呟つぶやきを漏らす。

　リオンさんが歩きながら、なんとかオリガさんと手を繋つなごうと、手を伸ばしては引っ込めるという行こう為いを繰くり返かえしていた。確かに初々しいというか、なんというか。

「ああ、もうじれったい！」

「リオンのヘタレめ。情けない！」

「これは見逃せないわね」

　っていうか、僕らよりこの二人に注目しているのが、護衛の騎士の皆みなさんだ。同僚のデート現場を目撃したからか、野や次じ馬うま根性を発揮させている。

「あれは何をしているのじゃ？」

「手を繋ぎたいけど、繋いでいいものかどうか悩んでるんだろ」

「手ぐらい好きに繋げはいいのにのう」

　まったくもってその通りだけど、そうもいかないのが恋なのさ。……僕が語ることじゃないけど。

　だけど二人ともいい歳とししてその手のことには奥おく手てっぽいからなあ。確かリオンさんは二十一、オリガさんは十九だったか？

　こちらの世界では早婚は普通だからな。一般市民だと十代後半で結婚するのが半分くらいいるらしい。いわゆる成人式というようなものもなく（部族によっては成人の儀というものはあるらしいが）、どちらも自立できているのなら、親の許可は特にいらないようだし。

　もっとも、これが貴族とかになるとまた違ちがってくるのだが。リオンさんは男爵家の出身だし、オリガさんもミスミドでは大きい商家の出身だ。勝手に結婚というわけにもいくまい。

　生まれた時にすでに婚こん約やく者しやがいるという家だってあるのだから。これについては二人ともいないようだから安心だけど。

　まあそれよりもまず、手を繋げるようになるのが先だけどな。

「あっ、お店に入りますよっ！」

　近くにあった喫きつ茶さ店てんの中へ二人して入っていく。これはさすがに店内へ入るとバレてしまうだろうなあ。全員顔見知りなので、変装でもしない限り無理だろ。

「冬夜、なんとかならんか？」

「なんとかならないこともないけど……」

　スゥの言葉に僕は難色を示す。さすがに二人のプライバシーもあるしさあ。

「お姉ちゃんの人生における一大事かもしれません！　妹としてここは知っておくべきかと！」

　肉親に変な力説されたよ、オイ。

　レイムさんを除いた他のみんなからの「早くしろ！」的な気配に負けて、僕は懐ふところからスマートフォンを取り出し、【ロングセンス】を付ふ与よさせたカメラアプリを起動させた。

　スマホの画面に店内の様子が映し出される。これは【ロングセンス】で見ている僕の視界が映し出されたものだ。同じく聴覚で得た音声も流れている。

『初めて入った店なのでお口に合うかわかりませんけど……』

『いえいえいえ！　お気になさらず！　いやあ、素敵な店だなあ！』

　僕の後ろで、護衛騎士の皆さんが「プーッ！」と吹き出しているのが聞こえた。ガッチガチに緊きん張ちようしてんなあ、リオンさん。まあ、仕方がないことなんだろうけど。

『あと数日でリオン殿もベルファストに帰られてしまうのですね』

『あ、はい……。で、でもこれからベルファストとミスミドは友好的な関係を結ぶわけですし、こちらに来る機会ももっと多くなると思います！　まっ、まとまった休暇が取れれば、また来ようと思ってますし！』

『ふふっ、その時は教えて下さいね。もっといい店にご案内しますから』

　なかなかいい感じじゃないの。オリガさんの方も満更でもないんじゃないかな。

『あ、そ、そうだ！　こ、これなんですけど』

『これは……鏡、ですか？　でもなんか変な……』

　リオンさんがポケットから二つの細長い木枠に嵌はめられた鏡を取り出す。あ、あれって僕のあげたゲートミラーじゃんか。まだ渡わたしてなかったのか。

『これは冬夜殿にもらった魔道具でして……見てて下さいね。こっちから物を差し込むと……』

『あっ、もう片方の鏡から……！』

『遠くにいても手紙などのやりとりが一いつ瞬しゆんでできるんです。き、今日はこれを貴女あなたに渡そうと思って……』

『……ありがとうございます。大切にしますね』

　ゲートミラーの片方を押おし抱き、オリガさんが微笑ほほえむ。おお、受け取ってもらえたか。少なくともリオンさんに好意を持っているのは確かだと思うんだけどな。ふさふさの尻尾も嬉うれしそうに揺ゆれているし。

「お姉ちゃん、嬉しそう……」

「これはかなり脈があるんじゃないでしょうか」

　スマホの画面を見ながらアルマとユミナがそんなことを呟く。

　確かにあと一押しがあれば、お互たがいの距離がかなり近づくんじゃないかな。

　二人は喫茶店での軽い食事を終え、再びどこかへ歩き出した。この中では王都ベルジュに一番詳しい（当たり前だが）アルマに聞いてみる。

「この先には中央広場があります。いろんな露ろ店てんが並んでいて、輸入された珍しい物や他より安い掘ほり出だし物ものなんかがあるんですよ。そこに行くんじゃないでしょうか」

　食事のあとはショッピングか。まあ、定番と言えば定番の流れかな。

「指輪とか買って贈ればいいのに」

「いやあ、この時点で指輪は無いっしょ。重すぎる」

「好きな人からなら嬉しいんじゃ？」

「だから、好きかどうかもまだ怪しいんだってば。ああいうのはタイミングを間違うとそりゃあ悲惨なことになるのよ？」

　背後で騎士の皆さんが思い思いの言葉を並べ立てている。完全に面白がってますよね？　いや、僕も気にはなってますけれども。

　二人は中央広場に着くと、連れ立って露店を回り始めた。確かに露店にはいろいろと珍しい物が売られている。

　本音を言うと僕ぼくもじっくりと見て回りたいところだが、二人を尾けて行くアルマを放置するわけにもいかないよな。

「じい！　このお面を買っていこう！　父上と母上へのお土産じゃ！」

「かしこまりました」

　その横でスゥが狐と猫ねこのお面を買っている。自由だなあ、もう！　うらやましい。

　前を見ると、どうもリオンさんが家族にお土産を買おうとしているのを、オリガさんが選んであげているようだった。

　さすがにこれだけの露店が並んでいると、人込みも半端ではなく、二人を見失いそうになる。

　ま、見失っても僕のスマホで検けん索さくすればすぐに見つかるので、そこまで焦る必要は無いのだが。

　ところがそれを知らないアルマが急いだために、目の前にいた人と正面からぶつかってしまった。

「あうっ……！」

　体格の大きいフードを被った人物とぶつかって、アルマが尻餅をつく。

「おっと、すまんな。怪け我がはないか？」

「あ、は、はい。すみません、前をよく見ていなかったもので……」

　フードを被った人物がアルマの手を引いて立ち上がらせる。

「アルマ、大丈夫か？」

「あ、はい。大丈夫です」

「すいません、急いでいたものですから……」

　目の前のフードを被った人に、僕も謝ろうとその顔を正面から見て、思わず驚きに目を見開き、固まってしまった。向こうも同じように目を剥むいて固まっている。

「「ああッ!?」」

　二人して相手を指差し、そのあとにお互いの口を塞ぐ。声が大きい！　リオンさんたちに気付かれるだろ！

「なんでこんなところにいるんです!?」

「それはこっちのセリフだ！　ベルファストに帰ったのではなかったのか？」

　いやいや、僕がここにいることより、どう考えてもお付きもなしに国王がうろついている方が不自然だろ！

　目の前にいるミスミドの獣王陛下が、声をひそめて話しかけてくる。

「ちょっとした気晴らしに城下をぶらつくのはワシの趣味だ。最近、タチの悪いチンピラどもが街中で好き勝手してるという話を聞いたのでな、成敗しに来た」

　成敗しに来た、じゃないっつうの。王様が何してんのさ……。宰さい相しようのグラーツさんが怒るのも無理ないわ、この王様。自由すぎる。

「あっ!?」

　アルマも獣王陛下に気が付いたらしい。そういや、こないだのパーティーに二人とも出てたもんな。

　獣王陛下がしーっ、と口元に指を立てると、アルマは思わず自分の口を両手で塞ぐ。

　後ろからやって来たユミナにも気付かれたが、スゥやレイムさん、護衛の騎き士したちは面識がないので、単なる僕の知り合いだと思ったようだった。

「それよりお前さんたちは何してるんだ？」

「何をしてるのかと言われると……尾行？」

　まんまだけど。首を傾かしげる獣王陛下をよそに、スマホのマップ検索で二人の位置を割り出す。この先の公園か。ベンチに座すわっているみたいだ。

　そのベンチの背後に回り、全員で建物の陰に隠れる。ここからなら二人の位置がよく見える。

「あれは……オリガとベルファストの若い騎士か。ははあ、なるほど。そういうことか」

「そういうことです」

　何な故ぜかついてきた獣王陛下に声を潜めるように指示する。

　王様に対して失礼かもしれないけど、一回戦ったからか、ずいぶんと気安い関係になってしまった。僕がユミナの婚約者という立場のためかもしれないが。

　本来ならばもっと遜へりくだらないといけないのかもしれない。だけど、もともとサバサバとした性格の人のようだし、十中八九、脳筋……いや、直感的な思考の方なのだろう、そういったことを気にしないタイプだと見た。

　目の前のベンチに座った後ろ姿のリオンさんが、隣となりのオリガさんの肩かたに手を回そうとして引っ込めるという、挙きよ動どう不ふ審しんな行為を繰り返している。いや、それはハードル高いだろ。手も繋げないくせに。

「あらら」

「見ちゃいられねえなあ……」

「ヘタレめ」

「らしいっちゃ、らしいけど」

　背後で聞こえてくる同僚騎士の呟きに思わず苦く笑しようする。

「情けねえなあ。ワシが若いころはもっと男がグイグイと……」

　と、獣王陛下が自分語りを始めたとき、リオンさんたちが腰掛けていたベンチの先で何か騒さわぎが起こった。

　見ると、数人の男たちが屋台を打ち壊こわしている。店主と思われる男性が、ガラの悪い男たちに殴る蹴けるの暴行を受けていた。

　小競り合いなんてレベルじゃない。一方的な暴力だ。

「やめろっ！」

　そいつらのもとへリオンさんが駆け出していく。さすがはベルファストの騎士、目の前の暴行を黙って見過ごせなかったらしい。

　正義感は強いんだよな。まあ、あの親父おやじさんだからなあ、間違ったことをすると鉄拳制裁が待っているに違いない。

「なんだ、てめぇは？」

「その人を放せ。何があったかは知らないが、一人に対し、よってたかって恥ずかしくはないのか」

　おお、カッコイイ。さっきまでのヘタレと同一人物とは思えない。

　リオンさんは休日のため、騎士の格好をしているわけではない。チンピラどもは正義感ぶった男がしゃしゃり出てきたとしか思ってないだろう。

　その上、絶対的な数の優位だ。チンピラどもが引き下がるわけはなかった。

「……さっき言ってたタチの悪いチンピラって……」

「うむ。十中八九、あいつらだろう」

　全員が獣人で二十人以上はいるな。いくらなんでも丸まる腰ごしのリオンさんが一人で相手をするには無理がある。向こうは剣やらナイフやらを持ってるし。

「てめぇ！　人間のクセに俺たちの問題に入ってくんじゃねぇよ！　引っ込んでろ！」

「人間だろうと獣人だろうと関係あるか！　お前たちのやっていることは卑劣で愚かな行為だ！」

「んだと、コラァ！」

　男の一人がリオンさんに殴りかかる。それを上半身の動きだけで躱かわし、逆にそいつのボディにリオンさんの拳がめり込んだ。

　崩れ落ちる男の後ろで、チンピラどもが武器を構える。

「この野や郎ろう！　やっちまえ！」

　リオンさんへ向かってチンピラどもが群がっていく。

　さすがにあれはマズい。一人で相手をするには数が多すぎる。

「スゥ！　さっき買ってたお面を貸してくれ！」

　レイムさんから狐の面を受け取り、それを装着する。これなら顔バレしないだろ。

　ふと横を見ると、獣王陛下がいない。あれっ!?

「ぐはあっ!?」

「だっ、誰だれだ、てめぇは!?　いつの間に!?」

「ふふふ、こっちの若者の助太刀だ。覚かく悟ごするんだな、チンピラども」

「どなたか存じませんが、ご助勢感謝します！」

　すでに猫のお面を被った獣王陛下が目の前でチンピラ一人を吹き飛ばしていた。ちょっ、【アクセル】使ったな!?

　僕も狐の面を被ったまま、建物の陰から飛び出し、チンピラ一人の背中に蹴りを入れる。

「ま、また変なのが増えやがった!?」

　変なので悪かったな。わからなくもないけど。

　殴りかかってくるチンピラ獣人の腕うでを掴つかみ、相手の勢いを利用して投げ飛ばした。倒れこんだそいつの鳩尾みぞおちに拳を突つき入れながら、他のチンピラの迫せまり来るナイフを躱す。

　確か乱闘のときは背後を取られないように注意して、視界になるべく多くの相手を入れるように動く、だったか。

　八や重えに教わったことをこんなところで実践する羽目になるとは。だけどお面を被っているので、なかなか視界が悪いぞ、これ。

　横を見ると、嬉き々きとして猫の面を被った獣王陛下がチンピラどもを倒たおしていた。視界の不利も感じさせず、何かのストレスを解消するかのような戦いっぷりだ。……そっとしとこう。

　向こうではリオンさんも奮闘していた。ベルファストの騎士なだけはあって、さすがに丸腰でも強い。

【パラライズ】を使えば楽なんだけどなー。使ったら怪あやしまれそうだからやめとこう。【スリップ】もダメか。

　この程度の相手なら使うまでもないが。

　繰り出されたナイフを右手ではたき落とし、左手の裏拳を顔面に入れる。所詮はチンピラ。冒ぼう険けん者しやや騎士の相手になんかならない。結局こいつらは、弱い者イジメをすることしかできない屑くず野郎だ。

　瞬またたく間に僕たち三人にチンピラどもは次々と倒されていき、最後の一人をリオンさんがぶちのめした。

「やり過ぎましたかね？」

「かまわんだろ。それにおそらくこいつらには前科がある。ワシらは罪にはならんよ」

　獣王陛下の言うとおり、確かに手を出したのは向こうが先だけど。まあ、この国で一番偉えらい人がそう言ってるんだし問題ないか。

　ふとリオンさんを見ると、こちらをじっと見ている。え？　なに？

「……冬夜殿どのですよね？」

「え!?　なんでわかっ……！」

　口を押さえるが時すでに遅し。あれー？　なんでバレたんだろ……。

「いや、そんなコート着てるの冬夜殿しかいませんし。あと声とか」

　しまった……根本的なミスを……。確かにこのコートは「ベルクト」で買ったワンオフ物で、同じ物は他にない。せめてコートを脱ぬいでから参戦するべきだったか……。

「リオンさん！　ご無事でしたか!?」

　オリガさんがリオンさんのもとへと駆け寄る。彼女に手を握られて、顔を真っ赤にしたリオンさんが、しどろもどろに大だい丈じよう夫ぶ大丈夫と繰り返していた。

　オリガさんも慌あわてているのか、「リオン殿」だったのが「リオンさん」になってるな。

「早いところ警備兵を呼んで、こいつらを突き出した方がいいな。もうすでに誰かが呼んだかもしれんが……」

　オリガさんが僅かに首を傾げながら、こちらに視線を向ける。こちらっていうか、発言したもう一人の方に。

「…………獣王、陛下？」

　猫のお面を被ったおっさんの動きがピキッ、と止まる。ああ、そうか。リオンさんは誤魔化せるけど、オリガさんは獣人だから嗅覚やらなんやらでバレたのか？

　おいおいおいおい、猫の仮面の下から尋常じゃない汗あせが滝のように流れ出てますけど！　そりゃ確実に宰相さんにこのことが伝わると決定したわけだから、焦る気持ちもわからんでもないが。

「……………………【アクセル】」

　ばひゅんっ！　と加速魔ま法ほうを発動させて、一瞬にして獣王陛下が目の前から消きえ失うせた。あっ、逃にげた！　ずるっ、自分だけ！

　僕も【アクセル】を使い、駆け出そうとしたが、リオンさんにその肩をがしっと掴まれる。

「冬夜殿？　ちょおっとお話があるんですがねえぇ」

「えーっとこれは偶然といいますかなんといいますかリオンさんが抱かかえる熱い想おもいの後押しができればとまあちょっと暴走してしまいましたが痛い痛い肩痛いオリガさんヘルプミー！」

　ギリギリと力を入れてくるリオンさんから逃れ、オリガさんの背後に僕は逃げた。オリガさんを挟はさんで僕とリオンさんが対たい峙じする。

「だいたいリオンさんがはっきりしないのがいけない！　ちゃんと言葉で伝えなきゃ相手には届かないんですよ！　オリガさんのこと本気で好きじゃないんですか!?」

「なっ!?　そんなわけないでしょう！　本気ですとも！　こんなに素す晴ばらしい女性はいないと、私は心の底から思っています！」

「本気でお付き合いしたいと思っているわけですね!?」

「もちろんです！」

　リオンさんが勢い込んではっきりとそう口にする。

　その言葉が聞きたかった。

「……と、彼かれはこう申しておりますが？」

「あ……」

　リオンさんの視線が僕から外れ、横にいたオリガさんへと向けられる。

　そこには顔を真っ赤にしたオリガさんが立っていた。

　これでリオンさんの想いは伝わった。あとはオリガさんの気持ちだが……。

　もじもじと言葉を選んでいるような彼女の前で、リオンさんが不安そうに固まっている。

　僕は背後からオリガさんに向けて小さく囁ささやきかける。

「曖昧な返事はいけません。答えは『よろしくお願いします』か『ごめんなさい』で」

　狐耳がビクッと動き、オリガさんは真っ赤になりながらも、まっすぐにリオンさんへ告白の返事を口にした。

「よ、よろしくお願いします……」

「え……？　あ、あの……お、お付き合い、していただけ……」

「はい」

　はにかみながらオリガさんが微笑む。

　それを聞いたリオンさんの顔が、不安そうな表情からだんだんと喜びの表情に変化していき、やがて感情を爆ばく発はつさせた。

「や……やったぁ――――――っ！」

　リオンさんが嬉しさのあまり、その場で拳を天に突き上げる。

　オリガさんもそれを見て笑っていた。

　ふふふ、僕の計算通り。……すいません、嘘です。でも結果オーライです。どのみちこの二人では、なにかきっかけがないと進展しなかっただろうからなあ。

「やったな、リオン！」

「ありがとう！」

「ちくしょう、うまくやりやがって！」

「いやあ、ははは！」

「羨うらやましいぞ、こいつ！」

「はは……ちょっと待て、お前らいつからここにいた？」

　リオンさんが、いつの間にか肩をバンバン叩たたいてきた同僚たちに視線を向ける。

　思わず飛び出してきてしまった同僚の騎士たちが、「しまった」という顔をして視線を逸そらした。

「お姉ちゃん、おめでとう！」

「ア、アルマ!?　なんでここに!?」

　どうやら姉を祝福してあげたい健けな気げな妹さんも飛び出してきたらしい。それにつられる形でユミナとスゥ、琥珀にレイムさんも二人の前にやってきた。

　知らぬ間に自分たちのデートが尾けられていたことにやっと気付き、ギロリと二人の視線が僕に向けられる。

「「冬夜殿！　いったいこれはどういうことですか!?」」

　真っ赤になった二人になぜか僕が問い詰つめられる。ちょっと待った！　なんで首謀者が僕みたいになってるのさ！

　照れ隠しなのか知らないが、そのあとリオンさんとオリガさんに僕一人だけが説教を受けた。理り不ふ尽じんだろ、これ。

　僕は君たちのキューピッドだよ？　少しは感謝したって罰は当たるまいに。

　――――ま、こんな感じで二人は付き合うことになった。普ふ段だんはゲートミラーで手紙のやり取りをし、休日にはリオンさんに頼たのまれて、たまにミスミドに【ゲート】を開いたりしてやっている。

　もちろん、その際には尾けてこないようにと念を押されたけど。







　後日、ミスミドの獣じゆう王おう陛下がグラーツ宰さい相しよう殿にこっぴどく叱られたとオリガさんからリオンさん経由で聞いた。

　これに懲りて無断外出を控ひかえるようになるといいが。まあ無理だろうな。

　宰相殿、ご愁傷様です。







幕間劇二　スライムキャッスル







「スライム城？」

　その老人、ゼリル村の村長は神妙な顔で、確かにそう言った。

　王都に引ひっ越こしてきてから僕らは幾いくつかの依い頼らいを受けている。正直に言うとお金はかなりあるのだが、働かないというのもなんなので、数日おきに手て頃ごろな依頼を受けているというわけだ。

　今回の依頼もその一つ。魔ま獣じゆうの調査だというので、王都北部にあるこの村に、エルゼ、リンゼ、八や重え、ユミナ、それに琥こ珀はくとともに二日かけて出向き、村長から詳しい話を聞いている。

　村長の話を要約するとこうだ。

　この村の近くには古くからそびえる城じよう砦さいがあった。千年以上前からあるその城砦に、いつしか魔ま法ほう使つかいが住みだしたらしい。

　その魔法使いは魔ま物ものの研究をしていて、特にスライムの研究を専門にしていたという。

　村の者たちはこの怪しげな人物を不気味に思い、接触することはほぼなかったが、その魔法使いは時折り村を訪れて、食材や研究に必要な小道具を買い求めたりしていた。

　ところが十年ほど前からぱたりと魔法使いは顔を見せなくなったという。村には、病気で亡くなった、スライムに骨も残さず食べられてしまった、呪いにより自らがスライムになってしまった、などと様々な噂が飛んだ。

　そのような城が近くにあることに不安を覚えた村人たちは、冒険者を雇やとい、城の調査に向かわせたのである。

　しかし、城から帰ってきた冒険者はボロボロになりながら、自分では手に負えないと調査依頼に失敗したことを告げると、多くを語らず、逃げるように去って行ったという……。

「で、その冒険者はなんと？」

「あの城に住む魔法使いは性根が腐っている、と。苦々しそうにつぶやいてそのまま……」

　そんな話を聞かされて、ますます村人たちの間には不安が高まり、森の中のスライムを見ただけでパニックになる者たちも出てきたらしい。

　確かギルドの魔獣図鑑には、スライムはほとんど人を襲おそわないと書いてあったが。中には肉を溶とかす肉食のスライムや、毒を持つスライム、高熱を発するスライムなど危険なやつもいるらしいけど。

　とにかくスライムは種類が多く、それらすべてを把握するのは難しい。危険な種は大概色が派手なのですぐにわかるとか言うけれど、それも絶対ではない。

「そこでみなさんにもう一度城の調査をお願いしたく……」

「なるほど」

　ちら、と他のみんなの方を見ると、ユミナも含ふくめ、みんな嫌いやそうな顔をしていた。

　とかくスライムは女じよ性せい陣じんに不人気だ。これはスライムの性質による。先ほど肉を溶かす危険なスライムと述べたが、ほとんどのスライムはそこまでに至らず、服などを溶かすのが精一杯だったりする。

　その手のスライムは肉を好まず、服が好物という種が多い。

　有名なのはグリーンスライムだ。こいつは特に植物繊維の衣類を好物にしていて、衣服の類たぐいをなんでも溶かして食べてしまう。その他、植物繊維である紙だとかは溶かして食べるらしいが、加工された木材や、そのままの植物は食べないという偏食家だ。

　女性冒険者がグリーンスライムに襲われると、武器や鎧よろいはそのままに服だけが溶かされるという、なんとも素晴ら、ゴホン、なんとも屈辱的な目に遭う。むろん、危険性は男性でも同じだが。

　そんな迷めい惑わくなスライムを野放しにはできようか！　いや、できっこない！

「わかりました。この依頼、僕たちが引き受けましょう！」

「「「「ええ～っ……」」」」

　女性陣から不満の声が上がる。それも想定済みだ！

「不安の中で日々を過ごす村人たちを放っておくのか!?　それで僕らは一人前の冒険者と言えるのか、いや、言えまい！」

「だけど……別に私たちじゃなくても……」

　エルゼが口を尖とがらせて反論してくる。それに先んじて僕は手を翳かざし、真ま面じ目めな顔で意見を述べた。

「もしも明日、城にいる危険なスライムがこの村を襲ったら僕らは絶対に後悔するだろう。違うかい？」

「それはそうでござるが……」

　八重もむむう、と腕を組み首を捻ひねる。リンゼはあまり動じていない。スライムは剣けんのような斬ざん撃げき武器、槍やりのような刺し突とつ武器、ハンマーのような打だ撃げき武器には優すぐれた耐性を持つが、魔法にはものすごく弱い。

　つまり、魔法を使えないエルゼや八重とは違い、リンゼには対処法があるということなのだ。それでもスライムの巣窟に行くのは嫌なようだが。

　同じく魔法を使えるユミナも慌ててはいなかったが、先さき程ほどからジト目の視線をこちら側に向けていた。

「……まさか冬とう夜やさん、良からぬことを考えてはいませんか？」

「なっ、なにを言うんだい！　ぼかぁ、そんなこと、ちっとも考えてないよ！」

　八割くらいは。二割くらいは考えていたりするが、村人のために放っておけないってのは本当だ。

　ユミナの視線を浴びて変な脂あぶら汗あせが出てきたが、やがてため息とともにユミナが目を伏せた。

「仕方ありません。確かに放っておくことはできないようですし、万が一、冬夜さんの言う通りのことが起きてしまっては取り返しがつきません。お父様の顔に泥を塗ることにもなりかねませんし」

　一国の姫ひめが我わが身可愛かわいさに村人の懇願を無視し、村を壊かい滅めつに導いた……などと誹ひ謗ぼう中傷する輩やからが出ないとも限らない。

　ユミナがこの国の姫なんて、僕らの他に誰も知らないだろうけど。確かに万が一バレたとしたら、言い訳ができないよな。

　それ以前に本当にそんなことになったら、彼女は自分自身を許さないと思う。誇り高く、誠実な女の子なのだ。

「うーむ、仕方ないでござるか……」

「ううっ、やだなあ……」

　八重とエルゼも最年少のユミナにそう言われては、自分たちだけ行かないとも言えないのだろう。渋々と頷うなずいた。よしっ！

「冬夜さん？」

「ナンデモナイヨ」

「はあ……？」

　訝いぶかしむリンゼに平然な顔をして返事をする。

　とはいえ危険なスライムがいないとも限らない。見たことのないスライムには充じゆう分ぶんに注意しなくちゃな。

　……グリーンスライムだけはスルーの方向で。













　その城は村から半日ほど歩いた丘の上に立っていた。

　小さな城砦ではあるが、なんとか住居として使えそうな造りをしている。城じよう壁へきは崩れ落ち、砦とりでとしての役目は果たせそうもないが。

　僕らは小さな城門をくぐり抜ぬけ、中庭へと足を踏ふみ入れる。

　右手にはベルクフリートと呼ばれる塔とうがあり、その塔は下の方で居館に繋がっていた。人が住むのはこの館やかたの方で、あの塔は上は見張り台、下は地ち下か牢ろうなどに使われているはずである。……普ふ通つうなら。

「薄気味悪いところねぇ……」

　エルゼがキョロキョロと辺りを見回しながら小さく呟いた。

　確かにジメジメとしていて、あまり居心地は良くない。雑草が生えまくった中庭のいたるところに水たまりがあったりする。

　そんな風にあたりを観察していると、その水たまりが形を変え、唐とう突とつに動きだした。

「うわっ!?」

　僕が驚いた声を上げると、あっという間にその水は草むらに逃げ込んでしまった。

「水が動いたでござる……」

「水じゃない。あれはスライムだ」

　ウォータースライム。水に擬態して、寄ってきた獲え物ものを捕獲するというスライムだ。恐ろしいスライムだが、臆病で、自分より大きい動物は襲わない。すぐに逃げてしまうので、人間にとってはさほど驚異ではないスライムだ。

「やっぱりスライムがいるんです、ね」

「注意して進みましょう。なにがいるかわかりませんから」

　リンゼとユミナの声を背中で聞きながら、湿っぽい地面を踏んで僕は玄げん関かんのアーチをくぐった。

　大きな両開きの扉とびらの前へ辿たどり着つくと、僕は静かにその扉を押して、少しだけ隙間を作る。

　こっそりと中を覗のぞき込むと、窓から差し込む陽ひの光で、玄関ホールが照らし出されていた。古めかしい絨じゆう毯たんが敷かれ、左右の壁際の方には二階へと続く長い階段がある。どうやらここにスライムはいないようだ。

　玄関ホールの中に、僕は一歩足を踏み入れた。

「大だい丈じよう夫ぶみたいだ。みんなも入ってきな」

　よ、と言いかけた僕の頭に衝しよう撃げきが走り、玄関ホールに、ガァァァァァァン！　と大きな音が響き渡った。

「いったぁっ!?」

　音のわりにはそんなに痛くはないが、痛いことにはかわりはない。なにかが頭上から落ちてきて、僕の頭を直撃したのだ。

　その直撃した物がホールの絨毯の上にクワンクワンと回転しながら残っている。

「金かなだらい」だった。

　大きな金だらいが僕の頭を直撃したのだ。なんだそりゃ！　コント番組かよ！

「だ、大丈夫ですか、冬夜さん？」

「あー、大丈夫大丈夫。ちょっと痛かったけど」

　心配してくれるリンゼに手振りで平気だとアピールする。痛いことは痛かったが、それほどではない。

　昔のコント番組では金属の仕込まれたカツラを被かぶり、金だらいも柔やわらかく、高さもさほど高くなかったので安全だった。

　しかし現代の金だらいは硬かたく危険なこともあるので、気をつけた方がいいと大物芸人が注意喚起をしたとかネットで見たことを思い出す。異世界でも痛いことは痛い。

　ファンタジー世界にコントがあるとは思えないが、なんでまた金だらいが……。

「冬夜さん！　たらいが……！」

「え？」

　ユミナが指差す先の金だらいが形を変えていき、鉛なまり色のスライムとなって、ささささっ！　と玄関ホールから逃げていった。

「あれもスライムなのかよ……」

「見たことも、聞いたこともないスライム、です。新種かもしれません」

　リンゼがそう言うが、ここに住む魔法使いが創り出したのか？　っていうかあのスライム、なんかの役に立つのかよ。

　スライムを従魔にする魔法使いもいるし、ひょっとしてどこかで魔法使いがスライムを操っているとか？

　スマホを取り出し検索してみるが、僕ら以外の人間は近くにいない。やはり魔法使いはすでにこの城にはいないようだ。死んだのか出て行ったのかはわからないが。

　ホールの右手にあった扉を開き、廊ろう下かに並ぶ部屋を分担してひとつひとつ確かく認にんしていく。ほとんどの部屋が朽ち果てていて、酷ひどい有様だった。

「本も革表紙以外ありませんね。これもスライムが食べてしまったのでしょうか」

　ユミナが書しよ斎さいであったろう部屋に散らばる、埃ほこりだらけの革表紙をつまみ上げる。紙も植物繊維でできているからな。グリーンスライムが近くにいるのだろうか。

「これは、溶かされてません、よ」

　リンゼが本ほん棚だなの残骸の中から一冊の本……というか、ノートのような物を発掘した。どうやら羊皮紙のような物に、なにやらわからない文字で書かれている。これは……古代魔法言語か？

「現代の魔法使いが古代魔法言語を使うのか？」

「秘匿したい研究や、その成果を記した日記などには、使われることがあるそう、です」

　簡単に研究成果を盗まれないために、かな？　読めない者にとってはなんの価値もないわけだし。

　リンゼが腰こしのポーチから僕があげた翻ほん訳やくメガネを取り出した。あのメガネには翻訳魔ま法ほう【リーディング】が施ほどこされており、古代魔法言語なら読めるようになるはずだ。

「これは……。やはり研究成果の記録、です。いろんなスライムの性質が書かれています。ここにさっきのスライムのことも書かれてますよ」

「上から落ちてきたアレか。なんて書いてある？」

「ええっ、と……『カナダライスライム。たらい状に硬こう化か変形し、高所から人間に体当たりを食らわせる習性を持つ。失敗作』……」

　まんまかよ！　迷惑なスライムだな！

　いろんなスライムが載っているらしく、興味深そうにリンゼがノートを読んでいる。時折り顔を歪ゆがめているのは、たぶんろくでもないスライムのページなのだろう。

「とりあえずそのノートは持っていこう。なにかの役に立つかもしれないし」

「そうですね」

　この部屋は全部調べたので、一いつ旦たん廊ろう下かへ戻ろうとすると、隣の部屋からなにかが倒れるような音が響いてきた。

　隣の部屋を調べに行った八重たちになにかあったのかと慌てて廊下へ飛び出すと、エルゼと八重が顔を押さえて部屋から出てきた。琥珀もその後ろからバツの悪そうな顔を覗かせる。

「やられたでござる……」

「……なにがあった？」

「床ゆかにね……スライムが擬態してたのよ。それを踏んだら……」

「トリモチのように足がくっつき、頭から倒れたでござる。顔面強打でござるよ」

　赤くなった鼻をさすりながら八重が説明してくれる。またか。地味にイヤな攻こう撃げきを仕掛けてくるな、ここのスライムは。

　以前調査に来たという冒険者が、ズタボロになって帰っていったのもこれらが原因か。

「ありました。『トリモチスライム。擬態能力と強い粘着性を持つ。自我が強く使役できない。失敗作』」

　……わざと失敗してるんじゃないのか、ここの魔法使いは。

　とりあえずこちら側にはなにもないようなので、ホールの方へ戻もどることにする。

　ホール側の扉を開けて、一歩足を踏み出した瞬しゆん間かん、ガァァァァァァン！　と僕の頭に、やかましい衝撃と記き憶おくに新しい痛みが襲いかかった。

「あいったぁっ!?」

　思わず頭を押おさえて蹲うずくまる。目の前でたらいがスライムに戻り、ささささっと逃げていく。

「待て、この野郎！」

　頭にきた僕は剣けん銃じゆうブリュンヒルドを引き抜き、カナダライスライム目掛けて乱射したが、ヤツは素早い動きでそれを躱かわし、反対側の通路へと逃げていった。

　くそっ、金属系のスライムが素早いってのは、ゲームの世界だけにしろよ！

「大丈夫、冬夜？　すごい音がしたけど」

「つ～……。まあ、なんとか……」

　二度目の方が痛かった。くそ、あいつは絶対に許さん。

　頭をさすりながら立ち上がる。

　と、正面の玄関ホール奥おくにグリーンスライムの姿が見えた。

　お、やっぱりいたか。本のページが食べられていた以上、どこかにいるとは思っていたが。

「あそこにスライムがいる。気をつけて」

「うえっ、グリーンスライムじゃない。死ぬことはないけど最悪……」

　エルゼが嫌そうな声を漏もらす。グリーンスライムは服だけを溶かしてしまうから、死ぬことはほぼないんだけど、女性にとっちゃ最悪でしかないだろうな。

「冬夜さんのコートは溶かされないんでしたっけ？」

「うん。一応コレ耐たい魔まの付ふ与よもかかっているから。まあ、中の服は溶かされてしまうけど」

　僕も気をつけないとな。コートの下は全裸とか、どこの変態だって話だ。

　さて、あとは上の階を調べた方がいいか。

「あの……グリーンスライムが……」

　考え込んでいた僕のコートをリンゼが引っ張る。

　視線をグリーンスライムがいるホールの奥へと向けると、そこにはわらわらと多くのグリーンスライムが集まってきていた。

「うおっ!?　なんだこれ!?」

　数十匹ぴきのグリーンスライムにちょっとした恐怖を覚える。

「【炎ほのおよ爆はぜよ、紅蓮の爆ばく発はつ、エクスプロ……」

「リンゼ、待った！　ここで爆発系の魔ま法ほうはマズい！」

　爆発魔法【エクスプロージョン】を放とうとしていたリンゼを止める。ただでさえ古い砦なんだ。ヘタすりゃ崩落してしまう。

　しかしこうしている間にもグリーンスライムはぞろぞろとこちらへ迫ってきていた。

「【炎よ来たれ、赤き連弾、ファイアアロー】！」

　リンゼの放った炎の矢がグリーンスライムに命中し、火だるまになった。だけどその仲間を避よけるようにして、他のグリーンスライムはこちらへと向かってくる。

　僕ぼくとユミナも銃じゆうで応戦するが、実弾では効果がなかった。エルゼと八重は戦力にならないし、命の危険はないとはいえ、ちょっとマズいな。

「琥珀！」

『お任せを』

　大おお虎とらサイズになった琥珀が口を大きく開けて、衝撃波をスライムたちに叩きつける。グリーンスライムたちは吹ふっ飛とんだが、砦の壁も大きく振動して崩れそうになってしまう。ダメだ、これも危険すぎる。

　しかもスライムたちにはさほどのダメージはないようで、再び集まりこちらへと緑の沼が近づいてきた。

「ちょっとちょっと！　近づいてくるわよ！」

「とりあえず二階に避ひ難なんしよう！」

　僕らは玄関ホールの壁際にあった階段を上り始めた。すると追いかけてきたグリーンスライムたちはなぜか階段を上ろうとはせず、一段目の下でウネウネと留とどまっている。

「……どういうことでござろうか？」

「ひょっとしたら、この砦の中でも縄張りとかがあるのかもしれませんね」

「なんでもいいわよ。助かった～」

　この時、二階へと続く階段の踊り場でひと安心していた僕らに、ヤツはゆっくりと近づいていたのだ。

　僕がそれに気づいたときにはもう遅おそかった。一階がグリーンスライムの縄張りだとしたら、この階段にも縄張りとするスライムがいることに気付くべきだったのである。

「とりあえず二階に上りましょ。あんなのからはさっさと離はなれて……きゃっ！」

　二階への階段を上ろうとしたエルゼが尻餅をつく。どうしたのかと僕がそちらへ目をやると、階段に敷いてあった柔らかい絨毯が、なにか湿っていることに気が付いた。

「ちょっ、なにこれぇ！　ヌルヌルするぅ！」

　絨毯に手をついたエルゼが、自分の手を僕らに向けて広げる。なにかドロリとした液体がべっとりとついていた。

「あっ、あそこでござる！」

　八重が指差す階段の最上部に、半はん透とう明めいの葛餅のようなスライムがいた。

　注目すべきところは、そのスライムがなにやら液体をダラダラと階段に流していたことである。絨毯の湿りもこれか!?

「リンゼ、あのスライムは……」

「『ローションスライム。危険を察知すると潤滑油のような体液を分泌する。人体に害はない。失敗作』……」

　ノートを読みながら、リンゼがとても嫌そうな声を出す。……気持ちはとてもわかるよ。

「きゃっ！」

「ぶっ！」

　立ち上がろうとしたエルゼがまたも滑り、転倒する。その際に僕のコートを掴んだせいで、僕も転んでしまった。

「だっ、大丈夫ですか冬夜さ、ひゃあっ！」

「はわわっ！」

「ちょ、待つでござる！」

　僕に駆け寄ろうとしたユミナが転び、次いでリンゼが八重を巻き込んで転んだ。琥珀までその道連れになる。そのまま勢いのついた僕らは、踊り場から飛び出してしまう。

「うひゃあああぁぁぁぁ!?」

　ぬるぬるの階段を転げ落ちる僕たちを待ち受けていたのは緑の邪悪なプール。

　ずべしゃあっ！　と、グリーンスライムの群れの中に僕らは勢いよく突っ込んだ。

「ぐはっ！」

「きゃっ！」

「ひゃ、う、ああああっ！」

「不覚うぅぅぅ！」

「いやあああああ！」

『ぬうう！』

　ヌルヌルブヨブヨとした気持ち悪い感かん触しよくの海から、いち早く抜け出したのは琥珀と僕だった。

　琥珀は僕の襟首を咥くわえると、ひとっ飛びで階段の踊り場まで飛び上がり、鮮やかに着地しようとして、ローションに足を取られ、見事にすっ転んだ。

『ぐふっ!?』

「あいたっ!?」

　琥珀に放り投げられた僕は、踊り場にしたたかに背中を打ち付ける。

『も、申し訳ありません、主あるじ』

「い、いや、大丈夫だ」

　ふらつく頭を振りながら立ち上がろうとするが、足が滑ってまたコケそうになる。情けない姿だが、這はいつくばって階段の手て摺すりに掴まり、なんとか立つことができた。うええ、ヌルヌルするう。

「いやああ、助けてぇ！」

「と、冬夜さぁん！」

「待ってろ、今助けるから！」

　とは言ったものの、どうすりゃいい？　待てよ、グリーンスライムが階段から上ってこないなら……。

「【ゲート】！」

　僕はみんなの足あし下もと、床と平行に【ゲート】を開く。グリーンスライムごと落とし穴のように落ちたみんなは、踊り場の一メートル上の空間に転移して落ちてきた。

　強制的に踊り場へと転移させられたスライムたちは、波が引くかのように再び階下の玄関ホールへと戻っていく。

　やっぱりこいつらにはそれぞれのテリトリーがあるんだな。

「大丈夫か、みん……」

　な、と僕は最後まで声を出せなかった。

　グリーンスライムに喰くわれてしまったのだろう、みんなは服が溶けて、あられもない格好になってしまっていたのだ。

　ローションでヌルヌルに輝かがやく艶なまめかしい肌はだが、いたるところから大きく覗いている。下着も見えてしまうほどに溶けてしまったようだ。ほとんど半裸である。

「きゃああああ!?　こっち見るなあ！」

「ぐはっ!?」

　ガンッ！　と真っ赤になったエルゼにガントレットをつけたままの拳こぶしで殴なぐられる。痛い！

　殴りつけたのとは反対の手で、エルゼは胸むな元もとを隠していた。薄うすいパステルレッドのブラが一いつ瞬しゆんだけ視界に入ったが、そのあとは回る星しか見えなかった。くらくらする。

　それでも僕はなんで下着は溶けなかったのだろうかと不謹慎なことを考えていたが、絹は植物繊維ではないことに思い至り、一人納なつ得とくした。

　安物だったら溶けていただろうに、惜しいことを……いやいや。若じやつ干かん望んでいた展開とはいえ、これは目のやり場に困る。

　僕はみんなに背を向けて、いまだに階上からぬるぬるした体液を分泌しているスライムを睨にらみつけた。

「【炎よ来たれ、赤き連弾、ファイアアロー】！」

　炎の矢がローションスライムを撃うち抜く。スライムは爆散したあと、蒸発するように煙を上げて消えていった。

　よし、あとはなんとかこの踊り場から二階に上るだけだ。

　そろり、そろりと、滑らないように階段を四つん這いで上っていく。慎重に、慎重に……。変に力を入れるとまた滑ってしまう。

　くそっ、【スリップ】ってこんな嫌な魔法だったんだなあ。転ばされる身になってよくわかったよ。

　冷静に慎重に、一歩一歩階段を上っていく。焦らずに行こう。……なんだこの緊きんち張よう感。

　そんな僕のもとに背後からみんなの声が届く。

「はあぁ、お気に入りの服だったのに残念です……」

「ふえぇぇ、スカート、が半分以上、溶けてしまいました……」

「せ、拙せつ者しやはサラシが切れてしまったでござる。ちょ、ちょっとマズいでござるよ、これ」

「ちょ、このヌルヌルのせいで下着も透けて見えるじゃないの！　もういや！」

「あっ!?」

　背後から飛んでくる声に動揺した僕は、膝ひざを滑らせてあっという間に踊り場まで滑り落ちる。あんな状態で慎重にいくなんて無理だって！

「うああああああああ」

　勢いのついた僕はそのままみんなのいる踊り場も滑り抜け（転がる僕をみんな避よけた）、グリーンスライムの待つ最下段まで一気に転げ落ちた。そしてまた緑の沼地。くそっ！　これじゃ本当にコント番組じゃないか！

　とにかく脱出しないと……あ。

「【ゲート】！」

　僕はさっきの要領でグリーンスライムごと階段の最上段へと転移した。最初からこうすりゃよかったんじゃないか……。

　グリーンスライムたちはまたしても波が引くように階下へと戻っていく。

　幸い、と言うかどうかわからないが、僕はズボンがハーフパンツみたいになったのと、シャツが寸足らずのようにヘソ出しルックになった程度で済んだ。

　踊り場にいるみんなのところまで、わずか数メートルの【ゲート】を開き、みんなも二階へと辿り着く。やっとヌルヌル地じ獄ごくから脱出できた。

　すぐさま四人は近くの部屋に飛び込んだ。服をなんとかするのだろう。もちろん僕は見ないように外で待った。

　中からなにやら布を裂くような音が聞こえてくるが、たぶんカーテンあたりを引き裂いて、身体からだに巻き付けているのだと思う。【ゲート】で家に戻れば着き替がえがあるのだが、また溶かされたらたまらないしな。

　僕は待っている間、階段の上から【ファイアアロー】でグリーンスライムをちまちまと一匹ずつ片づけていった。【ファイアストーム】あたりで一掃してもいいんだが、流石さすがに室内でそれは避けた方がいい気がしたんで。

　やがて部屋から出てきた四人は、やはりというかなんというか、カーテンを裂いたものを上半身と下半身に巻き付けて、なんとか動ける格好になっていた。

「……次にグリーンスライムを見つけたら確実に潰していくわよ」

　エルゼの発言にみんな一いつ斉せいに頷く。まあ、わからんでもないが。僕としては残念だと言えなくもないけど、ここは黙って従っておこう。

　その後、二階の部屋を調べたが、いるわいるわ、珍妙なスライムのオンパレードだった。

　異様な伸縮を見せるゴムスライム。

　針のように尖って触れさせないニードルスライム。

　ぼんやりと光るだけのライトスライム。

　弱い電気を放つショックスライム。

　危険性は低くても、やはり害となる魔獣であることに変わりはない。こいつらがかけ合わさったら、どんな突とつ然ぜん変異種を生み出すかわかったもんじゃないな。

「どうもこの魔法使いって、なにか特殊なスライムを生み出だそうとして、失敗作を量産したような感じなんだよな」

「そうです、ね。どうも新種のスライムはその特性が生まれるまでわからないようなので、運まかせな部分もあったよう、です」

　リンゼが研究ノートを読みながら僕の疑問に答えてくれる。

　スライムは魔ま法ほう生物だ。魔法によって生み出される人工的なクリーチャーとも言える。

　だからこそ危険なものが生まれないとも限らない。こいつらがどうやって繁殖しているのか僕は知らないが、スライムがスライムを取り込み、新たなスライムに変化することもあるそうだ。

　未知の生物を生み出す危険さをこの城は孕はらんでいる。ひょっとしたらもうすでに魔法使いの手によってではなく、自己進化で生まれた種がいるのかもしれない。

「この城ごと燃やした方がいい気がするわ……浄化よ、浄化するのよ」

「それには賛成でござるが。勝手にそんなことをしてもよいのでござろうか？」

「すでに放棄された砦ですからね。お父様も文句は言わないと思いますけど……」

　なにやら後ろでは物騒な話で盛り上がっているなあ。

　まあ、ここまでスライムが蔓延はびこっているのがわかった以上、放置はできないだろう。僕らがやらなくたって、国の騎き士し団だんか軍の小隊が派遣されて討伐されるのは目に見えている。

　砦の二階部分は捜索し終わった。あとはこの上の階だけだ。三階へと上る階段を注意深く進む。またなにかトラップ的なスライムがいるかもしれない。気を付けて行こう。

　三階の広い廊下へ出ると、左右にいくつかの石せつ膏こう像ぞうが並べられていた。これがどれもこれも裸体の女性である。しかも全部の像が、とてつもなく胸が大きいというこだわりを感じられるものばかり。

「これはなんでしょうね……？」

「いや、僕に聞かれても」

　裸婦像に向けられるユミナの冷たく呆あきれたような声を聞きながら、僕もチラチラと像に視線を向けてしまう。どうしても目がそっちにいってしまうのは悲しい男の性さがか。

　どれもこれも巨乳だが、ひとつだけ、爆乳というレベルで大きい像があるな。

「んん？」

「どうしたでござる？」

「いや、いま胸が動いたような……」

　はぁ？　とみんなから「なに言ってんの？　これだから男は」的なニュアンスを含んだ声が漏れる。

　いや、ホントだって！　さっき、あの大きな胸がこう、ゆさりと。

　確かめるべく、僕は裸婦像の豊満な胸へと手を伸ばす。

「冬夜さん、それは……」

「お、おっきなのが好みなんです、ね」

「よ、欲求不満なのでござろうか……」

「ちょっとそれは引くわぁ……」

　酷い言われようだ……。確かに第三者の目から見たら不ふ審しん者しやか変態にしか見えないかもしれないが。

　僕の右手が裸婦像の左胸に触ふれる。




　もにゅん。




「柔らかい!?」

「「「「えっ!?」」」」




　もにゅもにゅたぷたぷぶるるんるん。




　えっ、なにこの感触！　凄すごいんですけど！

　夢中になって撫なで回していると、その柔らかい胸が、ぼとっ、と床に落ちた。

「うひぃ!?」

　僕の口から変な声が出る。びっくりした！

　石膏と同じ色をした白いそれは、たちまち肌色のスライムとなる。擬態してたのか。

　スライムが剥がれた石膏像は、他の石膏像と比べると少し慎つつましい大きさだった。

「『……バストスライム。女性の胸に取り付き擬態する。より小さい胸に取り付く習性を持つ。もう一歩だが、失敗作』」

　リンゼのノートを読む声が呆れを通とおり越して無感情になってきた。無理もないけど。

　そのバストスライムはゆっくりとしたスピードで、ユミナの方へと進んでいった。えっと、これって……。

「……【風よ切り裂け、千の風ふう刃じん、サイクロンエッジ】」

　ユミナの放った風の刃やいばが、目の前のスライムをズタズタに斬り裂いた。うおう……。

「成長期……」

「え？」

「成長期ですから」

「ああ、そうだね……」

　ユミナがぼそりと呟つぶやく。なんとも気まずい。確かに年ねん齢れい的にそこは仕方のないところだから、気にしないでもと思うんだけど。

　他の石膏像も確認してみたが、バストスライムはあの一匹だけだった。

　僕らは気を取り直して、三階の廊下を進み、その先にあった大きな扉を開く。

　中は薄うす暗ぐらい。城主が寛くつろぐような大きな部屋だが、その部屋に踏み込む前に、扉から天てん井じようの方を注意深く観察する。カナダライスライムは……いないな、よし。

　部屋に踏み込んでみると、埃臭い部屋に置いてある長いソファの上に、白骨化した遺体があった。

　魔法使いのようなローブがソファの下に脱ぬぎ捨てられている。ここまではテリトリーじゃないのか、グリーンスライムも来ていないんだな。こいつがスライム研究をしていた魔法使いか。

　っていうか、なんでズボンやパンツまで脱ぎ散らかしているんだろう？　風ふ呂ろにでも入ろうとしていたのか？

「ここにいたスライム研究家の魔法使いでしょうか？」

「たぶんね」

　気になるのはこれが自然死なのか、スライムに襲われたことによる死亡なのか。

　スライムによるものなら、人間を溶かしてしまう種がもうすでに誕生しているのかもしれない。

　……っていうか、普通に存在しているけどな。ダンジョンとかじゃそれなりにいるらしいし。なんでも喰うから「ダンジョンの掃そう除じ屋」とか呼ばれている。

　ソファの横にあったテーブルの上に、リンゼが見つけたものと同じようなノートが置いてあった。

　中身はやはり古代魔法言語で書かれていたが、最後のところだけ世界共通語で書かれている。

「えっと……『完成だ。ついに私の、いや、男の夢が叶かなった。もう思い残すことはない。ああ、天国が見える……』……なんだこりゃ？」

「冬夜さん、あれ！」

　ユミナが指し示す部屋の奥に、肌色のスライムが四匹蠢うごめいていた。かなり大きい種で、人間一人分ぐらいはあるだろうか。まさか、あれが完成体のスライムか!?

「何かに形が変わるでござるよ！」

　さっきのバストスライムとかと一いつ緒しよで、擬態化する特性を持つのか？　ひょっとしてあれか？　たくさんのスライムが集まって大きなスライムに、とか？

　しかし予想とは違ちがい、四匹のスライムは合体することもなく、それぞれが個別に人の形を取っていく。

　まさか……人間に擬態するスライム、か!?

　これは恐ろしいかもしれない。人間に擬態すれば、不意を突くことも容易だろう。こんなものが野に放たれ、繁殖したらとんでもないことになる。

　やはりここで討伐するしか……ん？　んん!?

「ぶっ!?」

「「「「っきゃ――――――――――――ッ[image: ]」」」」

　ユミナたち女じよ性せい陣じんの悲鳴がユニゾンで響き渡わたる中、僕は目の前のスライムに釘くぎ付づけになった。

　たぶんこのスライムは出会った人間、それもおそらく女性に擬態する特性を持つんだろう。

　目の前にはユミナ、エルゼ、リンゼ、八重の四人そっくりに擬態化したスライムがいた。肌の色だけじゃなく、髪かみや瞳ひとみもそっくりな色に擬態している。

　もちろん話せはしないだろうから、見破ることは容た易やすいが、黙っていたら区別がつかないんじゃないだろうか。僕でさえわかる自信がない。

　……全裸でなければ。

「ちょっ、なに見てるんですか、冬夜さん！」

「ダ、ダメ！　ダメ、です！」

「と、冬夜殿どの！　あっち向くでござるよ！」

「見るにゃ――――！」

　四人が真っ赤な顔をして僕にそんなことを言ってくる。いや、そうは言っても討伐しないと……って、自分も顔が赤くなっているのがわかる！　ヤバい、どうしよう!?

　だけど、あれはスライムだ。本人じゃない、意識する方がおかしい。うん、平常心を忘れるな。っていうか、なんで服は擬態しないんだ!?

　ちら、と四人の顔を見てからスライムに視線を向ける。

　全裸……。いかん、顔がニヤける。

「当て身！」

「ぐふっ!?」

　八重の手刀が首筋に炸さく裂れつし、僕はあっさりと意識を手放した。

　ああ、あの魔ま法ほう使つかいの書いてた男の夢ってこのことかあ。綺き麗れいな裸の女性をはべらせて、ウハウハハーレムしたいってことだったのね。そのために長年スライムを研究して、ついに作り上げたわけだ。

　しょーもな……。













　僕が気がつくと目の前で城が燃えていた。盛大な炎を上げて、おそらくは全すべてのスライムごと。

「浄化よ」

「浄化、です」

「浄化でござる」

「浄化ですね」

　四人とも能面のような無表情でそう呟いて、燃え盛る城を見ていた。

　一人の魔法使いの野望はここに潰ついえた。いや、彼かれはすでに野望を達していたのだから満足して逝ったのだろう。

　彼の死因はひょっとして……いや、なにも言うまい。武士の情けだ。搾り取られたとしても彼は本望だったに違いない。

　こうして僕らは村人たちの依い頼らいを達成はしたが、しばらくはお互たがいの顔をまともに見られない状態に陥った。

　いや、だってあの姿が脳のう裏りに浮うかぶんだもの……。今でも顔が赤くなる。

　そのたびに心の中で、あの魔法使いに僕が感謝を捧ささげていることは秘密である。







[image: ]







あとがき。







　こんにちは。冬原《ふゆはら》パトラでございます。

　一巻発売から三ヶ月。あっという間に二巻です。ありがたや。







　ううむ、二巻にしてあとがきに書くことが思いつかないってのも問題がありますな。えーっと、なに話そう。

　自分の中ではこの作品は気楽に読めるコメディ寄りの作品と考えていますので、笑いの場面がそれなりに挟まれています。作品中でそのためによく使われる【スリップ】。それでちょっと思い出したのですが。

　僕が初めて山形県山形市に行ったときの話です。時期は真冬だったのですが、「ここが山形かー」と思いながら駅の階段を下りて、山形の地に踏み出しだ第一歩でコントのように盛大にコケました。

　地面が雪で凍りついていたのです。「なにこれ!?」と驚く僕の前を山形の人たちが平然と氷の上をスタスタ歩いていく姿に、心の底から「山形県民凄え！」と思ったものです。今思えばあの体験が【スリップ】を生み出したんじゃないかと……。

　しまった。発売日が夏なのに冬の話をしてしまった。




　今回も謝辞を。兎塚エイジ様。素晴らしい着替えシーンをありがとうございました。ラフを見た段階でガッツポーズを取った自分がいます。

　担当のＫ様、今回もいろいろと配慮していただきありがとうございます。

　ホビージャパン編集部の皆様、一巻に続き、本書の出版に関わった皆様方、いつもありがとうございます。

　そして「小説家になろう」と本書、読んで下さる全ての読者の方々に感謝の念を。








冬原パトラ
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